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第9回公開シンポジウム「人文科学とデータベースJ

議存続fat

；令，f徐請~~守t!J 

デジタル著作権

弁護士岡村久道

okamura@mail.law.co.jp 

h悦p://www.law.eo.jp/

(c) 2003, Hi拍 michiOkamura 

著作者の権利の内容

．．． ．．．． ・・・・4診・・・φ・・4診者器移
．舎建議長議
＠唱審 議善命

4診

公表権〈時条） i来公表の著作物を公表するかどうか等を決古草する権利

氏名表示犠（19粂） i著作物に著作者名仰すかどうか、付す場合に械をどうするかを脱する御l

li'J－性保持機（20条） I i著作物の内容や題号を著作者の愈に反して改褒きれない権利

複製格（21条｝ 著作物を印刷、写真、複写、録音、録磁その他の方法により有形的に再製する権
事j

上演権・演奏穣（22条｝ 著作物を公に上1富し、 T寅奏する権邪j

上映権（22条の2) 著作物を公に上映する権利

公衆送信権等（23条｝ 著作物を公衆送信し、あるいは、公衆送信された著作物を公に伝達する梅幸IJ

口述権（24条｝ 著作物を口頭で公に伝える権刻

展示稽（25条｝ 美術の著作物又は未発行の写真の著作物を原作品により公に展示する権利

頒布権（2＆粂） 映画の著作物を公にム映し、その複製物により頒布する権利

譲渡権（26粂の2) 峡権利miの著作物を除く著作物をその原作品又はの複譲製渡物にのは譲、渡譲に渡よ権りが公及衆ばにな線い供）する
（一良適法に譲渡苔れた著作物のその後

貸与格（26条の3) 映画の著作物を除〈著作物をその綾製物の貸与により公衆に提供する権利

翻訳権・翻案権者年(27 著作物を翻訳し、編織し、変形し、脚色し、映磁化し、 その他翻案する権利
条）

二次的著作物の利用に 翻訳物、翻案物などの二次的著作物を利用する格別
関する権利(28条）

出典・文化庁ウェフページ
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著作隣接権（実演等の利用を許諾したり禁止する権利）の内容1

実績象泌総務 汗咋

．養綿綿｜録音糠 ・細線（91粂） i自分の実演を録音糊する権利

放送権 ・有搬送緯（92余命 i自分の実演を脱・有線脱する糊j

送信可能化緯：（9也粂の2) I 8分の条演を埼京からの7タセスに応じ自動的に公衆に送信し得る状態に援〈
権利

議渡雄（95条の2> I 111分の実演の録音物又iま録商物を公猿に譲渡する権制（ー昼適法に譲渡された
の換の 渡tこは、譲渡継が及iまない〉

貸与格（95条のa> i商業用レコー州市自雇用℃D害事｝を貸与する権利｛最初の販売後l年のみ｝

縦二機額料金級事る倒防側 j碕鰍レヨ｝ドが蹴ー繍蹴で使用きれた場合の甲車用料を総事業者・有
線放送事業脅から受ける権利

金レコード業者から報酬を受ける権利｛貸与権消滅後49年間〉

.. 

"'' 
レコードを複製する権利

レコ｝ドを鑓来からのヲクセスに応じ8動的に公衆に送信し得る状態に置く権利

レヨ』ドの復製物を公衆伝緩渡する権利ぽ一旦適法に譲渡されたレヨ目Fの複製物
のその後の譲渡には、譲渡権が~Jまない）

百車業期レ3ードを貸与する権籾（最初の簸売後1年間のみ）

。商業用レコードが放送・存線紋送で使用きれた場合の使用車専を飲送事業者・有線
放送事業者から受け

l\;.jl;:U)ir~0~酬明叩1 貸レコード薬科酬を的問与権問時澗）
I ＇＇＂~吋宅 日

出典・文化庁ウェブページ

著作隣接権（実演等の利用を許諾したり禁止する権利｝の内容2

,I 
複製緯札ω条の21

、円繍害対議議炉守録主義評議出活安L

ht迭を録音・録商及び塁手察的芳法により複製する

放送を受信して穆放送したり、有毒車政送したりする権利

テレピジョン放断~~－して時抗する特別獅〈超大選テレピ、
オーロラピジョン等：｝守会叫京選する権利

有線総滋を録音・録画言及び宮草案的方法により複製する権
利

放送梅 干専有線放送績（100条
の耳）

有車産自主送を受信して歓送したり、再有線);l(送したりする
権現j

有線テレビジョン放送の伝途

笠2盟主竺！
有線テレピジョン放送を受信して爾簡を拡大する特別装
績で公に伝達する権利

出典・文化庁ウェフページ
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十数世紀の問、紙は不可欠の情報媒体
骨

骨
・
争
勢．．．．
 争
瞳
島
市

－－－
－－
e韓．．．．．．
 帯

・人類最古の文字
・紀元前4000年頃に始まったメソポ9ミアの襖形文字。

・それ以降、文字は、苦労して石や木に彫ったり、粘土版に刻んだり、高価な布や羊の皮を使って書き
とどめられていただけであった。

・紙の原型
・英語で紙を意味する「 PaperJの語源はパピルス。
・紀元前3000年ころ、エジプトのナイル川沿いで、ヒエログリフを記録するために使われはじめた。

・紙の発明
・紀元2世紀ころ中国の蕪倫が世界で鰻初に現在のような紙を発明。製紙技術は何世紀もの問、中国

では門外不出の秘密。
・朝鮮半島経由で日本に610年ころ紙の製法が伝来し「和紙』となる。
・8世紀の終わりにアラビア半島を経由してヨーロッパ大陸に伝えられた。西に向けてヨーロッパlこ伝

来した製紙技術は、米国経由で明治時代の日本！こ『洋紙Jとして到達。

・活版印刷技術の発明
・ドイツへの製紙妓術到達は14世紀。ルネサンス期の15世紀中葉、グーテンベルグが発明。

・復製コストの劇的な改善を招いたので、一方では個々の書籍が有していた有体物としての価値を急
速に低下。情報の大量伝達媒体として急激な情報の流通鉱大をもたらす。

・情報へのアウセスが飛趨的に容易になった結果、社会構造の変化が発生。
・だが印刷織は限られた者だけが所有。

(c) 2003, Hi掴 michiO陥mura

活版印刷技術の登場前

手書きによる複製

喝、ヲi-'・・

膨大な手間と時間と、そして才能を要する

d よ
有体物としての価値に力点

-3 -



活版印刷技術の発明

・ゲーテンベルグの活版印刷技術の発明は、著作物の大量
複製を可能にする初の革命的技術。

・複製コストの劇的な改善を招いたので、一方では個々の書
籍が有していた有体物としての価値を急速に低下。

・他方では、情報の大量伝達媒体として急激な情報の流通拡
大をもたらす。

・神学者マルティン・ルターの著書は、 16世紀に入ると活字と
なって瞬く聞に欧州中に広まり、他の印刷物とともに宗教改
革をもたらす。

・情報へのアクセスが飛躍的に容易になった結果、社会構造
の変化が発生。

(c) 2003, Hi曲 michiOkamu悶

・－－
．．．． ．．．．φ ..・争・4島嘩毒事、J
．妙 器や
命穆噂務

帯場

活版印刷技術発明の効果一出版特許と事前検閲

独占的な

出版ギルド··~

『 J ’ー～－－－，＿ v （＇－..＿で室戸

｜この部分をコントロールトu長ミ3

-4 -



・－－・・・＠
19世紀末ーベルヌ条約の成立 ・・ー・争・・・争．．噂毒事

．帯端
骨器移

嘗睡

・19世紀に入ると、国境を越えた海賊版の出版が次第に増大。
・しかし個々の国家単位で定められた著作権法で対抗することは元々無理。

・そこで欧州列強諸国がスイスのベルンに集って協議を繰り返した結果、著作権保
議に関する世界初の多国間条約が成立。

・これが1886年のベルヌ条約。

・この条約は、他のベルヌ同盟国民の著作物についても自国民のそれと同線に保
獲するという「内国民待遇の原則』に立脚。

・しかし、同盟各国ごとに圏内法が定める著作権保護の要件が異なれば、その分
だけ国際的な保護が図鑑になる。

・そこで、 1908年のベルリン改正条約により、著作権は単に創作するだけで発生し
登録その他の手続を要することなく保護されるという「無方式主義』採用。

・その結果、著作権登録制度などの『方式主義』は払保され、その意味では著作権
の保護が容易になった。しかし、それは同時に著作権の帰属と内容に関する公示
制度の喪失を意味。いつどこで誰にどのような権利が発生したのか不明確になり、
とりわけ芸術については尊門外であったはずの裁判官たちは、創作性などの要件
を具備しているかどうかを法廷で判断しなければならなくなるという、極めて煩漬
かつ困難な仕事を背負い込んだ。

(c) 2003, Hi回 mK:hiO陥mura

．．． ．．．． ．．．．嘩

どうして「権利の花束」になったのか？

19世紀末のベルヌ条約

-5 -
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新たな情報媒体の登場

．．． ．．．． 
••••• ・・・.．．争号事争..噂診
争鎗樟嘩

事帯・通信
• ft初に電波の存在を確認したのはドイツのヘルツで、 1888年のこと。
・電波の周波数を表す「ヘルツ（Hz）』は彼の名前に由来。
・続いて、イ告リアのマルコーニが1895年に無線電信機を発明。1901年には大西洋横断の無線電信

実験に成功。

..堅手にな歪まで、本来の通信領域では、船舶無線や航空無線など、ほとんどの無線局はプロが設置
す吾特殊用語E向け。アマチュア無線はー般ユーザー向けだ力、主としてホヒー用途に限定されてお
り、一般の会土や家庭で広〈使われるような性格のものではない。

・どちらにしても、放送と同様、開局や操作に免許が必要だと法律で定められている。このため、無線
局やそれを扱う者の数は限られてきた。

・放送
・無線は放送に発展したが、情報発信は専門の放送局だけが可能。
・大衆は受信するだけの地位なので、その意味では一方向の線体。

・デジタル技術
・20世紀後半に畳渇したデジ脅ル技術によって、情報を物理媒体から切り離すことができるようになっ

た。
・4置製・改変が容易で低コスト。質的劣化なし。

・情報ネットワーク
・さらに情報ネットワークの発展により、デジ告ル形式での自由な情報の流通が可能になった。

・維でも情報を発信・受信可能。

例 2凹 3,Hi姐michiO陥mu問

20世紀中盤ー複製技術の拡散

事

告
・・事晶脚A

帯欝争

・・
・・
骨8aψ

・・・・
・争輯A

V

－－－－
－－
串

・ベルヌ条約成立の時代には、著作物の大量複製は、著作者でも大衆で
もなく、高価な複製設備を持つ一部の者の手に握られていた。

・新たなメディアの登場と前後して、フォトコピーなどの複写機器、テープレ
コーダなどの録音機器、ビデオなどの録画機器といった新たな複製技術
が次々に生み出され、家庭をはじめ社会の各所に拡散。

・新たな複製技術が次第に進歩するにつれて複製機器は大衆の手に渡つ
ていく。

・著作物の私的使用は伝統的に著作権法の及ばない行為とされてきたが、
家庭などに普及した新たな複製機器による私的録音録画の増大は、権
利者側として放置できない重大な脅威であると考えられるようになった。

(c) 2003, Hisam刷、tOkamu問

-6 -



ベルヌ条約改定による新たな権利の生成

．．． 
・・・＠．．．．聾
・＠・争e・事務
．事事
費験場

・20世紀に開花した新たなメディアは、それ自体が著作物の大量伝搬を可能
にする新たな大量複製技術。

・新たに出現した異なるメディアへの変換を伴う複製を権利者がコントロール
するためには、録音権や放送権といった新たな権利を生成する必要。

・新たに登場したメディアは、伝統的な活字メディアなどとは異なった特質。た
とえば映画やテレビドラマを作るためには、原作者、脚本家、音楽作家、制作
者、監督、撮影者など多数の関係者が関与。その利害関係を調整しなけれ
ばならない。完成作品を流通させるためには複雑な権利関係を単純化しなけ
ればならない。・1908年ベルリン改正条約では録音権や映画化権が出現。・1928年のローマ改正条約及び1948年のフ、ラッセル改正条約では放送権が
規定0・1961年のローマ条約では、実演家、レコード製作者及び放送事業者の国際
的保護。わが国でもこれを参考にして1970年の現行著作権制定の際に著作
隣接権という一連の新たな権利が創設。

・1971年のレコード保護条約では、海賊版レコードからのレコード製作者の保
護が図られた。

伊）2003, Hi回 michiOkamura 

デジタル著作物の登場

事事・争騨
・・a’
＠
章
構
傍

・・・
・・φ籍
－－－－
－e拶

・第二次世界大戦終結直後の1946年、世界初のコ
ンビュータENIACがペンシルバニア大学で産声を
あげた。

・アナログ著作物との相違点

・複製及び改変の容易性

・何がオリジナルで何が複製物なのかを、物理的に区別し
たり確定することさえ困難な場合もある

・電子ネットワークを使用すれば、地球的規模で瞬時に大
量のデジタルコンテンツを自由に送受信することが可能

(c) 2凹 3,Hi回 m悶削O回mura

" 7 " 



複製・改変の容易性

マウスの
クリックだけで、

簡単にCOPY
できてしまう 門

改変の容易性

-8 -



オリジナル概念の崩壊

コンピュータ
プログラム

コンピュータ
プログラム

デジタル情報と劣化

・デジタルであれば劣化せず、無限の寿命を
有するという点を挙げる人もいる。

・たしかに昔のフィルムが色槌せ、書籍が変色
してくるのに対し、デジタルであればそうした
心酉己はない。

・しかし常に真実といえるか？

・収録された物理的な媒体の劣化

．ハードやフォーマットの問題

(c) 2003, Hisamichi Okamura 

-9・



ソフトウェア・プログラムと著作権法による保護

・米国では1976年の著作権法改正によりソフトウェア・プログ
ラムが「文芸の著作物（litera叩works)Jに含まれるよう規定
され、さらに1980年改正でプログラム著作物の定義規定が
正面から設けられた。

・日本でも 1985年の著作権法改正で著作権法によるプログ
ラム保護を明文化。

・しかし、ソフトウェアの保護で重視されるのは、伝統的な著
作物に関する創作性をもった表現ではなく、一般の人が読
んでも理解できないプログラム・コードが実現する機能で
あったから、著作権法の中に異質な存在が取り込まれてし
まった。

(c) 2凹 3,Hi掴 michiO陥mu阻

電子ネットワークは究極の情報流
通技術か？

1. 物理的な媒体からの切断

2. 流通構造の変化

3. 海賊版流通の増大

・－－
．．．． 
・・＠・e・＠司書事
••＠草書噂
..務外
争穆骨2理
事争

．．． ．．．． ．．．．事
・・・争・・φ書聖母
・争S露骨
帯務 命 館

嘩争

4. 米国におけるMP3.comをめぐる一連の裁判

5. 米国におけるNapsterをめぐる一連の裁判

(c) 2003, Hi且m凶 iO回mura

・10-



物理的な媒体からの切断

(c) 2003, H回 michiOkamura 

．．． ．．．， ・・4静＠静・・・睡命＠串欝
．嘩輔
骨唱車

先進国による知的所有権保護強化の対応方針I：：~：： 

．コンテンツの国際競争力に勝る先進国は、前記
特質を理由にネットワークを介した世界規模で、

の大量の不正コピーの発生及び流通を危慣す
る声を背景として、現在、著作権を中心とした知
的所有権保護の強化という対応方針を打ち出し

ている

(c) 2003, Hi曲 mにhiOkamura 

-11刷



ベルヌ条約は機能不全状態ヘ

争

事

。
晶
曹
品
事
務
争
穆
帯

・・
＠＠
嘩弱含

－－－
e
－e織
替

・・・・
・・A

甲

(c) 2003, Hisamichi Okamu惜

GA＇廿のウルグアイ・ラウンド｜ ！？？；事

・米国の主導で、知的所有権に関する多国間交渉の舞台
は、貿易自由化交渉の場であるGATTのウルグアイ・ラウ
ンド（1986年に開始）へと移された。

・そのころからコンビュータを中心とするデジタル技術が本
格的な発展時期を迎えはじめる。

・こうして通商問題にすり替わった後の1994年に作られた
マラケシュ協定附属の『知的所有権の貿易関連の側面に
関する協定」（TRIPs協定）では、米国の意向を強く反映し
て、プログラムやデータベースの著作権による保護が明記
された。「ベルヌ条約に定める文学的著作物として保護さ
れる」（10条）とした。

(c) 2003, H，抽michiO回mu阻

-12・



TRIPs 協定

嘩－－
争嘩

．．
 
，．
事輯
．．． 
，．
事事
帯

・・・・
・・暢

• GATTのウルグアイ・ラウンド
・米国の主導で、知的所有権に関する多国間交渉の舞台は、貿易自由化交渉の

場であるGATTのウルグアイ・ラウンド（1986年に開始）へと移された。

・そのころからコンビュータを中心とするデジタル技術が本格的な発展時期を迎え
はじめる。

・こうして通商問題にすり替わった後の1994年に作られたマラケシュ協定附属の
「知的所有権の唄易関連の側面！こ関する協定J(TRIPs 協定）では、米国の意向
を強く反映して、プログラムやデータベースの著作権による保護が明記された。
「ベルヌ条約に定める文学的著作物として保護されるJ( 10条）とした。

• TR!Ps協定第10条「コンビュータ・プログラム及びデータの編集物 J
・コンビュータ・プログラム（ソース・コードのものであるかオブジェクト・コードのもの

であるかを わない。）は、千九百七十一年のベルヌ条約に定める文学的著作物
として保E計泊。

・素材の選択又は配列によって知的創作物を形成するデータその他の素材の編集
物（機械で劃取可能なものものであるか他の形式のものであるかを問わない。）
は、知的貸l午物として保護される。その保謹は、当該データその他の素材自体に
僅翠んで！主ならず、また、~替データその他の素材自体について存在する著作
権を害するものであってはなbない。

(c) 2凹 3,Hi臼m附hiOkamura 

米国の知的所有権保護政策
骨，．

事棒
番織

．．
 
，．9

識
や

－－－
e

・骨鶴申

・・・・
・・申

・クリントン大統領が就任直後lこ『情報スーパーハイウェ
イ』の名前で知られる「NII（全米情報インフラストラク

チヤー）構想」を提唱するとともに、「情報基盤タスク
フォースJ(llTF）を組織。

llTFの情報政策委員会に設置された知的財産権ワー

クグループは、情報スーパーハイウェイ実現に要する
知的財産権政策の検討をテーマとして、 1994年7月の

「グリーンペ－1¥-JIこ続き、 1995年9月には「ホワイト

ペーパー」と呼ばれる報告書を公表して、デジタル著作

権の保護強化策を打ち出している。

(c) 2003, Hi掴 michiOkamura 

-13-



WIPO新条約の成立

．．． ・・・＠・・・・.．事e象...理襲撃・.轡帯
母線樺綜
伶 ＊

・ このような欧米の動向を背景として、国連の専門機関であるWIPO（世界知
的所有権機関）を舞台に、著作権保護に関する国際的調和の見地からベル
ヌ条約の改定作業が続けられている。

・ その一環として、 1996年12月にジュネーブで開催された外交会議によって、
「WIPO著作権条約j及び「WIPO実演・レコード条約」が採択。

• fWIPO著作権条約Jの内容

・すでにTRIPS協定に組み込まれていたプログラムやデータベースの著作権保護
などが認められた。著作者lこ「公衆への伝達権Jなどが認められた。

・それは条約による初めての電子ネットワークへの対応であり、こうしてまた一つ著
作権法に新たな権利が付け加わった

・これは、有線又は無線の方法による著作物の公衆への伝達を許諾する排他的権
事jであり、当該著作物を公衆に提示された状態に置くことを含む。． 「WIPO実演・レコード条約」の内容

・著作者が有する許諾権との競合回避を理由として、実演家・レコード製作者に対
し「送信行為』自体については権利を認めなかった。

・しかし、この条約は、これらの者の利益を保ーするため、その前段階の「公衆に
提示される状態に置くJ行為に関しこれらの者の許諾権を認めた。

(c) 2003, Hi田 michiOkamu悶

わが国の1997年著作権法改正

脅

苫．．
 争
紛
争
議
合

．．
．
．
 

事

鶴

韓

・・・
・・
事輯串
．．．．
．．
 事

・前述のとおり、日本では、 1997年6月に、WIPO条約の批准に向け改
正。 1998年1月1日から施行。． r公衆送信権』（23条）創設
・ わが箇では、既に1986年の改正により、プログラムの著作権による保護を明文化

し、また、世界に先駆けて、リクエストを受けて行う送信に係る『有線送信権』を創設
していれ。しかしこの権利は法文の字句どおり「 線」に限られているのに、し、
WIPO著作権条豹でIi無緩」についても保護均五E：ぎれてい志。また、わヵ値の
『有線送信権jでは、対象行翁が「送信行為』自体に限定されていたのに‘し、この
条約では送信行”の前陳階である「公衆に提示される状態に置くこと」を含めて、
より広〈保護の対喰とされている。

・ そこで、この条約に基づき、「無線」及び『公，に 示される状態に置くこと」につい
ても保護対象としたのが、今回の法改正で劃1t>:,nた『公衆‘言権J(23~長）である。

・ 「送信可能化権J(92条の2及び96条の2）創設
• rw1Po実演・レコード条約』では、「公衆に提示される状態に置くJ行為に関し実演

家・レコード製作者の許諾権を認めた。
・ わが閣の改正前の著作権法では、生実演等の場合を除いて、これらの者には権

利が及ばないものとされていたので、この条約にわカ国の著作権j去を適合させる
ために、今回の法改正でこれらの者lこ「送信可能化権Jという権利が付与されるこ
とになった。

(c) 2003, Hi掴m陀hiO回mu悶
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デジタル技術による著作権の保護

・デジタル著作物に闘し、コピープロテクションなど無断複製等を防止するた
めの「技術的保護手段」や、電子透かしなどの「権利管理情報」（著作物や
権利者等を特定する情報）をプログラムやデジタルコンテンツに付加するこ
とによって、無断コピーなどに対抗しようとしてきた。・また、インターネット、衛星配信といったコンテンツ提供事業では、使用管
理などのための『技術的制限手段」を使用することによって、無断視聴など
を防止しようとすることも多い。・ところが、プロテクト破り告を幸目的とfミ装置やプログラムカ塑~されるこ主！こ
よって、これらを迂回しょっ2という動きが出現しているので、前LのWIPO著作
票条約には、このような新しい技を活用した権利の実効性の確保も盛り込

ている。そこでわが国では、これに対応するために、 1999年6月の著作権i
一部改正により、このような技術的保護手段を回避する装置等の製通量、頒布な
どをする行為や、著作物等に付されている権利管理情報を不正に除法、改変
などをする行為が規円相lされることになった。・また、 1999年4月23日に公布された改正不正競争防止法（伺年10月1日施行）
では、このような装置などに関する譲渡その他の行為を禁止し、被害を受けた
業者は違反者に対し差止請求や慎害賠償請求による民事的救済を受けること
ができるようになった。

(c) 2003, Hi田m』chiO回mura

著作権法によるネットワークでの著作権保護

・－－．．．． ．．，．骨
．骨・＠＠＠事梯
．帯構
惨事

．．． ．．．． 
・・・・6・・・4静・・事務
・帯謂.盟.

アップロー
ド行為は

複製権

Web等で

の配信は

公衆送信

権、送信可

能化権

技術的保護手段の法的保護

権利管理情報に関する法的保護
向2而：（RI白mTchlO扇町悶

-15-



コメットハンタ一事件（速読本舗事件）（東京地判
平成13年12月3日判時1768号116頁）

．．． ．．．． ．．命・φ
．令書事費量
e・嘩軍事帯

．事態曹
唱歩踏唾穆
＃ゆ

・ 他人の著作物を無断で要約したものを、インター
ネット上にアッブロードして公衆の閲覧に供してい
たという事件。

・ 具体的には、インターネット上に、被告が『速読本

監 い う ウdページを開…羽告らの
籍を要約した文章を無断で掲載していた事案で、
告が出頭しなかったので、欠席判決で原告らが

勝訴。
・ この事件では、復製権及び翻案権の侵害と並ん

で、公衆送信権の侵害も認められた。

・ 主文は次のとおり。
1被告は，)ll）紙第1目録その1ないし4ic厳の各要約文について，

公衆送信してはならない。
2被告は )ll）紙第1目録その1ないし4記載の各要約文を被告の

ホームページから削除ι掠消せよ。
3 被告は，甲及び乙事件原告に対し各金100万円及びこれに

対する平成13年10月28日から支払済みに至るまで年5分
の割合による金員を支払え。

4被告は。丙及びT事件原告に対し。各金150万円及びこれに
対する平成13年10月28日から支払済みに至るまで年5分
の割合による金員を支払え。

5 訴訟費用は被告の負担とする。
6この判決は仮に執行することができる。

(c) 2003, Hi岨 mic耐Ok釘nura

三食

饗蟻七·；：；~：.~；：ピ；三竺：

ホテル・ジャンキーズ事件第一審（東京地判平成

14年4月15日判時1792号129頁）

A曹

A
V

－－
事晶輔品切鶴争

－－
－－
e嘩
噂

－－－
－－
e
務事

・・・・
・・窃・ホームページ「ホテル・ジャンキーズJ上の掲示板に文章を書き込んだ原

告らが、同文章の一部lを複製（転車llして書籍『世界極上ホテル術Jを作
成し、これを出版等した被告らに対し、被告らの同行為！主、上位文章につ
いて原告らの有する著作権を侵害するとして、上IC書籍の出版等の差止
め及び領害賠償金の支払等を求め、これを一部認合した事案（但し損害
賠償請求は一部認容）。

• rインターネットにおける掲示板上に書き込んだ投稿文章であっても、著
作物性の成否に関するi配の判断基準に何ら消長を来すむのではな
い。J本件書籍を著作、出版、販売すか被告らの行為は、原告らが著作
権を有する部分について、原告らの復製権を侵害する行為となる。J

・『原告らが本件縄示板上にハンドルネームしか表示して、らず、原告らに
直後に確 をすることが困嫌であるとしても、被告森拓z事務所に対し
て、原告らから許諾を得たことを示す資料の提供を求めるなどして原告ら
の許 の有無を確認することは可能である。ところが、・・・・被告光文J土
は、原告らの許錯の有無について全く調査、確認をしていない・・－・から、
被告光文字土に著作権侵害について過失カないとい」えない。

・本件掲示板へ書き込みをする者は、問掲示板へ書き込みをした内容に
ついて著作権を主張しないという暗黙の了解があった旨主張する」が、
r上記のような承鎗があったことを窺わせる事実を認めることはできないJ.

• r原告らは、本件掲示板を無料で閲覧して情報を得ていながら、自己が
まき込みをした文章については著作権を行Iすかのは権利の闘で
って許されないと主張する。確かに、本件掲示板は、投稿の肉容を無

料で閲覧することができ、質問に対する回答を無料で入手することができ
るが、そのようなことを前提としても、なお、被告らが、原告らの著作物を、
原告らに無許誌で複製、出版したことについて、原告らが著作権に基て:i<
締求をすることが権利の濫用に当たJらない。

(c) 2003, Hi盟問chiO回mura
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ホテル・ジャンキーズ事件控訴審（東京高判平成

14年10月29日サイバー判解56頁）1/2 

．．． ．．．． ...・骨．．．争
・・要書暢
・像窃
帯嘩

・出版社以外の原審被告らが控訴を提起し、原審原告らが認容額を不服として附帯控訴した事案。

．著作物性に関する控訴人らの主張

・やl旨は次のとおり述べて『控訴人らの主張は、いずれも篠用することができないjとした。

－結締；都!i,~~~淵！相主主層住訴訟~1締結掌諜託、
イン9ーネット上の書込みに限られず、他の分野での表現についてもいえることであνるから、これらの事
情は、イン骨ーネット上の書込みの著作物性の判断基準を他の表現についてより制厳格に解釈すること
の根拠とすることはできない』。『鐙訴人らは、イン告ーネット上の唱込みについて、承践を必要とする範
囲を広〈解すると、イン9ーネット上の情報の利用を制約することになり、ひいてはイン合ーネットの発展
を阻害することになる、と主張する。しかしながら、イン9ーネット上の書込みについて、その利用の承錯
を得ることが全く不可能というわけではない。また、承践を得られない情合であっても、 作性の程度が
低いものについては、多くの場合、表現に多少手を加えることにより、容易に復製権侵害を回避すること
ができる渇合が多いと考えられるから、そのようなものについても著作物性を認め、少主主くともそのまま
いわゆるデッドコピーをすることは併されない、と解したとしても、そのことが、イン~ーネットの利用、発展
の妨げとなると解することはできない」。

(c) 2003, Hi回 michiOkamu旧

ホテル・ジャンキーズ事件控訴審（東京高判平成

14年10月29日サイバー判解56頁）2/2

・著作物性に関する控訴人らの主張に対する判旨（続）

．．． ．．．． 
・・・・帯・・・e．．帯電器
・＠稔.穆
事 争

． r鐙訴人らは、被控訴人らは匿名で書込みをし、その内容について責任追及を図書量にすることを選んだ
以上、その書込みについて著作権等の権利を主張することは許されない、と主張する。確かに、例えl;f、
他人の名奮を殻損するなど、その内容について法的な責任を追及されるような内容のイン9ーネット上
の書込みを霊名でした者が、他方で、その書込みについて権利を主張することが、権利の濫用などを理
由に併されないとされる場合があり得ることは、否定できない。しかしながら、そのような渇合があり得る
からといって、その理屈をイン9ーネット上の書込み一般に及lまし、およそ置名で行った書込みについて
は、内容のいかんを問わず、権利行使が併されないなどど解することができないことは明らかである。J・「控訴人らは、被鐙訴人Jが、イン~ーネット上で偽名を用いて他人を!JF！妻、抽象する書込みを行ってい
るとして、そのことを理由に、本件について、権利行使を認めるべきではない、と主張する。しかしながら、
本件の書込みとは別の書込みの内容は、何ら本件の書込みについての権利行使に影響を及｜ますもの
ではないというべきであり、控鶴人らの上配主張｜主主張自体失当である。」

・附帯控訴に関するやi旨
・ 「被控訴人らは、出版物の販売価絡や領製部数のいかんを問わない著作権使用料（承諾料）として一定

の金 の支払を受けることは、出版社や新聞社等の業界において通常行われているところであるから、
本件においても通常支払われるべき使用料の額（本件においては、一発言当たり1万円）を基準として
著作権使用料相当額の損害額を算定すべきであると主強する。」

・ 「しかしながら、出版社等において、出版物の販売価絡や複製部数のいかんを問わず一定の著作権使
用料（承館料）が支払われることがあることが認められるとしても、そのことから直ちに、本件告を転載文に
ついて、一発言（一犯述）当たりにつき通常支払われる使用料が1万円であることを認めるに足りる笹拠
はない。被鐙訴人らは、一審被告光文社が、以前にも同種の問題を起こした際に、一記事につき原稿料

結晶円認佐治ぷ妥協民税法.~~~もおよ読書ぎ！？斜留守む
と認められるということができないことは、事柄の性質上、明らかである。」

(c) 2田3,Hi臼 michiOkamura 
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@SEO. COM事件

大阪地判平成15(2003）年5月29日

－・・
－－－ー・・・・φ・.・楼.・唱静電幸司書．争繁華
暢欝 争 S
4書帯

． 「検索エンジン最適化Jのコンサルタントがサイト上で公開していたコンテ
ンツと出版書籍を、同業他社が自社サイトに無断掲載していたとして、コ
ンテンツの削除と損害賠iiiを求めて訴えたケースで、被告が法廷に出
頭しなかったので争わないものとみなし、大阪地裁は原告勝訴の判決を
下した。

・判旨

・本件被告文章は、原告書籍及び原告サイトlこ依拠し、これを複製したもので
あり、これを被告サイトに掲載することは、原告が原告書籍及び原告サイト
について有する複製権を侵害する。

・また、本件被告文章を被告サイトに掲載することは、原告が原告書籍及び
原告サイトについて有する公衆送信権（送信可能化権）を侵iする。
さらに、被告が、原告の氏名を表示せずに本件被告文章を被告サイトlこ掲
敏することは、原告が原告書籍及び原告サイトについて有する氏名表示権
を侵害する。

・被告は、故意に、原告の複製権、公衆送信権、氏名表示権を侵害した。

(c) 2凹3,Hi回m偲hiOk釘nura

．．． 

転職情報サイト事件
東京地判平成15(2003）年10月22日

．．．． 
・・・・6・・・4接・・稽重量楼・4静童話争
争携 帯 鵠

事事

・ ウエブサイト等を利用して会社の転職情報を提供することを業とする被告が、インターネット上に開設
するrヲエブサイト1こ掲載したS祉の転制情報l立、原告が創作し、もの吹エブサイトに掲載したS社の転
職情報を無断で複製ないし翻案したものであり、原告の着午権（複製曜、翻案権、送信可能化権）及
び著作者人格権（同一性保持権）を侵害すると主張して、原告が求めた損害賠償請求が一部認容さ
れたが、掲載行為の差止め及び術告ウェブ上への謝罪広告掲載請求は棄却された事例。

・半lj 旨
・「原告伝機情報の各部分はいずれも読者の興味を惹くような疑問文を用いたり。文章末尾に余傾を残して文章
を終了するぷど表現方法にも創意工夫が凝らされているといえるので，著者の個性が発揮されたものとしてf 著
作物性を肯定すべきである。」

・「原告転職情報は，原告の従業員である執筆を担当するQらが， S社の代表者であるMらに対してしたNらの取
材結果に基づいて，同社の特徴を際だたせ，転職希望者が集まるように，キャッチコピーや文面を創作したもの
である。したがって．原告転職情報の著作者は原告であると認められる。」

・「原告帥情報（中略）と被告転職情報（中略）とを対比するとひらがなと漢字の用字上の相違『ですます』

総務患の競援紙数知曜も協議官調的I~~.；~品訴訟ぷ織職
情報について有する原告の著作権（複製権，伺案権，送信可能化権）を侵害する。また．上記の事実経緯に照ら
せl<I'.，少なくとも被告の．失により行われたと認めることができる。』

・「被告は，管j告転職情報Aは平成15年1月20日までに，被告転勝情報Bは同年2月5日までE.被告のウエブ
サイトへの働織を終了し。被告転職情報A及びBの文章郁分のT一告を削除して，その後lま保管していないこと，
被告は．平成15年5.周15日からシャンテリーの注文を受けて転職情報を掲厳したが，間情報は。原告転職情

溌諜＇f£~李珍サiS~.t－与探訪滋L是認務l~！~：I議室晶君2の差：：野~t語
分については！理由がない。J

・「被告の著作権及び著作者人格権の侵害行為により1 原告について，その社会的評価が顕揚され，これが低下
したと認められる鉦拠はないから，原告の請求のうち．謝罪広告を求める部分については理由がない。」

(c) 2凹3,Hi坦m附 lOkamu阻
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ファイルローグ事件（東京地決平成14年4月

9日・東京地決同月11日判時1780号25頁）

．．． 
・・・ー...・骨
・＠＠争・4事事務
＠‘容器
唱告審

・レコード会社、日本音祭著作権協会の申立に基づき、P2Pファイル交換システム『ファイJレローグJIこ
関する差止仮処分を認容した仮処分決定。

．『本件サービス！ま，送信者が．市販のレコードを複製したファイルが大多数を占めているMP3ファイ
ルを送信可能化状態にするためのサービスという性質を有すること，本件サービスにおいて，送信
者が本件各MP3ファイルを含めたMP3ファイルの送信可能化を行うことは債務者の管理の下に行
われること債務者も自己の営業上の利益を図って，送信者に上記行為をさせていたことから，債務
者は，本件各レコてピの送信可能化を行っている当φと評価でき，債権者らの有する送信可能化権
を侵害しているJ。l山本件サーヒスには，平成13年 12月の時点で，既｜こ4万人以上が登録し平鈎
でも約300人以上が債務者サーバに接続して，希望する電子ファイルを自由に受信しており．しかも，
その利用者は個人として特定されていないこと②債務者は，交換情報を遮断するなどの借置を何
ら採っていなかったこと，⑨品後も同情報が公開l~fLるおそれがあるこど尋の事実に照らすならIi.
債権者らの許諾のないま江主本件各レコードの送信可能化行為がされ，利用者が自由に本件各MP3
ファイルを取fすることが続けられた場合，債曜者らに著しい損害が生じることは明らかである。そう
すると，本件において，保全の必要性は存在する。J

．『本決定において， MP3形式によって複製され，かつ，送受信 昨日百九叩，，.•' 
可能の状態にされた電子ファイルの存在及び内容等を示司，利 t＇＇.~：.γJ二二了.，，，，. , 
用者のためのファイル青報のうち，ファイル名及びフォルダ名の
いずれかに別紙各レコード回議の「タイトル名』欄記載の文字
（漢字，ひらがな，片仮名並rJ.にアルファベットの大文字及び小
文字等の表記方法を問わない。）及び『実演家名』欄記載の文
字（漢字，ひらがな，片仮名並びにアルファベットの大文字及び
小文字等の表記方法を問わない。姓又は名のあるものについ
ては，いずれか一方のみの表記を含む。）の双方が表記された
ファイル情報を，利用者に送信することの差止めを認める』。

(c) 2003, Hi田 michiO同mu悶
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(c) 2003, 州国m蛇hiOkamura 
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自分の著作権を守るために 技術的視点から

To protect Copyrights - From Technical Points of View 

佐野陸夫

Mutsuo Sano 

大阪工業大学情報科学部枚方市北山 1-79・1

Osaka Institute of Technology, Hirakata Kitayama 1-79-1 

あらまし：コンテンツの著作権を守り，インターネットの世界に安心して流通させるには，法律的視点か

らの取り組みとともに，コンテンツ流通のインフラをどのように設計し運用していく技術面からの取り組

みが不可欠である．本報告では，著作権保護・管理技術の今までの取り組みを概観し技術的限界も示す．

同時に，今後の著作権保護・管理技術の方向性について言及する．

Summary: In order to protect content copyrights and safely distribute content through internet, it 

is necessary not only to cope with its legal problems, but also to challenge technical problems to 

design an infrastructure of content distribution. This paper makes a survey of some significant 

technical challenges to protect copyrights and manage digital rights, and also show technical 

limitations to do them. Finally, we refer to the direction of copyrights protection techniques and 

digital rights management technology. 

キーワード：著作権保護，著作権管理，コンテンツ流通，電子透かし，暗号化

Keywords: copyrights protection, digital rights management, content distribution, digital watermark, 

encryption 

1. まえがき
近年，コンテンツのディジタル化とインターネットを

介した流通カマ余々に進展してきている．たとえば，イン

ターネットによる音楽や映画のストリーミング酎言，漫

画やアイドル写真などのダウンロード販売などが挙げ

られる．また， 2003年12月から限定地域で開始される

地上波ディジタル放送など，インターネット分野だけで

なく，放送分野においてもディジタルコンテンツの流通

が進んできている．

ディジタルコンテンツの利点は，アナログと比較して，

1）原理的には流通t罫各に関わりなく同じ品質でづ利用者

に送ることができる， 2）再編集がコンピュータを使え

ることで容易になり，繰り返し用いても劣化なく編集が

できる， 3）番組の再利用もアーカイフ守しておくことで

簡単に行うことができることなどが挙げられる． 一方，

欠削土，ディジタルである性質から，品質の劣化なく何

回でもコピー可能となり，不正利用の温床となる危F針生

があることである．期祭，気に入った画像や映像を購入

-21・

し，自分のホームページに勝手に掲載したり，購入し

たコンテンツを Napster,Gnutellaのように無持斗で

相E利用を行うこともできる（現在は， Napsterは有

半4化されている）．このような制H乍者の著作権を無視

した違法が樹子することにより，コンテンツ制乍者へ

の対価の回収できなくなり，ひいては品質の悪いコン

テンツしか生み出せない新盾環に陥る可樹生がある．

ここで，この不正コピーを防ぎ，著作権を守るため

には，法的な処置は不可欠であるが，捌1的な仕組み

の提供も不可欠である．持命文では，第2章で樹i的

な立場から，不正コピーを未然に防ぐコピー市l胸方式

について論じる．第3章では，ハッキングにあった場

合の事後処理として不正コピーの拡大を抑止し，不正

利用コンテンツを検出する方式について述べる．不正

利用コンテンツが検出できれl工法的手段を活用する

ことも可能となり，全体として不正利用抑止効果が生

まれる．

最後に，第4章では，著作権を総合的に守るための



システム構成法について議論し，コンテンツ流通をj舌性

化させながら著作権を守る仕組みの重要性について言

及する．

2. コピー制胸技術
品質の劣化なく無限にコピーされる心配のあるディ

ジタルコンテンツに関するコピー制御としては，コンテ

ンツのヘッダに付与されたコピー命IJ御フラグを用いる

方法が寸主的である．フラグは2b此で構成され，「ooJ

はマスタ媒体作成に用いられるもので無限回コピーが

可能，「lOJとして出荷しておけ＇！＇， CDからl¥IDへの

変換などの正当なデータの複製を親コンテンツから1

回だけ認め， l回コピーが事ミ行されると，「11」となる．

このような複製制御情報を主諸機欄に送付し，「11」

の状態，すなわち子のコンテンツから再度コピーしよう

とすると，録音機側でコピーできなくなるようにハード

ウェア命ljfj却を行う．この方式に基づく音楽コンテンツ版

(CDやおID,DAT等）が SC:！＼侶（Serial仇PY

Management System），ピデオ映像版（DV等）が

CGMS (Copy Genera位onManagement System）であ

る．しかし，コピー制御フラグ方式は，機器にパインド

したコピー市1.H卸方式であり，不正コピーの攻撃手法の進

化に対しては機号自体をかえる必要があり，柔朝生はな

し、

一方，コンテンツ自体を暗号化し，再生機器は復号鍵

を持っていなければ再：生できないコンテンツ暗号化方

式がある．コピー帝ljfi卸情報としては何度までコピー可能

かという細かい情報がコンテンツにパインドでき，世代

管理を柔軟に行うことが可能である．攻撃に対しては，

(1）コンテンツ固有の鍵とデバイス固有の鍵などの

複数の鍵を組合せる

(2)暗号方式自体を改良する

ことにより，全体の暗号化強度を高めることができる．

また，機器のハードウェアに依存した方式ではないので，

コピー制御技術の開発を機器の開発と分離して行える

という利点がある．

具体的には， DVDビデオに採用されている css

(Contentsぽ組曲leSystem）方式音楽のDVD再生

に用いられている CPPM(Content Protection for 

Prerecorded Media）方式 PC家電の記録可能なDVD

のメディアに用いられている CPRM (Content 

ProtectionあrRecor也hleMedia）方式などがある．

しかしながら，これらの方式は，

(1）一度ハッキングにあってしまうと無力である
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(2）多少の劣化はあるものの，再生されたアナログコ

ンテンツの不正コピーには対処の仕様がない

という問題点を有している．

3.不正コピー抑止技術
ハッキングによって流出したコンテンツに対して，

それ以上流出が広がらせないための不正コピー抑止

開討ごついて述べる．不正コピーを抑止するには，少

なくとも 1つの不正コピーカヰ食出される必要がある．

次に，不正コンテンツをどのように効率的に探索する

かという方式検討カ更必要である．

3. 1 不正コピー検出方式

不正コピーを検出する方法は下記の2つに大別さ

れる．

－検出すべき著作権情報をあらかじめコンテンツに埋

め込み，埋め込まれた著作権情報を検出する．

・コンテンツ固有の特徴情報を登録しておき，特徴清

報を検出する．

前者の方式は， DCD  (Dお回hutedContent 

Descriptρ1r）方式および電子透かし（Digital

Wa飴m 紅 k）方式であり，後者の方式はフインガー

プリント（fin伊叩rint）よる方式である。以下，この

3方式の比較擬すを行う．

(1) DCDに基づく検出

DC Dは，コンテンツ田フォーラム［l］で規定し

ている流通コンテンツ記述子であり， 図1のように，

コンテンツにユニークなID（コンテンツID）と，代

表的な著畑孝情報および，コンテンツ本体と DCDと

の組み合わせを保証する，すなわちコンテンツがオリ

ジナルであることを証明するためのコンテンツ本体

のハッシュ値，コンテンツ本体またはDCDが改ざん

された場合に検出するためのディジタル署名から構

成されている.DCDは，コンテンツの各種フォーマ

ットに適した埋め込み場所が設定されており，コンテ

ンツとパインドされたものとして流通する．不正検出

は，ディジタルコンテンツの著作稚を含めたすべての

情報を格納した知的財産権データベース（以後，

IPR-DBと称する）を観賞することにより，不正利用

検出および改ざん検出か可能となる．

(2) 電子透かしに基づく検出

電右差かしとは，「人間の知覚相生を利用して，人

間に知覚できないように埋め込む，コンテンツ自体と

は別の情報jであり，著作権に関する情報がしばしば

埋め込まれる．著作権保護の観点から電右差かしに求



コンテンツID

コンテンツ属性

権利属性

権利運用属性

j施直属性・分配属性

コンテンツのハッシュ方式

コンテンツのハッシュ値

ディジタル署名方式

ディジタル署名値

自由領域

図l DCDの構成

Fig.1 Structure ofDCD 

められる要件としては，

（心コンテンツ全体に埋め込み，コンテンツとーイ本化し

ていること

(b）コンテンツ自体を劣化させないこと

（θコンテンツの一部切り出し，拡大縮小，輪郭強調な

どの編集・加工や JPEGのような非可逆圧縮に対して

も残りつづけること

（ゆ 電石査かしアルゴリズムのリパースエンジニアリン

グや，複数のユーザがコンテンツを比較し電石歪かし

の埋め込み位置をキ者主する車器官女撃のような，改ざんや

消去などを行う悪意のある攻撃に対して両行生があるこ

と

(e）多様なメディアに共通すること

＠埋め込みおよび読み出しの両面で高速処理が可能で

あること

ωできるだけ多くの情報を埋め込む能力を有している

こと

が挙げられる［2],[3] . 

電石歪かしを実現する方式としては，大きく以下の2

つがある．

－原信号に直接埋め込む方式

透かし情報を，透かし鍵に基づいて擬fl;雌音を発生

させランダムパターンを発生させ，これを原信号に加

えることにより，透かし入りコンテンツを生成する．
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読み出しはその逆で，原信号が手l聞できる場合は，

ヲ｜き算することにより，透かし入りコンテンツから，

ランダムパターンを取り出すことにより実現する。

画像であれば輝度信号に，音声であれti'欄高やパワ

ーに埋め込む．

－周波数変換を利用する方式［ 41.[51 

画像を例にとり説明する．画像をブロックにう子剖

し，それぞれのブロックをFFfや町T,Wavelet変

換などにより周波数変換し，その周波数係数に対し

て操作を加える．どの係数を変更するかが透かし鍵

となる．読み出しは，透かし入り画像をブロック分

割し周波数変換して，透かし鍵に基づいた係数の値

が領域に入っていればl，入っていなければOとし，

それらの系研H直を算出することにより，透かし情報

の読み出しが可能となる．

次に，電石査かし技術を用いるときの留意点につい

て考察する．電石歪かしに求められる要件（a）～（c)

および（f)は，電石査かし技術に対する必須条件であ

るので，必ず実現させなければならない．以下，それ

以外の要件に対して，現状のt姉レベルとその適用方

針について述べる．

(e）の多様なメディアに対し適応可能という要求条

件は，画像や音声，動画それぞれに独自のアルゴリズ

ムになっているのが現4犬であり，各メディアに対して

それぞれ実装していくことが必要となる．

（ωの埋め込む情報量については，埋め込む量が文

きいとトレードオフで， （b）の品質と（c）の市ナ性を軒ヒ

させる．現状の技術レベルでは，市村生と品質を維持し

ながら埋め込める情報量は，数10から 150ピット程

度と考えられている［2 ] . 

(d）については，攻撃をするたびにコンテンツを劣化

させる方式や，埋め込みと読み出しに異なる鍵を利用

するなとi鍵管理方式などが検討されている．また，結

託攻撃を防ぐために4詰t耐間守号法も研究されてい

る．このような対策を打っても，新しい意図的な攻撃

が次々 と生まれてくる可能生があり，より頑健な電子

透かしアルゴリズムの開発を期待したい．しかしなが

ら，この問題は，秘密鍵の暗号イほ支術と共通の問題で

もあり， 電子透かしt劾荷のアルゴリズムは公開せず，

攻撃の機会をできるかぎり与えない対策杭商用の電

子透かしt姉として寸主にとられている．

(3) フィンガープリントに基づく検出

コンテンツの信号データの特徴量を登録しておき，

比較する検出法で，いわゆるパターン検出法［6］に相



当する方式である．パターン検出法としては，超高速性

が要求される．

3方式の性自E比較

電子透かしおよびフインガープリントは，アナログコ

ンテンツに対しても検出が可能である．耐タンパー性か

ら言えば，フィンガープリントはコンテンツそのものな

ので分離させることはできなく，フインガープリント＞

電引歪かし＞＞DCDである．ただしフインカープリ

ントで， f榔少なコンテンツの違いを検出するのは，かな

りのコストを要し現実的ではない．電右差かしは，埋め

込んだ情報を検出するだけなので，検出コストの面から

は優っている．また，実装もフインガープリントよりも

簡単である．一方， DCDは，どちらかと言えば，著作

権情報の簡易的な問い合わせに適していると言える．

暗号化 ・DCD・電石歪かし・コンテンツIDの統合

図2に， DCDの利点と電石歪かしの利点，および暗

号化を組み合わせたコンテンツの著作権保護の構成を

示す．ここでは，コンテンツIDフォーラムで提案され

ているコンテンツIDをコンテンツにユニークなIDと

して利用し構成している．電右差かしに埋め込む著作権

情報を64bitのコンテンツ回コードとし，埋め込みデ

ータのコンパクトfヒを図っている．このコード長程度で

あれば画質には影響ないことが窺正されている。この4

つの要素技術の統合により，コンテンツの不正利用防止，

万が一ハッキングされたときのコンテンツ不正利用検

出，改ざん検出，およぴ簡易問い合わせが可能となる

[ 7] . 

3. 2 コンテンツ不正利｜用探索方式

不正コンテンツを効率的に探索する方式についてい

くつか提案されている［ 7], [ 8 ]. 

まず，探索ロボット型の方式は，一肯定的な検索エンジ

ンのクローラを利用し，網をかける探索キーワードを設

定することにより，その関連ページを収集する．各ペー

ジ内で一定ホップ敬の深さのページに掲載されている

コンテンツから，前節の検出法により著作権情報を検出

し，IPR-DBと著作権照合を行い，違法サイトを検出する．

違法サイト検出の具体方法としては， IPR-DBには，コン

テンツが合法的に存在するU紅リスとが干都内されており，

検出した田Lと比較し，合致するかどうかを判断する．

この方式では，キーワードの選定と検出ホップ敬のしき

い値の設定が検出率のポイントとなる．

次に，ノード酎見型の方式は，メールサーバやプロキ

スサーバーなどのネットワークの中継ノードを通過す

るコンテンツをすべてチェックし，著作権情報を検出し，
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著作権照合する．違法サイトの範囲を絞ること炉でき

れは取りこぼしがないので有効な方法である．

最後に，利用者協力型の場合は，協力してもらえる

ユーザから自動的に，閲覧したコンテンツに関する著

作樹青報のレポートをもらうもとにより，著作権照合

をし，違法サイトを検出する。協力者はレポート送付

を意i哉せずに通常のコンテンツ視聴を楽しむことが

できる．この方式の利点は，検帝Tイトに掲載されて

いないコンテンツもアクセスができ，協力者カt利用し

たコンテンツはすべて著作権｜青報が検出可能である．

いかに，協力者の範囲を広げていくかがポイントであ

る．

これら3方式を組み合わせて，どのように効率化す

るかは今後の課題である．

4.著作権を総合的に守るためのシステム

構成法
図3に，典型的な著作権管理（DRM:Digital Rights 

Management）システムの構成例を示す［7］.この例

では，電石査かしを用いたソリューションは説明を簡

単化するため除いている．コンテンツ配信元で，コン

テンツを暗号化し，配信サーバに準備しておく．同時

に，ライセンス発行サーバに，コンテンツの利用条件

と，暗号化した鍵が格納されている．ここで，ユーザ

がコンテンツサイトのページを見て，サムネイルやコ

ンテンツのPR情報から，暗号化されたコンテンツを

ダウンロードしたとする．再生しようとしても暗号化

されていて再生できないので，ユーザ端末から，再生

要求をかけると， ライセンス発行サーパとつながり，

利用許諾条件を了解し，所定の課金処理が済むと，復

号化するための鍵を利用許諾剣ヰとともに，ユーザ端

末にi封寸し，復号化を行い，再生して視聴することが

できる．

ここで，利用者のコピーを最初から制限してしまう

ことは，コンテンツiitWiの活性化にとってマイナスに

働く可能性を含んでいる．森は， 2次利用を促進する

桝坦みとして超瓶亘（SuperDis出bu位on)[9], [10] 

を提案した．この桝丑みでは，コンテンツを課金なし

に事前配布する。コンテンツを利用するたびに使用記

録が管理され，それを回収することによって料金を徴

収し収入を再配分する．この格鴇且みは，コピーは自由

で，いいコンテンツはどんど刈吏用されるので対価が

大きくなり，悪いコンテンツは誰も利用しなくなり最

終的には自然淘汰される．



IPR-OB 

検出されたコンテン明Dにより

IPR-C泡に聞，、世~せ

暗号化

思翠

図2 暗号化 ・DCD・ 電石歪かし・コンテンツ由を統合した著作権保護

Fig. 2 Copyrights Protection with integra回 genα:yption,DCD, digi匂lwaterm紅 k,and content ID 

コンテンツ配信元 ユーザ

r－ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
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一方で、，コピー回数を売り手と買い手のマッチングに

より決定し，回数自体は制限するという期ちゅ拾を取

り入れた仕組みとして，コピーマー卜（COPYMART)

[ 11］がある．コピーマート方式は，著作権の集中管理方

式であり，制度的にも運用しやすく，システム構築も容

易である．現在のほとんどの著作権管理システムは，著

作権情報やその契約情報を格納したデータベースサー

バを核とした，この集中管理方式を採用している．ただ

しコピーマートのように2次利用を前提とした体系化

された契約形態に基づいたライセンス発行はしていな

、、
流通を1割引ヒさせるために， 2歩5利用，さらに超満車

のフレームワークの中で，著作者が安心できる著作権管

理システムは，まだこれからである．最新映画のディジ

タル配信は，コンテンツを端末に残さないストリーミン

グしか，コンテンツホルダは許可していない．ハッキン

グ対策との戦いであるが， Bt.oB,Bt.oC, Bt.oBt.oC, PめP

のシームレスな流通フレームワークの中で，ユーザにも

著作者にも受け入れられるシステムとして進化に期待

する．

5.むすび

自分の著作権を守るために必要な捌Iについて，現状

の技術を整理し，現在の技術レベルや社会的評価を交え

て論じたが，まだまだ解決すべきところが多いというの

が実感である．筆者自身も，著作稚管理システムを開発

してきたカ｛， Bt.oC, Bt.oBt.oCをベースとしたものであ

った．今後の課題としては，インターネットの普及によ

り個人がコンテンツを自ら作成し，自由に発信できるよ

うになった現在，個人的3斤有する著作権を簡単にネゴシ

エートでき，今，ためらって利用できないコンテンツを

どんどん利用できるようなシステムをイ乍成していきた

い．今，教育に携わっているが，教育コンテンツを再利

用できるフレームワークは急務である．今後，著作権の

垣根を越えてコンテンツ作成の生産性がどんどん上が

り，それにつれて，産業もどんどんj舌性化する世界を期

待している．
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コンビュータグラフィックスを用いた花型学習システム

Computer Assisted Instruction System 

of Basic Form of Flower Arrangement with Computer Graphics 
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あらまし： 近年，コンビュータ性能の急速な進歩とグラフィックスハードウェア性能の向上にともない，
3次元コンビュータグ、ラフィックスをリアルタイムに生成することができるようになった．コンピュータ
グラフィックスを用いた仮想環境では仮想物体を効果的に操作することが可能である． 本稿は，仮想空間
中に定義された花材に対して「切り取りJや 「曲げ」をリアルタイムに行える生け花のシミュレーショ
ンシステムについて報告する．本システムでは，仮想の花材は3次元仮想空間中に定義されており，グ
ラフィックススクリーン上に表示されている．ユーザはマウスデ、パイスによって花材を操作し，任意の方
向からそれを観察することで，インタラクティブに，また実際の生け花を行っているかのような感覚で
操作することができる．また，そこで作成した作品と花型とを比較する判定機能を用いることで，ユー
ザは花材の位置や角度など相違を知ることができる．本稿では マウスデバイスを用いてリアルタイム
に操作する方法と基本的な花型との比較を行い，基本的な花型を学ぶ花型学習システムを実現する方法
について提示する．

Summary: Recer川y,it is possible to generat巴threedimensional (3D) computer graphics in real-
time speed, by improvement of graphics hardware and progress of computer performance. Virtual 
environments using computer graphics are effective for virtual object manipulation. This paper 
proposes a visual simulation system for IKEBANA (Japanese Flower Arrangement) which realizes 
operations on components of flower arrangement at interactive speed such as ’Cutting' and ’Bending' 
in real-time speed. In the system, the component of flower arrangement is defined in a 3D virtual 
space and displayed on a graphics screen as a three-dimensional image. A user can manipulate 
the component interactively by observing from arbitrary directions and manipulate it as if the user 
manipulated a real component of flower arrangement using a mouse device. By using a judgement 
function which compares a work arranged by the user with base from of flower arrangement and a 
guide function, the user C乱nrecognize the differences between positions and angles of component of 
flower arrangement. This paper also presents how to realize interaction using a mouse device and 
the method to compare the work with base form of flower arrangement. 

キーワード： コンビュータグラフィックス，教育支援，データベース，生け花， J即 日3D

Keywords: CG, CAI, DB, Flower Arragenemt, Java3D 

1. はじめに

近年のコンビュータ性能の急速な進歩とグラ

フィックスハードウェア性能の向上にともない，

高速に3次元コンビュータグ、ラフィックスを生成

することができるようになった．このことによ

り，ユーザはコンビュータ内に定義された仮想

空間内の物体をあたかも実物を操作するような

感覚で操作することが可能となった．仮想空間

内の物体を実物のように操作する研究はこれま

で数多く報告されているが，入力デバイスの開

発［1,2, 3］や物体を変形操作する道具に重点を

おいているもの［4］が多い．仮想空間内に存在す
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る非剛体の物体の変形操作に関する研究として，

マウスを用いて折り紙をリアルタイムに操作す

るシステム［5］が報告されている．

ところで，近年の欧米化にともない日本の伝

統文化の見直しゃ伝統工芸などのデジタル化が

盛んに行われている．これまで日本文化に関す

る研究として，片仮名の学習システム［6］や書道

のシミュレーションシステム［7,8, 9, 10］などが

報告されているが，日本に古くから伝わる生け

花［11,12, 13］を題材にした研究は報告されてい

ない．

西洋に伝わるフラワーアレンジメントとは異

なり，床の間などの狭い場所に飾られることの多

い生け花では，いかに少ない花で美しい空聞を

作り出すかということが要求される．生け花に

は多くの流派が存在し，各流派で基本的な生け

方である花型というものが定義されている．生

け花を学習する流れとして，まずこの基本的な

花型を習得し，それをもとに生け方に変化を持

たせるなどして自由度の高い生け花を作成して

いくのが一般的である．しかし，従来の紙面に

よる教材では，花型のような奥行きを重視する

立体的な構図を把握するのが困難であるといっ

た問題がある．

そこで本研究では，コンビュータ内に定義され

た仮想の3次元空間内でマウスを用いて花材を

自由に操作し，生け花を行うプロセスを対話的

に実行できるシミュレーションシステムと，そこ

で作成された生け花の作品と基本的な花型との

相違を判定し，結果を視覚的に提示することで花

型を学ぶ花型学習システム，作成された作品から

新しい花型のデータベースを作成する花型デー

タベース作成システムの開発を行った．本システ

ムは，日本の代表的な伝統文化である生け花を

世界に広く知ってもらうことを目的とし，開発言

語にはインターネット上で動作する Java3D[14]

を採用した．

2. 花材の要素

生け花では使用する枝や花を花材と呼ぶ．本

システムでは，花材は複数の面から構成される

サーフェースモテ、ルで、表現している．本章では

花材の要素やデータ構造について述べる．

2.1 枝と節

図1に示すように，本システムでは花材のつな

ぎ目となる部分を節，節から節までの部分を枝

と定義する．花材は複数の枝から構成され，ルー

トの枝以外は必ず 1つの親の枝を持つ．このた

め本システムでは図 2に示すように，花材を木

構造で表現することで枝の親子関係を保持して

いる．花材の枝と節はそれぞれ木構造のノード

とブランチに対応している．

① 

'f~lt 
図 1：枝と節

(11 

(21 

(3】（5】

、γ Yニーブランチ

Cll 【61-...、J 、J 、ノード

(a）花材 (b）木構造

図2：花材のデータ構造

2.2 芯線

枝の中心を通る直線を芯線と定義する．基本

的に，枝の長さとは芯線の長さのことである．な

お，枝は必ず1本の芯線を保持している．

2.3 主軸

図2(a）に示すように，花材が複数の先端部分

に枝分かれしている場合，根元から先端までの

ある 1経路を構成する枝の集合を主軸と定義す

る． 主軸の長さとは，主軸を構成するすべての枝

の芯線の長さを足し合わせたものである．なお，

主軸はユーザが任意に指定することができる．

3. データベース

本システムでは各流派，各花型ごとにデータ

ベースを保持している．データベースはcsv形

式の外部ファイルで、保持しており，ユーザが基

本とする花型を設定した時点で，選択された花

型と一致するファイルを読み込んでテーブルを

作成し，後述の各項目について比較処理を行う．

4. システムの機能

本システムでは，マウスにより花材を操作す

ることで生け花を行っていく．しかし，システム

内に定義されているすべての操作をマウスボタ

ンの組み合わせのみで表現するとインタフェー
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スが複雑になる．そこで本システムでは，図 3

に示す操作パネルのボタンを切り替えることで

処理を変更し，システム内に定義されている基

本的な操作者Eマウスの左ボタンのみで行えるよ

うにした．本章ではシステムに定義されている

操作の種類およびそれらを実現するために必要

となる処理について述べる．

下京十二.JLL..：..且」
,_QJょ_Q_J:J2._j
lム主一」ー立」_:U

」U
；ー笠リ二}j~ιJ
」E」」三J~

図3：操作パネル

4.1 花器および流派の選択

ユーザは初期設定画面で使用する花器と基本

とする涜派を選択する．システム内に定義され

ている流派はプルダウンメニューで用意されて

おり，ユーザは基本とする流派をそこから選択

する．基本にしたい流派を選択しない場合，ユー

ザは流派にとらわれない自由な生け花を楽しむ

こともできる．

4.2 帰し口の位置の設定

初期設定画面でユーザは花器に対する挿し口

の位置を設定する．生け花では，図4に示す8ケ

所が挿し口の基本の位置となっている．図中の1

番～4番は基本の花型で主に使用され， 5番～8

番は応用の花型で主にしようされる．本システ

ムでは，プルダウンメニューにより 8ケ所のうち

のいずれかを選択することで挿し口の位置を設

定する．

図4：挿し口の位置

4.3 花型の選択

初期設定画面で基本の流派を選択した場合，選

択された流派で定義されている花型の一覧が表

示され，その中から基本となる花型を選択する．

基本にしたい花型を選択しない場合，ユーザは

花型にとらわれない自由な生け花を楽しむこと

もできる．

4.4 花材の選択と追加

本システムでは花材をVRML[15］形式の外部

ファイルで、保持しており，追加する花材が決定

した時点で選択された花材のVRMLファイルを

読み込み，仮想空間内に花材を表示する．花材

はシステム内にあらかじめ用意されているもの

を花材選択画面の中から選択するか，ユーザが

作成した花材のデータファイルを選択して使用

する．

あらかじめシステム内に用意されている花材

は，図5に示すように，花材選択画面に一覧表

示されている花材の中から任意の花材そ選択す

る．本システムでは花材として枝と花の2種類

を用意しており，花材選択画面のタブを切り替

えることで選択する花材の種類を変更すること

ができる．

また，ユーザがCG作成ソフトなどを用いて

作成した花材データは， VRML形式で保存して

おくことで花材データ選択画面からファイル名

を選択することで選択することができる．

図5：花材選択画面例

4.5 マウスによる花材の操作

本節では仮想の花材を対話的に操作するため

の，マウスによる花材の操作について述べる．マ

ウスによる操作では花材の平行移動，回転，拡

大・縮小，また生け花で基本とされている花材

の切り取りや曲~f.，削除が行える．しかし，操

作に必要以上の自由度を持たせないようにする

ため，花器の移動や回転，拡大・縮小，視点の

移動をマウスでは行えないようにした．

4.5.1 切り取り

ユーザは花材の切り取りたい位置をマウスで

クリックすることで，切り取り位置を指定する．

図6に示すように，まず切り取り位置を含む

切り取り対象の枝Nを求める．次に，切り取り

位置を通り，枝Nの芯線の端点と端点を結んだ

ベクトル冗を法線ベクトルに持つ無限平面αを

作成する．この無限平面αと形状を構成するポ

リゴンが交差する点Pで花材を分割し，花材の
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切り取り処理を行う．

図6：花材の切り取り

4.5.2 曲げ

枝などの花材の場合，根元の枝よりも先端の

枝ほど細く曲がりやすくなる．しかし，厳密な

物理計算を行うと計算量が大きくなり，リアル

タイム操作が行えなくなるといった問題がある．

そこで本システムでは図7(a）に示すように，節

の回転角度を変化させることで花材の曲がり具

合に変化を持たせるのではなく，同図（b）に示

すように，各節の回転角度は一定にし，曲げ処

理の対象となる枝を分割する際に，分割幅に変

化を持たせることで花材の曲がり具合に変化を

持たせた．

ユーザは花材上をクリックすることで花材を

支える支点を指定し，作用点をマウスでドラッ

グすることで曲げ処理を行う．このときのドラッ

グ開始点を作用開始点Asとする．

まず，図8に示すように，指定された支点F

と作用開始点んを含む2本の枝を求め，それ

ぞれの枝を支点F，作用開始点Asで分割する．

次に， FA.聞のそれぞれの枝の周囲長を求める．

枝biの集合を1つの枝Bとし，これを長さの異

なるm個の枝に分割する．処理対象となる枝B

の長さ dは， m個の枝の長さの総和である．こ

のときのj番目の枝b；の分割幅djは式（1）によ

り求める．

dj = (1/s) x j2 (1) 

ここで使用している変数s(s> 0）は花材の硬度

を表すパラメータであり，硬い花材ほど大きな

値を設定する．ただし，変数sは枝の太さに関

係なし同じ花材の枝であれば一定の値をとる．

一般に，花材は太さによって硬度が変化し，硬

度によって曲がる角度が変化すると考えられる．

本システムでは分割幅djを求める計算に2次関

数を用いており，式（1）からわかるように分割番

号jが0のとき極小値となる．また，極小値に

近づくほど分割幅djは小さくなり，枝Bは細か

く分割される．そこで曲げの対象となる枝biの

中でもっとも細い枝bminを求め，その先端に極

小値を設定することで枝の曲がり具合に変化を

持たせた．

花材の曲げの角度は，ユーザによって指定さ

れた支点Fと曲げ操作開始時の作用開始点A•• 

および曲げ操作終了時の作用終了点Aeとしたと

きのLA.FAeの成す角度。により決定する．枝

bj(l三j三m）の回転角 γを式（2）により求め，

花材の曲げ処理を行う．

γ＝ fJ/m 

んf
°' ＞β 

ん！

，，庁PO

M’α 

I.fl 

la> lb> le 

(a）角度による曲げ (b）長さによる曲げ

図 7：花材の曲げ
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図8：処理対象の枝

4ふ 3 削除

(2) 

ユーザは仮想空間内に存在する任意の花材を

マウスでクリックすることで，花材を削除する．

4.6 視点移動

生け花を行う仮想空間内の視点変更は視点パ

ネルにより行う．視点パネルには軸ご、との回転

操作と拡大・縮小の操作を用意し，それらを組

み合わせることで仮想空間内を自由な角度から

閲覧することが可能となる．

4.7 保存機能

本システムで作成した生け花はJPEG形式と

VRML形式で保存する．いずれの形式もインター

ネット上で閲覧することができるため，作成し

た生け花の作品をホームページなどで公開する

ことができる．

4.8 判定機能およびガイド機能

基本となる花型が設定されている場合，判定

機能およびガイド機能を使用することができる．
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判定機能は操作パネルに用意されている判定ボ

タンを押した時点で，データベースと作成中の

生け花の作品との比較を行い，相違点があった

場合は結果としてテキストで表示する．また，ガ

イド機能は操作パネルに用意されているガイド

ボタンを押した時点で，仮想空間内にガイドが

表示されるようになっている．

生け花で作品の中心となる花材の名称および

花材の長さは各涜派によって異なるが，本文で

はすべての定義を草月流に従い，作品の中心と

なる花材を主枝，その中でもっとも長い花材を

真，次に長い花材を副．もっとも短い花材を控，

挿し口を隠すなどの目的で使用する花材を従枝

と呼ぶものとする．

花材の長さや角度を求める際に使用するベク

トルは，図9に示すように主軸の両端を結ぶ最

短経路ベクトルEを使用する．

Pn 

図 9：最短経路

4.8.1 花材の長さによる判定

図 10に示すように，使用する花器の幅を A.

高さをBとする．データベースに定義されてい

る真，副，控の長さを S,T. Uとしたときの

それぞれの長さを表 1に示す．各主枝の長さは

使用する花器の大きさと生ける作品の大きさに

よって変化する．生ける作品の大きさはユーザ

が任意に設定することができる．判定の対象と

なる花材の，データベースで定義されている長

さを Ldbとしたとき，花材の長さ 1£1がLdb士α

を満たさなければ判定結果表示画面に判定結果

が表示される．ただし， αはあらかじめ設定さ

れた許容誤差である．

巴3in
図 10：花器

4.8.2 花材の角度による判定

花材の角度は，判定の対象となる花材の主軸

を花材を生ける面に垂直な面に投影したときの

表 1：花材の長さ

大 真 （S) (A+ B) x 2 

副 （T) s x 3/4 

控 （U) T x 1/2 

普 真 （S) (A+ B) x 3/2 

高lj(T) s x 3/4 

控 （U) T×3/4または M x 1/2 

真 （S) A+B 

副 （T) S×3/4 

使 （U) T×3/4 

最短経路ベクトルixyと花材を生ける面に垂直

な軸とのなす角度Bxyによって決定する．判定

の対象となる花材の，データベースに定義され

ている角度をedbとしたとき，花材の角度Bxyが

edb土βを満たさなければ判定結果表示画面に判

定結果が表示される．ただし.{3はあらかじめ

設定された許容誤差である．

4.8.3 挿し口の位置による判定

基本とする花型のデータベースに定義されて

いる挿し口の位置とユーザが設定した挿し口の

位置が異なる場合，判定結果表示画面に判定結

果が表示される．

4.8.4 判定結果表示機能

データベースと作成中の生け花作品の判定結

果に相違がある場合，判定結果表示画面に判定

結果が表示される．この判定結果表示画面のメッ

セージをマウスで選択すると仮想空間内の花材

の色が変化し，どの花材に間違いがあるかを視

覚的に提示する．

4.8.5 データベース作成機能

データベース作成機能を使用することにより，

本システム内に定義されていない新しい流派お

よび花型のデータベースを定義することができ

る．データベース作成機能とは，ユーザが実際

に生け花の作品を作成し，そこからデータベー

スに保存する項目を抽出またはユーザが手動で

指定することで新しいデータベースを作成する

機能のことである．

ユーザは新しい流派名を入力するか，既存の

流派をプルダウンメニューから選択し，新しく

定義する花型名を入力する．花型を判定する際

に使用する花材の長さ，花材の角度，挿し口の
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位置など基本的な項目は自動的に作品から抽出

され，データベースに保存される．それ以外の

項目についてはユーザが手動で指定することで

データベースに保存する．

4.8.6 ガイド機能

ガイド機能には花器のガイドと花材のガイド

が用意されている．それぞれのガイド機能につ

いて以下に示す．

・花器に表示されるガイド（図ll(a))

－操作中の花材を生ける挿し口の位置P。を原

点とし，データベースに定義されている角度内b

の傾きとデータベースに定義されている長さLめ

を半径に持つ扇形の面

・花材に表示されるガイド（図ll(b))

・花材の根元の枝の端点の位置 （Pr)

．花材の先端の枝の端点の位置 （Pn)

．点Prと点Pnを結んだ線分（L)

図ll(c）に示すように，花材に表示されるガ

イドと花器に表示されるガイドを併せて使用す

る．花材に表示される端点Rを扇形の原点Po

に設定することで花材を生ける挿し口の位置が

一致する．また，扇形の面に接する範囲で生け

ていくことで必要な花材の角度 edb~設定する

ことができ，扇形の半径 Ldbに花材の長さ Lを

一致させることで必要な花材の長さを容易に設

定することができる．

げ

Rv－

ナしゃ
h

扇面

(a) (b) 

図 11：ガイド機能

( c) 

5. データの更新

前章で述べたマウス操作により，仮想空間内に

定義した花材の状態に変更が加えられるとデー

タの更新が必要となる． 本章ではデータの更新

の手順について述べる．

5.1 花材の削除にともなうデータの更新

花材の削除操作が行われた際，仮想空間内の

データを更新する必要がある．花材のデータは

木構造で表現されているため，選択された枝の

ノードから花材のルートノードを探索し，削除

対象となる花材を決定する．選択された枝のノー

ドを探索ノードとしたときのデータの更新手j債

を以下に示す．

1.探索ノードの親ノードを探索する．

2.親ノードが存在する場合：親ノードを探索ノー

ドとして手順1を繰り返す．

親ノードが存在しない場合：探索ノードは選

択された花材のルートノードとなるので，これ

を仮想空間内から削除する．

5.2 花材の切り取り操作にともなうデータの

更新

花材の切り取り操作が行われた際，切り取り

処理の対象となる花材のデータを更新する必要

がある．切り取り処理対象の花材をF，花材F

のルートノードを Nrootとしたときのデータの

更新手順を以下に示す．

1.図12(a）に示すように，切り取り対象となる

枝のノード Nを求める．

2.同図（b）に示すように，ノード Nをノード

Niとノード N2に分割する．このとき，ルート

ノード Nrootから木をたど、った際に先に現れる

枝を Niとする．

3.分割前のノード Nの子供のノード Neの親

ノードを N2に変更する．

4.同図（c）に示すように，ノード N2を花材F

から切り離す．このときの花材Fを花材F1と

する．

5. ノード N2をルートのノードとした新しい花

材F2を作成し，仮想空間内に追加する．

N,_ N,_ 

去年生；智弘
~ :ffi ＝主〉－・ー ー・，．．． 

000 。。。
花紺F

。
花材F1 花材F•筏’tF

(a) (b) (c) 

図 12：花材の切り取りによるデータの変更

5.3 花材の曲げ操作にともなうデータの更新

花材の曲げ操作が行われた際，曲げ処理対象

となる花材のデータを更新する必要がある． 図

13(a）に示すように，曲げ処理の対象となる花材

のルートノードをNroot，支点を含む枝のノード

をN1，作用点を含む枝のノードをNα としたと
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きのデータの更新手順を以下に示す．

1. 図13(b）に示すように，ノード Nt；をノード

Nflとノード N12に分割する．このとき，ルー

トノード Nrootから木をたどった際に先に現れ

るノードを Nflとする．

2. ノード Nαをノード Nα1とノード Nα2に分

割する．このとき，ルートノード Nrootから木

をたどった際に先に現れるノードをNα1とする．

3. ノード Nα1そ探索ノードとする．

4.探索ノードの親ノードを探索する．

5.親ノードとノード N12が一致する場合：親

ノードを配列に格納し，探索を終了する．

親ノードとノード N12が一致しない場合：探

索ノードを配列に格納し，親ノードを探索ノー

ドとして手順4～5を繰り返す．

6.配列に格納されたノードを 1つのノード N

とする．

7. 図13(c）に示すように，ノード Nを分割し，

分割後の各ノードに回転処理を行う．

同九
一。

同間九
一(a) (b) (c) 

図 13：花材の曲げによるデータの変更

6. 作成例

本文で表現した仮想生け花システムを利用し

て生け花を行っている様子を図 14に，また，実

際に作成した生け花の作品例を図 15，図 16に

それぞれ示す．本システムを評価するため，生

け花の経験者4名に 10分程度の練習を行っても

らった後，被験者に自由に生け花を行ってもらっ

た．いずれの被験者も本人の意図に沿った生け

花を行うことができた．実験後，「花材の曲がり

具合は実際に花材を曲げたときと同じように曲

がっている．」という評価を受けた．花材の曲げ

は2次関数を用いてモデル化したものであるが，

厳密な物理計算を行わずに仮想の花材を実物を

曲げるのと同様の曲がり具合を表現できたと考

えられる．他に，「マウスの左ボタンだけで操作

できるので，インタフェースがわかりやすい．」

「花材を生けていく過程でガイド機能が役に立つ

た．」「判定結果でメッセージを選択すると花材

の色が変わり，どこが間違えているのかがわか

りやすい．」などの評価を受けた．しかし，一方

で次のような問題点の指摘もあった．「花材を生

ける順番を重視する流派も存在するため，花材

の生ける番号をガイドで表示すると使いやすい

システムになると思う．」「花材の大きさを実際

に生け花を行う画面で変更するのは違和感があ

る．」これは花材の大きさを変化させるという仮

想的な操作と，実空聞には存在しない操作との

相違による問題であると考えられる．

7. むすび

本研究では，仮想空間内に定義された花材を

マウスで簡単に操作することができる仮想生け

花システムと，そこで作成された生け花の作品

と各涜派で定義されている基本的な花型との相

遣を判定し，その結果を表示することで生け花

を学ぶための学習支援システムを開発した．花

材を木構造で表現することで枝の親子関係を保

持し，花材の状態変化に対するデータの更新を

リアルタイムに行うことができた．また，ガイ

ド表示機能を利用することで初心者でも容易に

生け花を行うことができた．

今後の課題として，インタフェースの修正と

新しい機能の追加が挙げられる．生け花では季

枝の花材を使用するため，今回，システムを評

価するために定義した花材だけでは少なすぎる．

そこで，ユーザが作成した花材などを自由に選

択する機能の追加や，実験により被験者から指

摘を受けたガイド機能の充実を実現していく必

要がある．また，実際の生け花の花材の切り取

り，曲げの作業では手に反力がかかる．これら

を実現するための反力装置の開発にも着手した

いと考えている．
謝辞 本研究を進めるにあたり多大な助言をいただいた和洋

女子大学山本高美氏，未生琉師範春日久美子氏小原流師
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デジタルアーカイブとデータベース構築
Digital Archives and Database Network Establishment 

清水宏一 山口豊博

Shimizu Hirokazu Yamaguchi Toyohiro 

京都デジタルアーカイブ研究センタ－

Kyoto Digital Archives Research Center 

デジタルアーカイブが大きな注目を浴びるようになった。それにあわせるように、 全国

にも多くのデジタルアーカイブ推進団体が設立している。ここではその背景と政府と地域

の動きについて述べる。なかでも 1998年以降、 全国に先駆けてデジタルアーカイブに取組

んできた京都デジタルアーカイブ研究センターが行ってきた文化・ 芸術のアーカイブ、歴

史のアーカイブ等を通して得られた、デジタルアーカイブ技術を検証し、デジタル化のプ

ロセス、記憶媒体、データベース構築、 著作権等について考察する。

Recently “Digital Archives" are increasingly gaining public attention with the establishment of 

digital archives promoting associations in many regions of Japan. We describe the background of 

this current condition of digital archives movement. IT strategy of Japanese government indicates 

the promotion of e百ectiveIT utilization. In the field of knowledge, government s仕essesthe need to 

cultivate more internationally-competitive human resources and to strengthen the international 

competitiveness of the content industry represented by various contents as regional culture archives, 

publication archives, broadcasting archives, art archives, and educational archives. Being in仕ont

among many regional archives organization, Kyoto Digital Archives Research Center established in 

1998, has been implementing the digitalization of a variety of contents with the collaboration of 

government, universities, companies, broadcast. stations, museums, creators, producers, and 

individuals and groups. 

Rea£五rmingour past achievements, we present the results of studies on digital 

technology, a process of digitization, storage media, data-base network establishment, 

and intellectual property rights. 

キーワード：デジタルアーカイブ、デジタル化技術、 記憶媒体、 データベース

Keywords : Digital Archives,Digital Technology,Storage Media,Database 

1. 動き出したデジタルアーカイプ

デジタルアーカイブを取り巻く環境が急激に

変りつつある。 政府は、 2002年 1月に発足し

た 「デジタルアーカイブに関する調査研f究会」
において、衆参両院議員と学識経験者からなる

有識者委員を中心に、内閣官房、総務省、文部

科学省、経済産業省、国土交通省、 財務省、国

立国会図書館、 地方自治体の代表が加わって、

つごう5回にわたる会合を聞き新たな政策提言

を煮詰めてきた。

自民党は、「e・japan重点特命委員会Jのもと

「デジタルアーカイブ推進を目指して・・・誰にも

身近なアーカイブを・一Jと題する中間報告をま

とめた。このほど来年度予算の策定時期をにら

んで、6月に委員会が再開され、以後数回にわ

たる研究会で、地域デジタルアーカイブの今後
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の進展に拍車がかかっている。

注目すべきは、総務省、文化庁による「文化遺

産オンライン構想」で、デジタルアーカイブを

国家戦略に取り込もうとする動きだ。なかでも、

デジタルアーカイブの知的財産としての価値は

高く、コンテンツ著作権戦略、観夕日国戦略、

ブランチ、イング戦略を通じ、知財大国への模索

が始まっている。

一方地方からも大きなうねりが起きている。

各地域にはそれぞれにデ、ジタルアてカイブ推進

団体が生育しつつあり、これら地域団体の現状

を把握し、相互の連携強化を図るとともに投術

開発や共同研究を進めることが強く求められ、

京都デジタルアーカイブ習院センターを始めと

して、青森・山形・石川・愛知・中四国、沖縄

等に次々と地域デジタルアーカイブ推進団体が

でき、それらが連合して「地域デジタルアーカ

イブ全国協議会」を結成した。メディアの東京

集中を地域からの発信に変えようとする新しい

動きである。

注目すべきは、デジタルアーカイブの果たす

べき役割が、記録・保存という静的機能だけで

なく、その発信と、利活用という動的機能をも

付加していることである。すなわち、デジタル

アーカイブを、情報格納という保存（ためる）

という安定的状態から、発信（つなく7へ、さ

らには活用（いかす）へという活性化に向かわ

せ、さらにはデジタル化した資産を人類の共通

財産として永久に保存するというサークルとし

て循環させようとする考え方だ。

2. 京都デジタルアーカイブの概要

京都におけるデジタルアーカイブの活動は、

1 9 9 7年に策定された「京都デジタルアーカ

イブ構想Jが始めであり、翌年にそのための推

進母体として、京都商工会議所を中心に「京都

デジタルアーカイブ推進機構」として立ち上げ

られ、 2000年にはその後継機関として「京

都デジタルアーカイブ研究センター （以下、 「研

究センターjという）」が設立され、現在に至っ

ている。

研究センターは2000年9月に京都駅前に

オープンした「大学のまち交流センター（キャ

ンパスフ。ラザ京都）」にあり、京都にある50の

大学の連合体である（財）大学コンソーシアム

京都、及以放送大学京都校と同居している。

研究センターは、産・官・学の実践的な連携

組織として、京都市、京都商工会議所、大学コ

ンソーシアム京都が中心となり、 財団法人京都

高度技術研究所（アステム）を中核研究機関に、

参画企業の熱い支援を得て、これまで運営され

てきた。ここでは、各大学の研究成果をもとに、

知的協働による多くのフロジェクトが生まれて

きた。

研究センターでは、これまでに文化資産のデ

ジタルアーカイブ化をメインに、地域文化の世

界への発信と、デジタルアーカイブの商業利用

を目指して、二条城の文物のデジタルアーカイ

ブ化や伝統デザインの再利用、コンテンツビジ

ネスのビジネスモデル化、コンテンツ管理の研

究、クライスター型全国紙織の設立、デジタル

アーカイブ；樹苛開発などを手がけるとともに、

アーカイブされたデ、ジタル資産を一味違った商

品に使う展開をはかり、そこからベンチャー企

業の育成へとつなげる事業を仕掛けてきた。特

に、京都にある豊富な文化資産や歴史資産の掘

り起こしと観光財化、伝統産業のアーカイブに

よる商品の再開発には見るべきものが多い。

様々な応用品への展開

【二条城障壁画の応用事例】

その皮切りとして、国宝二条城二の丸御殿の

襖絵や杉戸絵といった障壁画のデジタルアーカ

イブを実施し、これをデジタルミュージ、アムと

して公開するのみならず、コラージュとして服

飾品やインテリア、日曜雑貨、さらには地下鉄

列車の外装にまで仕立てるという大胆な試みを

行った。

また、伝統産業の分野では 「京もの」の筆頭
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格ともいうべき友禅柄をアーカイブして、種々

の工業製品に伝統的絵柄を利用した商品化を狙

い、これを使ったブランド水着では大々的なヒ

ットを生むに至った。

［「友禅スタイルJ水着〕

これらのフ。ロジェクトから、多様なデジタル

アーカイブ企業群が、従来の産業の殻を打ち破

って自立しつつある。今、デジタルアーカイブ

は、コンテンツの価値を各方面に展開できる変

幻自在性を身に付け、その有用性を再品積載させ

るステップにあるといえる。

もう一つの大きな取り組みは、デジタルアー

カイブを推進する上において、欠かすことので

きない著作権等の権利問題の処理である。これ

は予算の確保とともに一番やっかいである。

その理由は、デジタル化されたコンテンツは

著f判均として、特許や実用新案などとは異なり、

登録が不必要な反面、原則として自由利用が許

されず、改変利用には創作性が必要という側面

を持つことだ。と同時に、デジタルな著作物と

して、権利の成立時期が難しく、製造単位がな

く価格の判断基準が不明確であるという側面を

も併せ持つ。加えて改変がいとも簡単であると

いう利便性も、取扱の難しさに輪をかける。ま

た、ホームページに掲載された著作物の公開性

と著作権主張に関して異論が絶えないように、

古くからの文様の権利が誰に属するのかも難し

い問題だ。

研究センターでは、知的財産等の研究機関で

ある比較法研究センターを中J心に法律の専門家

を組織して、 I｛~統産業における知的財産権ガイ

ド」のホームページを開設した。 ここでは1200

年の伝統を誇る京都の伝統産業を中心に、制作

者の権利や利用者ーの権利等についてきめ細かく

まとめ、大きな反響を呼んだ。

また、東京大学大学院の安田教授が中心とな

って提案され設立された 「コンテンツ IDフォ

ーラムJにも設立当初から参画し、コンテンツ

流通分野における“コンテンツ ID”のグロー

パルスタンダード化を目指した取り組みにも、

実証実験に必用なコンテンツを提供し、運用を

行うなど、着実な活動を展開している。

3. 文化財アーカイブの実際

文化財アーカイブとして最初に取り組んだの

が二条城の障壁画のアーカイブである。 二条城

は世界文化遺産に登録され、二の丸御殿は国宝

となっている。

二の丸御殿は6棟33部屋800畳余りの広さ

があり、それらが廊下で連なっている。奥座敷

には狩野探幽ら狩野派の手による豪 輯旬欄な障

壁画や、精細な彫金類等の重要文化財で溢れて

おり、その全てをデジタルアーカイブしておこ

うというのが、この二条城ブρロジェクトである。

手始めに選んだのが、全部で 3411面ある障壁

画で、このうち約400面をデジタルアーカイブ

した。

二条城を選んだ理由は、所蔵品が価値の高い

文化財であることは当然であるが、所有者が京

都市であり、デジタル化するための所有者とし

ての許諾が容易であったことも見逃せない。そ

れが、デジタル化したコンテンツの活用や商用

利用において、速さと便利さを与え、多くのビ

ジネスモデルが創出を可能にした。京都市以外

の所有であれば、これだけ短期間でこれだけ多

くの成果を生むことは困難で、あった。

以下、 二条城のデジタル画像作成からデータ

ベース構築までを概観する。

デジタルアーカイブする上でのデータとは

「画像データ」と「文字J情報」である。画像デ

ータについては、作品そのものをデジタルで記

録した静止画像であり、デジタル化する際のポ

イントとしては解像度、画像サイズ、画像フォ

ーマッ トが上げられる。

研究センターでは、 二条城の障壁画をデジタ

ル化するにあたり、まず将来の利用方法につい

ての議論を行い、結論として肉眼で被写体を観
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察するのと同程度の再現性を有した、すなわち

実物大の印刷媒体への出力や利用が可能なデジ

タル画像を作成することとした。

次にデジタル化する方法、解像度、画像フォ

ーマット等の検討を行い、その結果、 9000～
18000画素の解像度を有するフェーズ、ワンFx 
を用いて撮影を行い、超高精細デジタル画像を

作成することとした。

1億3000万画素超高精細

デジタルカメラの解像度

［襖絵の超高精細画像］

フェーズワンを使用しての撮影は、スキャニ

ング方式のため一枚の撮影時間が20～30分と

長時間になることから、照明光にも工夫を凝ら

し、紫外線や赤外線（熱）による文化財の劣化

を防ぐため、照明光源には紫外線や赤外線（熱）

の少ない写真撮影用蛍光灯を使用するとともに

紫外線カットフィルター及び光拡散フィルター

を施した。

こうして、フェーズ、ワンにより作成された超

高精細の画像データは、 1画像当り約380M

Bと容量が大きいためマスター画像として保存

し、男IJにホームページや日常的な像管理用とし

て、画像サイズ、等を縮小したトリミング画像デ

ータも同時に作成を行った。

記憶媒体としては、超高精細のマスター画像

データについては、 1画像当り約380MBと容

量が大きいためDVDに記憶することとし、ト

リミング画像データについては、 1画像当り約

15MBと容量が小さいことからCD-Rに記

憶した。

このように、画像データの記憶媒体については、

超高精細のマスター画像はDVDに、トリミン

グ画像については、 CD-Rとし、利用形態に

よって記録媒体を使い分けることにより運用効

率を上げるとともに経済的な効果も上げた。

次にデータベースの作成であるが、これにつ

いても汎用ソフトも含めて多種多様のシステム

があり、どのソフト等を使用するか大いに悩む

ところである。研究センターでは、データベー

スソフトとして、入居した大学コンソーシアム

に開設当時から導入されていたオンライン・デ

ータベース 「画像管理システム」という既成ソ

フトを利用することとした。

このシステムは画像データと文字情報をマル

チメディアデータとして一元管理しデータの共

有化と有効活用を実現するデータベースシステ

ムで、本システムではWWWブラウザを使い、

システムに登録されているメタデータを全文検

索及び階層検索で簡単に検索し、内容を表示す

ることができる。このシステムを利用してアー

カイブしたコンテンツをデジタルミュージアム

として、インターネットにより全国に発信して

いる。

t~：~ ~ 昌弘科少い~士立き
＂＂＂ー 制・・柑’肘S

際鰍／'C~.•-:1.J~川，，，..，州，＂＂＂・潟、＂予断.酬b’”し·'tl'.:!" •

［データベースシステムのー画面】

この時の画像データはトリミング画像を使用

し、文字情報は、二条城の学芸員の方とすり合

わせした管理関連（登録番号やフィルム番号）、

作品関連（タイトル、素材）制作者関連（制作

者名、制作年）、収蔵関連（現収蔵館）等を登録

したデータベースになっている。

また別に、マスター画像のデータベースとし

ては画像管理のみを目的として汎用ソフトの

“access”を利用している。

このように幾つかのデータベースを作って管

理・運用しているが、本来はトータル的なデー

タベースの構築が望ましい。

また、このようなメタデータに何と何を記述

するかについては、国立博物館などの先例があ

るものの、今だに確立した標準が無く、文化遺

産オンライン構想などを通じた早急な現実的検
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言材t必要である。

4.芸術品～美術館所蔵品～アーカイブ

本事業は、京都市美術館が収蔵する美術品等

を高精細かつ高品位にデジタル化することによ

り、京都市が保有する美術品のデジタルアーカ

イブ化を促進し、次世代への保存継承を図ると

ともに、デジタルデータを活用して研究者・市

民等へ広く文化資産を公開していくことを目的

としたものである。

したがってデ、ジタル化にあたっては、印刷用

途・研究用途等での将来の多方面での活用が可

能となるような高品質のデジタル画像データの

作成を前提として、撮影手法、画像の解像度、

画像サイズ、画像フォーマットを決めた。

今回、デ、ジタル画像データの作成にあたって

は、前項で述べた二条城で使用したフェーズ、ワ

ンFXからのデジタルプロセスとは異なる二通

りの方法で試みることとした。

一つは、京都市美術館が提供する美術品の

写真フィルム（5×7れ子、4×らイン子、プローニ版

のリ）＼＂ 寸MィJ~1）からのデジタル化で、 RGB 

ドラムスキャナを使用して、 1,000dpiの解像

度で行い、高精細デジタル画像の原データを

作成することとした。（対象となるフィルムは

600枚であった）。

ここで解像度を lOOOdpiとしたのは、事前

に1枚のフィルムを使用して 800～2000dpi

の間で200dpi単位でスキャナを行い、フィル

ム上の色素粒子等の影響が表れにくい数値で

の検証を行った結果、フィルムからスキャナ

等でデジタル化する場合、あまり解像度を上

げ過ぎると色素粒子が出すぎてしまい、元の

美術品の色と差異がでることを確認の上、採

用したものである。

もう一つの方法は、作品をアナログカメラ

で撮影し直すことから始めることである。具

体的には、京都美術館が所蔵する美術品（絵

画などの平面的なもの、及び陶磁器などの立

体的なもの）を4×5inchサイズのリバーサ

ルカラーフィルムで撮影した。レンズ収差に

よる像の歪み、画質の低下、露光量の低下な

どの影響を画像の周辺部に著しく発生させな

い範囲で、 4×5inchサイズのフィルム上に

画像をできる限り大きく写すため、撮影に使

用するレンズは、 4×5inch版大型カメラ用

の長焦点レンズ（焦点距離240～300rnm程度）

で各種収差が少ないものを使用し、フィルム

上に写される画像は美術品の縦横の実寸法比

と同じに設定、台形などの画像歪みが無いよ

うに実施した。（撮影対象は絵画等の平面物

62品、陶磁器等の立体物56品の計 118品

であった）

［京都市美林法官所蔵品］

今回のアーカイブの中でのもう一つの新し

い試みとして、デジタル画像データを、使用

用途別に5種類作成したことである。

これは解像度、画像サイズ、画像フォーマ

ットに少しずつ変化をもたせもので、具体的

には次の5種類の画像データを作成した。

なお画像サイズ、の変更に際してはパイキュ

ーピック法などを工夫して処理し画質の低下

をできる限り少なくするよう心がけた。

く使用用途別デジタル画像データ＞

1 マスター画像・センターでのハックアップ用

フィルム枠まで含めた画像：入力画像

－入力解像度 l. OOOdpi 

－入力画像サイズ： 4.000×5. OOOpix程度

－入力画像ファイjレサイズ： 57陥程度以内 (TIFF)

2. トリミング画家A：センターDB （し画像）への登録用

本紙のみ、チャートなし、額なし、 TIFF

－画象サイズ：2,048×2. 048pix以内（＝約 1/2縮ノj¥)

・TIFF画像ファイルサイズ：12MB程度以内

3. トリミンク直牒B ：菊桁館でガイド等f；：：~IJ用

本紙のみ、チャートなし、額なし、 JPEG
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－画像サイズ.750×l. OOOpix以内（＝マスター画像の

約 114縮小）

・JPEG画像ファイルサイズ ．最大215KB



4. トリミンク画象C費幡宮で展示レイアウト｜こ利用

チャートなし、額あり、 JPEG

－画像サイズ： 375×500pix以内（＝マスター画像の約

1/8刷、）

・TIFF画像ファイルサイズ－約540KB→JPEG圧縮

・JPEG画像ファイルサイズ：i駄 54KB

5. トリミンク画象D首相官で写真管理に利用

フィルム枠まで含めた画像、 JPEG

・画像サイズ：400×500pix程度（＝約1/10縮小）

・TIFF岡象ファイルサイズ約570KB→JPEG圧縮

・JPEG画像ファイルサイズ：最大5η＠

5種類に分けたことによる、運用の利便性等

の検証については、美術館でのデジタル画像デ

ータとしての使用件数が未だに少ないため、出

来ていない。

記憶媒体については、 二条城の場合と同様の

考え方（データ量と媒体単価との経済性等）で、

①のマスター画像についてはDVDに記憶し、

②～⑤の全ての画像については画像種類別にC

D-Rに記録した。今のところ、パソコンでの

使用を考慮すると、 CD-Rが一番運用媒体と

しては適しているようである。

データベースの構築については、オンライ

ン・データベース「画像管理システムj を使用

し、登録画像は②トリミング画像Aを、この画

像データに文字情報としては、管理関連（登録

番号やフィルム番号）、作品関連（タイトル、素

材）制作者関連（制作者名、制作年）等のデー

タを整理して登録し、インターネットによりデ

ジタルミュージアムとして配信している。

しかし、この「画像管理システム」は美術館

内用の画像管理をする上での、データベース管

理システムとして使用するには、館内のネット

ワーク設備がないため、管理用データベースと

して汎用データベースソフト［access］を使用し

たデータベースを作成使用している。この場合

のデジタル画像は⑤トリミングDを使用してい

る。

このように簡易なデータベースの構築は、汎

用ソフト、また既成のデータベースソフトを利

用しても可能であるが、美術館等が必要とする

全ての機能を持たせたデータベースに仕上げる

には、統一化に向けた標準仕様の固定とともに、

今以上の時間と費用が必要となるであろう。

5.歴史・環境～古写真～アーカイブ

歴史・環境のアーカイブでは、京都市文化財

保護課と協力して、江戸後期から戦後にかけて

の京都に関する古い写真のアーカイブを行って

きた。これらの古写真等には古い街並みや風俗

が映されており、文化一般や自然環境に関する

貴重な資料として、広く京都の歴史文化研究で

の活用を目的としている。

現在、学生ボランティア等の協力により、ガ

ラス乾板、フィルム及ひ写真等をスキャニング

しデジタル保存を進めるとともに、多様な専門

分野の方々の協力を受けて 「映像資料研究会」

を設置し、個々の写真の時代考証等を文字情報

として解説文を作成し、現在約 6500枚のデジ

タルアーカイブが進んで、いる。

デ、ジタル画像データの作成にあたっては、ス

キャナからのデ、ジタル化を行い、解像度、画像

サイズ等については京都市美林1館での実験結果

を参考に決定した。

』
;s.れ

~ 丸失

ア伊~~·~ま

よ~，~；，；持釜ず，.·
［古写真データベースの一枚］

特に、今回デジタル化する元のフィルム等は、

市民からお借りした貴重な品であり、再度同等

の作業を行うことは色々な面で困難であること

から、マスター画像については、フィルムは解

像度1300dpi、画像サイズは長辺を3000pixの

TIFFフォーマットの高精細デジタル画像を作

成した。

今回もマスター画像とは別にホームページ、日

常の研究用としてマスター画像を縮小し、 長辺

を2048p立に統一したトリミング画像をJPEG

フォーマットで作成している。

記憶媒体については、マスター画像はDVD

で記憶し、縮小画像は、他のフ。ロジェクトでは

CD-Rに記憶していたが、 今回データ量が大
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変多いことから、経済性を考慮してマスター画

像と同様のDVDとした。ただDVDでは研究

用としての汎用性に欠けるため、 一部CD-R 

を併用している。また、 DVDのパックアップ

用として外付けのハードディスクを購入し記憶

した。

データベースについては、オンライン・デー

タベース「画像管理システム」への登録とし、

画像はトリミング画像を使用し文字情報と合わ

せて登録を行いインターネットによりデジタル

ミュージアムとして配信している。

視点を変えて、今回のアーカイブを見ると、

前項に述べてきた二条城、京都美術館のアーカ

イブとは異なる点がある。それはアーカイブ対

象である文化財・美術品等の所有者が京都市で

あったのに対して、今回のアーカイブ対象の古

写真等は、市民が所有者ということである。し

たがってデ、ジタル化するにあたっては、写真を

借りる際に、一件一件許諾を取りながら進めて

いく必要があり、当初考えていたよりも手間の

要るものであった。現在約6500枚のデジタル

化が完了しているが、許諾がとれ、ホームペー

ジで閲覧できるのは約3400枚である。

このように、デジタルアーカイブするにあた

っては、デジタル化する方法、デジタル化の精

度、記憶媒体、データベースのことだけでなく、

著作権等の許諾に係わる課題も大きい。

6.デジタル化プロセス

美術品等の静止画からデジタル画像データの

作成方法には、大きく分けて二つの方法がある。

一つはデジタルカメラで直接デジタル化する方

法と、 ドラムスキャナからデジタル化する方法

である。またスキャナでデ、ジタル化する方法に

ついては、更に作品を直接スキャナする方法と

作品をアナログカメラで撮影して、作成したフ

ィルムからスキャナする方法とに分けることが

できる。

アーカイブを推進する団体にとって、デジタ

ル化する場合に、どの作成方法で行うか、どこ

までの高精度のデジタル画像データを作るのか

の選択は大いに悩むところである。

なぜならば、アーカイブする対象物の所有者

の意向（例えばフィルムでも残しておきたい、

など）や、デジタル化しようとしている対象物

の大きさ、形状、素材等の違い、デジタル化し

た後の使用目的等々多くの考慮すべき点がある

からである。また、研究センターのようにアー

カイブしたデジタル画像データを画像サイズ、

画像フォーマットを変えて何種類かのデータを

作ることもあるであろう。

［フェーズ、ワンFXでの撮影模様〕

さらには、デジタル化した画像データの記憶

媒体についても、悩むところである。

参考までに「デジタルアーカイブ白書2003」

では、デジタル化した記憶媒体としては総回答

数＝427件に対して、「コンビュータ内のハード

ディスク」（66.7%）、が過半数の対象館で選択

され、次いでCD-R (53.4%）、さらにMO

(33.8%）、 DVD(13.2%）という回答になって

いる。「コンビュータ内のハードディスク」とC

D-Rの進展率は前回調査と比較した場合特に

高く、その背景には大容量ハードデ、ィスクの低

価格化とCD-R書込機器の普及があると分析

されている。

研究センターでは、記憶媒体としては主に前

項まで記述してきたDVD、CD-Rを使用し

ているが、データ量によっては外付けのハード

ディスクも利用している。それぞれを選択した

主な基準は、データ量から必要枚数における価

格との比較であるが、それ以外にも、その画像

データを使用する機器等の汎用性も加味して記

憶媒体を選定する必要があり、これらは今後の

樹桁の進歩等にも左右されるであろう。

7.保存（データベース）

デ、ジタル化した美術品や文化財の画像データ

を文字情報と合わせ、今後どのように保存（デ

ータベース）していくかについて、技術的な進
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歩や拡張性も踏まえながら検討していく必要が

あるが、保存だけを目的とする場合と公開や利

用を主目的とする場合では保存（データベース）

の方法も大きく異なってくる。

研究センターでは、ホームページでの公開用

のデータベースは既成ソフト「画像管理システ

ム」により行い、美術館等の画像管理のためのデ

ータベースについては、市販の汎用ソフトを利

用して作成している。このように幾つかの簡易

なデ、ータベースを作って運用しているところは

多い。

データベースの構築は、データ量、利用計画

等によって様々である。 一般的なコンテンツ管

理、貸し出し管理等だけであれば、市販のパソ

コン汎用ソフトや美神？館・博物館向け既成ソフ

トで十うJ"J軍用カ河能である。

ソフトはインターネットで無料でダウンロー

ドできるものから、高額なものまで多々あるが、

複雑な検索機能をもとめないのであれば、保存

としてのデータベースは自手踊哉での制作や比較

的低予算での構築が可能である。

しかし、大容量のアーカイブしたデータを一

元的に運用・管理する場合については、館内の

ネットワーク環境の整備、検索エンジン等、さ

らに公開や利用層での運用まで考慮すると専門

の技術者によるシステム設計やカスタマイズさ

れたプログラムが必要となるので、データベー

スを構築する場合には、事前に充分検討するこ

とが必要となってくる。

8.京都デジタルアーカイプの新展開

研究センターは、当初から設置期間を3年と

決めており、今年度中に活動を終えることにな

っている。推進機構、研究センターを通じた京

都デジタルアーカイブの実績は、このほどアス

キー社から出版された「ポイント図解式・コン

テンツ流通教科書J(2003年7月2日発行）に

も明らかであり、また総務省がこのほど発表し

た平成 15年度の「情報通信白書Jにも、「デジ

タルネットワーク文化の発展とコンテンツの流

通J例として、「国立国会図書館J、「NHKア

ーカイブス」とともに、「京都デジタルアーカイ

ブ」が取り上げられている。

また、産学公（官）連携の人文科学系の成功事

例としての評価も高く、知財管理と人材育成を

軸に、大学との協働をベースに新時代のデジタ

ルアーカイブを目指す札織として再構成し、大

学発ベンチャーの育成とベンチャーキャピタル

の創出、さらには、観光財や地域振興財として

デジタルアーカイブを活用し、産業観光、企業

創生、地域再生のシーズとして大転回させるこ

とが強く望まれている。
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[l］「デジタルアーカイブ白書2003J J DA  
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絵巻物を利用した心理検査支援システム

A System using the Picture Scroll for Psychological Test 

池田瑞穂高田茂樹雄山真弓

Mizuho Ikeda Shigeki Takada Mayumi Oyama-Higa 

関西学院大学情報メディア教育センター

関西学院大学文学部総合心理科学科

西宮市上ヶ原一番町1番 155号

Kwansei Gakuin University, 1-155 lchibancho Uegahara Nishinomiya-City 662-8501 Japan 

あらまし：日本の代表的制金巻物である『鳥獣人物戯画』をつかって心理検査のためのシステムを作成した この

心理検査は被験者が絵巻物の画像をみて感じる心多Eから物語を作成させる方法である．本研究は，その物語から被験

者が感じる普遍的要素，被験者の属性や文イ凶情景などの独自的要素を探索し，新たな知見を得ることを目的としてい

る．この検査をおこなうために，以下の5つの要件を満たす検査支援システムを構築した. 1.日本の絵巻物を鑑賞す

る方法に従って画像を右から左に観森できるようにモニタ表示で、きること.2.絵巻物の部分につしても観擦できるモ

ニタ表示が可能なこと. 3.被験者の，L象データを直接入力できること 4.データの収集を Webブラウザをつかっ

て自動的におこなえること. 5.データ分析が即時におこなえるようにデータを一元管理できること．分析のフアi去は，
被験者によって作成された物語を形貴顕著解析し，その物語の鞘数を生かす言葉についての文章属性データを作成する．

さらに，被験者に性持検査をおこない，被験者自身の属性データを作成する．作成した文章属性データと被験者の属性

データをつかってデータマイニング‘をおこなう． 日本の漫画コミックのルーツとし、われる代表的な絵巻物をつかって

いることは，本研究の 1つの特徴である．

Summary: A system for psychological tests was made by using”Cyojujinbutugiga”which w回 a

typical picture scroll of Japan. These psychological tests are the methods of making the story made 

from the image felt because the subject sees the image of the picture scroll. This research aims to 

search for original elements of a universal element, subject’s attribute, and the cultural background, 
etc. that the subject feels仕omthe story, and to obtain new knowledge. To do this inspection, the 
inspection support system filled with the following five requirements was constructed. 1. To observe 

the image the left to the right according the method of appreciating a picture scroll of Japan, the 

monitor display should be able to be done. 2. The monitor display which can be observed about 

the part of the picture scroll must be possible. 3. Subject’s image data should be able to be input 

directly. 4. It is necessary to be able to do automatically by collect of data using a web browser. 
5. To do the data analysis at once, data should be able to be unitary managed. Psychological tests 
are done according to the following procedure. The subject expresses the entire felt image from the 

observation displayed in the monitor and the picture scroll with the story, and inputs it first with 

a keyboard. Next, the subject selects the partial picture of the picture scroll which does the telling 

making easily, and makes the story similarly. The made story is analyzed in the morpheme, and the 

sentence attribute data of the word which makes the best use of the feature of the story is made. Data 

mining is done by using subject’s attribute data as the sentence attribute data which makes the whole 
or the selection part of the picture scroll. One feature of this research is to凶 ea typical picture scroll, 
that is, the root of the cartoon comic in Japan. 

キーワード： 巻物，メタファ，心理検査， Webシステム， テキストマイニング

Keywords: paper scroll, metaphor, psychological test, web system, text mining 
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1 まえがき

心理検査には，個人の精神，メンタルな部分を測定

する精神検査や，性格や態度，いわゆるパーソナリティ

を測定する人格検査（性格検査）がある．代表的な方

法として，質問紙法，作業検査法，投映法などである．

その中で図形をみせて，そこから連想することを答え

させるロールシャツハテスト［5］や TAT(Thematic

Apperception Test)[4］は代表的な検査法である．前

者は，主に精神分析的な目的につかわれることが多い検

査であり，使用する図は左右対象の抽象的な図を用い

る一方後者は，選択した一枚の図をみせてそこから

思いつく物語を話させるものである．本研究では漫画コ

ミックのルーツと言われる E鳥獣人物戯画』［9,10］を

題材にした物語作成による心理イメージ収集のための，

巻物メタファを考慮したシステムを設計し実装した．

『鳥獣人物戯画』は平安末期から主総時代にかけて

の全4巻から構成される絵巻物であり，詞書（説明の

文章）のない黒し豊の線で描カれた白描画である［I,3]. 

絵巻伽ま，右から左へと横に繰り広げられる巻物に，時

間的に展開する物語や長く連続する情景などの絵を描

色調書を書き加えたものである［2］.絵巻物は，右か

ら左へと目を流しながら鑑賞することにより，時間の進

行とともに場面の転換や展開をみせる特異なメディア

として存在していた． この特性により，経当害物は，掛

軸や扉風襖桧など他の絵画とは異なり，映画やビデ

オ映像に近いものであると指摘されている［I].W，鳥獣人

物戯画』では登場人物が連続した動作で描かれている

ため，鑑賞者はあたかも物語を疑似体験しているよう

同惑じることができる．そこで，『鳥獣人物戯画』を鑑

賞しながら物語を作成させることにより，人の心象イ

メージを観察できると考えた．

これまでの心理検査では，静止画明由象的パターン

をみて物語を話させる方法で、あったが，連続する情景

を自分で操作しながら鑑賞することによって物語を作

成する方法で、これまで、の検査法にはみられなかった新

しし唱式みといえる．

材食査では，絵巻物が物語る時間と空間を，鑑賞者

が右から左へあたかも視線移動をおこなうような動作を

考慮し，コンビュータ上に実現した．また， E鳥獣人物

戯画』は白紙に墨で描かれたもののため，スキャナー

で取り込んだ画像をグレースケー／同変換をおこない，登

場人物の輪郭，テクスチャを鮮明にし，描写を明確に

した．
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コンピュータでは左から右への文章等の表示物の配

列が通常であり，ユーザもそのコンピュータのメタフア

に慣れている． しかし，絵巻物はそれとは逆に右から

左へのスクロールというメタファを持つ．正反対の方

向性を持つメタファをユーザ （ここでは被験者）に認

識させる検査方法を計画した．

実装方法として Webブラウザを利用し，オンライ

ンでの心理学検査をおこなうことのできる検査支援シ

ステムを構築した．これにより，多くの心理データを

収集することができる．また，各コンヒ。ュータへの検

査システムの配布の手聞が要らない．すなわち，検査

システムの改変がおこなわれてもサーバのシステムを

修正するだけでよい．収集した心理データの一元管理

も可能となる．

さらに，オンラインでの検査のため近くに監督者が

荷主しなくても操作できるユーザビリティ［6］を劃見し

たユーザインタフェースを提供した．まず，タスクモ

デル［7］を記述し正確なタスクの仕様を決定し， 一貫

性を持つUI（ユーザインタフェース）部品を各画面に

配置することにより，効率の良い的確な検査データを

収集できる検査システムを実現した．

1.1 関連研究

絵巻物をみて物語を作成させる方法は， これまでの

心理検査の樹決法に分類される．拐決法は，寸立に「あ

いまいでどうとでも取れる刺激を提示して，それに対

して回答あるいは即芯してもらうことで測定する方法」

といわれている．被験者からすれば， 何を測られてい

るかわからないため，意図的な操作はおきにくい． し

たがって，被験者の無箭哉的な側面，つまり欲求や感

情，情動などを映し出すことができるといわれている．

投映法で代表的なものとして，スイスの精神医学者ロー

ルシャツハが開発したロールシャツハ ・テスト，モーガ

ンとマーレイが開発した TAT，その他， SCTや P-F

スタディ，パウムテスト， DAP(DrawnA Person), 

HTP(House-Tree-Person），風景楠胡去，など様々な

ものがこれまでに存在する．

その中で代表的なテストがロールシャツハ・テスト

である．これはインクのしみでできた色なし図版5枚

と色あり図版5枚，計 10枚を提示して，それが被験

者に何にみえるかたずね，得られた回答から，精神分

裂病（統合失調症）や人格障害，神経症の鑑別診断や

人格理解をおこなうもので，検査をおこなう者はかな

りの経験を必要とする．結果の角璃Rは，数量的な分析，



つまりどこをどれだけみたかとか， どのくらいの比率

でみたかなどは「反応整理表」とし、うものにまとめて

被験者の大まかな人格傾向の参考にする．これに対し

て，その反応の流れの中で被験者がど、んな，L的体験をし

ているのか，そこにはどんな欲動があり，防衛がつか

われているのか，といったこと附帯村主析的（つまり，

力動的）な視京でおこなわれる．また， TATは主題統

覚テスト， といわれ，絵に書かれている場面がどんな

場面で，その中の人物はどんなことを考えているだろ

うか，感じているだろうか， どうしてそんな風になっ

たのか， といったことを考えて 1つの物語を作成させ

る．標鞠句な方法では一日 10枚の絵画を2日にかけて

おこなう.TATで用しも図版の総数は31枚であるが，

被験者の年齢や↑生J.llHこ分けて違う絵をつかっておこな

うことができるようになっている．また子供向けには

ベラックによって CAT(Children’S Apperception 

Test）も開発された．これを作ったマーレイは，人が

物語を話すとき，物語の人物を自分と同一化させ，そ

の人の意識，無意識的な律動キ瀬望，感情などが表れ

ているという偏見を立てている．ロール、ンヤツハ・テ

ストと違って結果の整理にスコアリングを用いないの

がTATの特徴である．

本研究は，投映法の中でも TATなどの被験者なり

の意味づけをおこなう解釈的方法に分類される手法を

採用する．また同時に被験者の一般的性格についても

新性格検査［8］をつかっておこない，これを個人の属

性データとして用いる．

2 研究全容

本研究は，絵巻物の中に展開する図から感じるイメー

ジを被験者にストーリ｝性のある言葉で答えてもらう

方法である．分析法としては，文章データを絵巻物の

全体， または，部分で作成された文章データをテキス

トマイニング等の手法を用いて分析する． これによっ

て，イメージ，画像， 言葉の関係、を調べることができ

る． さらに，被験者に質問紙法による性格テストをお

こない，これを被験者の属性データとし，被験者の外

的・内的属d性の関係について言葉と画像の関係のデー

タとともに分析をおこなう．文章の分析は，まず形態

素解析をおこない，品詞のつかい方，語嚢のつかい方

や頻度，さらに文章の長さと語葉の豊富さなどについ

て詳細に調べる．

検査の手）I聞は，被験者にディスプレイに表示される

絵害物を鑑賞させ，その絵巻助から感じる全体のイメー

ジを文章で入力してもらう．次に， 20等分に分けられ

丸絵巻物から， 被験者が選んだ部分的な画像について

文章を作成する．作成された文章を形態素角軌庁し，文

章の鞘数を生かす幾つかの項目からなる文章属性デー

タとして再晴成する．次に，画像と文章属性データと

被験者の属性データをつかってデータマイニングをお

こない，新たな知見を得ることである． さらに，被験

者が画像をみて感じる普遍的要素，個人の属性や文化

的背景による独自的な要素の発見を目指している．

-45 -

『鳥獣人物戯画』 全4巻の絵巻であり，第 1,2巻

は平安E割4¥:tこ，第 3, 4巻は鎌倉時代の作といわれて

いる．全巻黒描の線で描かれた白描画であり，調書が

なく，全巻を連側句に描いている， 4巻とも紙の縦は

約 30cmであるが長さは第 1巻品約 l,148cm，第2

巻品約 1,189cm，第3巻比約 1,130cm，そして第4

巻は933cmである［l,3］.各巻の内容を表 1に示す．

表 1: 『鳥獣人物戯画』各巻の内容概要

第 1巻 擬人化された猿や鬼蛙，狐，雑子，猫

などの渓流での休浴，賭弓，蛙の田知雨

り， 兎と蛙の相撲などの遊戯の場面．

第 2巻 野馬や牛，鷹，犬，鶏，空想的な動物，

珍獣など鳥獣の動物生態図．

第 3巻 前半は僧侶や俗人が耳引きゃにらめっ

こ，囲碁，双六，将棋などをして遊ぶ

場面．後半出疑人化された猿，兎，狐

などの遡哉の場面．

第4巻 法力競べ流鏑馬，法要，球投げなど

人間の僧侶キ裕人達の勝負事柄子事など

の場面．

3 検査の目的と内容

被験者が絵巻物をみて感じるイメージを物語で表現

させる．そして，その物語から，被験者が感じる普遍

的要素，およv常験者の属性や文化的背景などの独自

的な要素を探索し新たな知見を得ることを目的とする．

材高では，被験者に『鳥獣人物戯画』の画像を閲覧

させ，物語を作成させるための支援システムを紹介す

る．従来コンピュータの文章は左から右への横書きで

ある．また，スクロールも左から右ハ移動させるなど，

コンビュータの表示のメタファはすべて左から右への



流れを持つ．そのコンビュータ上に，逆方向，すなわ

ち右から左への流れを持つ巻物のメタファを実現した．

検査の最初に，巻物のすべての画像を最初から最後ま

で自動的にスクロールさせ閲覧させることにより，被

験者が『鳥獣人物戯画』画像が右から左へスクロール

する巻物であることを意識させる効果を持っと考えた．

4 『鳥獣人物戯画』検査支援システ

ム

4.1 検査支援システムの要件

検査支援システムの要件は次のとおりである．

• W，鳥獣人物説函1画像を最初から最後までスクロー

ルして閲覧で、きる．途中でスクロールを停止する

ことができる．

－ E鳥獣人牧掘調』画像を部分的に抽出することがで

きる．この場合， 一部分を切り出すこととし，不

連続な箇所を 1度に複数個選択させない. 1つの

連続した画像に対して物語を作ることにより，後

続の分析の際，他のデータとの対比が容易となる．

・ 1鳥獣人物戯画』画像を何回でもみて良いとする．

・巻物全体を通して閲覧し物語を作成した後，巻物

の任意の→陀抽出し物語を作成する．任意の部

分を何回でも抽出でき，物語を作成できることと

する．物語の文字教の制限はないものとする．

・巻物の一部を抽出させる際，すべての分割された

画像を 1画面に表示させ選択できるようにする．

『鳥獣人物戯画』の絵は登場人物の動きなどが連

続している部分が多いため，絵の内容を考慮する

と分割が難しくなる．画像のイ玉意の部分のデータ

を指定するのではなく，あらかじめ画像を均等な

幅に分割し，その各画像を選択させることにより，

複数の被験者における共通の画像でのデータとし

て分析が容易となる．

・図 1に示すように，巻物の一部の画像を抽出する

際，画像の長さに制限を設けない．

・検査支援システムを Webシステムを用いて実現

することにより，被験者を無作為に選べ時間と

場所の制約なく検査に参加できるようにする．ま

た，サーバーで、の一元管理をおこなう．検査用コ

ンピュータにシステムをインストールする必要が

なく，検査内容等の変更が生じた場合，サーバー

図 1：画像の抽出

のシステムを変更するだけとなる．また，検査デー

タもサーノミーにすべて収集する．

・収集したデータは、後続の分析の際に効率良く利

用するため，被験者や検査日， 検査対象の巻物毎

にEXCEL形式のファイルを作成し保存する．

また，このシステムのユーザインターフェースは以

下を実現する．

• XGA(1024×768）以上の角磯度のモニタにおい

て，すべてのユーザインタフェース部品（UI部

品）を，スクロールする必要が生じない大きさと

し，配置をおこなう．すなわち，被験者が画像を

閲覧しながら物語を入力できるように，各画面に

表示する『鳥獣人物戯画』画像表示の大きさを，

他の UI部品を含め検査画面全体をスクロールす

ることなく 1画面に表示することを考慮する．

4.2 検査手順

本検査における椀験者の作業事｜買は以下のようになる．

・46-

(1）検査準備

被験者番号を入力し，検査対象の巻物の巻を指定

する．

(2）検査1

検査対象の巻物の画像を最初から最後まで画像を

鑑賞する．巻物は何回でもみることができる． 自

動でスクローノレしている画像を停止したり再開さ



せたりする画像をみながら巻物全体を対象とし

た物語を入力する．

(3）検査2

検査1終了後，検査2の物語を作成する．

(a）検査対象の巻物の分割された画像のうち，物語

を作る複数の連続した画像を溜尺する．

(b) (3)aで活動尺した画像のみ表示される画面をみな

がらその画像の物語を入力する．

(c）ステッフ。（3)a, (3)bを繰り返す．

(4）検査3

椀験者の属性データとして 130項目の質問からな

る新性格検査を用いる．検査データの取得はWeb

を用いて検査l, 2とは独立におこなう. 130項

目からなる新性格検査から分類される 13の尺度

(1.社会自桝向性， 2.活動性， 3.共感性， 4.進取

性， 5.持久性， 6.規律性， 7.自己顕示性， 8.攻

撃性， 9.非協調性， 10.劣等感， 11.神経質， 12.

抑うつ性， 13.虚構性）を被験者の属性データと

して利用する．

4.3 検査のタスクモデルの作成

検査支援システムを作成するにあたり，被験者のタ

スクの流れを明確にするため， タスク図とし、う言己主法

を用いてタスクモデルとして記述した ［7］.図2は本検

査のタスクモデルの言己主である．
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図 2：検査のタスクモデル

ここで，矩形はタスクを，また，矢印はタスク聞の

I耐しを表している．タスク「鴎獣人物戯画』をつかっ
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た心理検査」は，サブタスク 「A.『鳥獣人物戯画』検

査」と fB.性格検査jを独立して実行することが表現

されており，これを並行タスクと呼んでいる． 「A.『鳥

獣人物戯画』検査」は，検査1の次に検査2をおこな

うといった明確な検査の流れが相主するため，「検査lJ

と「検査2」の順に男子する表現になってしも．また，

検査1および検査2の途中で中断できるような流れに

なっている．タスク図や並行タスクを頂点とすること

でタスクの階層構萱を表現できる．タスク「検査2」は

「検査2対象画i雄択j 「検査2物割械j のタスク

図である．

4.4 『鳥獣人物戯画』画像の表示準備

4.4.1 画像の取り込み

検査支援システムで利用する 『鳥獣人物戯画』画像

は，（株）便利堂製の全4巻の縮小版複製品をスキャナ

で取り込んだ． これはコロタイプ印刷で印刷されてお

り，裂新氏巻子仕立（巻物）となってしも．また，原寸

(2節）を幅 11.0cmに，また長さは第 1巻を 418cm

に，第 2巻を 438cmに，第 3巻を 328cmに，そ

して，第4巻を 266cmlこ縮小したものである． これ

をEPSON製スキャナ GT-8700を用い， 画像タイプ

は”カラー写真”を設定し， 300dpiの解像度で画像を

取り込みデジタノレ化した．スキャナにて取り込める対

象の大きさは 29.5cm×21.5cmのため，巻物 1巻に

付き約 20前後に分割し取り込んだ．

4.4.2 画像処理

4.4.1節で取り込んだ画像を画像編集ソフトウェア

Adobe photoshop6.0を用いて画像虫庄里をおこなった．

表2は画像知連の際の設定である．登場人物の輪車広テ

クスチャを鮮明にするため，グレースケールに変換を

おこない世情報を削除した．また，モニタにて画像の輪

郭を強調し引き締めるアン、ンャープマスクの設定 （表

2）をおこなった．これにより，描写等を明確に表示

できた．

次に，分割して取り込んだ画像を， 1巻毎に継ぎ目

がわからないように張り合わせ1つの画像に編集した．

さらに，張り合わせた画像を 1巻につき均等な長さに

分割した 1画像をモニタのサイズ、に納めるため，縦の

解像度を約 400pixelとし長さは等倍としたそして，

l画像が最大 800pixelの長さになるよう分割した．



表 2：画像処理

モード ト ： グいー~ス05 ケ←ル
明るさ

コントラス

アンシャープマスク

適用量 350 

半径 0.8 

しきし、値 20 

解像度 800 pixel 

4.5 検査支援システムの作成

現在， Webアプリケーション開発において，その

システム構築のための多くのスクリプト言語（JSP,

ASP, PHP等）が提案されている．本検査システム

では JSP(JavaServer Pages）を採用した JSPは

非OS依存のため， さまざまなコンピュータ上で動作

する．また，既存の Javaのt括！？を有効に使用できる

といった特長がある．

本検査支援システムは，図2のタスクモデルの並行

タスクの「A.『鳥獣人物戯画』検査」を実現したもの

である．図 2の各ステップを以下に述べる．

(1）検査準備

”検査鞠首”画面に， 10桁の被験者番号を入力させ

るテキストボックスと，検査1と検査2で利用す

る巻を 1つi童話尺させるコンボボックスを表示する．

デフォノレト値は”第一巻”である．”入力終了”と”

検査中止”ボタンを表示し，”入力終了”ボタンを

クリックすると，入力値は一時ファイルに格納さ

れ”検査1”の画面に遷移する．

(2）検査1

(1）で溜尺された巻の画像表示をおこなう （図 3).

画像表示部分での自動スクロールはJavaアプレッ

トで実見した．画像をクリックすると画像が自動

的にスクロールし，最後の部分の画像で停止する．

自動スクロール中，画像をクリックすると停止し，

再度画象をクリックするとスクロー／レが再開する．

また自動スクロール中あるいは停止中に画像表

示部分の下に表示しているスクローノレバーも利用

でき，スクロール済みの部分の画像に戻ることが

できる．ここで，右から左へのみ自動的にスクロー

ルする．画像の下に垂直スクローノレバーの付し、た

テキス トボックスを表示し，文字数の制限をつけ
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ない．”入力終了”と”検査中止”ボタン，”クリアヲヲ

ボタンを表方ーする．”クリア”ボタンがリックされ

るとテキストボックスのデータをクリアする”検

査中止”ボタンがクリックされるとシステムを終

了する．”入力終了”ボタンがクリックされると，

テキストボックスに入力されたデータを EXCEL

ファイルlこ樹内した低”『鳥獣人物崩掴』検査2

対象画面濁尺”画面に遷移する．入力データを格納

するファイル名は，”被験者番号ー検査日ー巻.xls”

とする．従って，被験者が同じ日におこなった同

じ検査対象の巻物の検査データは同じファイルに

追加される．表 3は検査データのファイル仕様

である．検査1では，咽像開始番号”のデータは

I，”画像終了番号”のデータは 20となる．

表 3：検査データのファイル仕議

no レコード内容 桁数

1 被験者番号 10 

2 対象巻物 1 

3 画像開始番号 2 

4 画像終了番号 2 

5 物語 制限なし

(3）検査2

(a）対象画像選択

図4は，『鳥獣人物崩酒』検査2対象画働動尺”

画面である. (1）の検査準備の実験準備で選択

された巻の画像を 20に分割したものを横に約5

個，縦に約4個並べて表示し，各画像の上に番

号を下にチェックボックスを表示する．”入力終

了”と”検査中止”ボタン，”クリア”ボタンを表

示する．各処理は”検査1”と同様であるが，”

入力終了”ボタンをクリックされた後，” E鳥獣

人物戯画』検査2物語作成”画面に遷移する．

”入力終了”ボタンがクリックされると，チェッ

クされている画像の一番小さし番号と一番大き

し番号をを EXCELファイルに樹i内し，” 『鳥

獣人物戯画』検査2物語作成”画面に遷移する．

(b）掘酢成

”E鳥獣人物鏑酉』検査2物語僧J)G＂画面（図 5)

では，” E鳥獣人物劇画』検査2対象画働輯尺”

画面で遺書尺された 1つ以上の画像を連続して表

示する．複数の画像の場合，画像表示の下に水
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図 3：”『鳥獣人物戯画』検査1”画面
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図 4：” 『鳥獣人物戯画』検査2対象画像i盟夫”画面
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平スクローノレバーを表示し，スクローノレバーに

て画像を閲覧できる．その下に垂直スクロール

パーの付いたテキストボックスを表示し，入力

文字数の制限をつけない”物語を保存する”と”

検査中止”，”クリア”ボタンを表示する．”物語

を保存する”ボタンがクリックされると，検査

データを保存する．”クリア”ボタンがクリック

されるとチェックボックスのデータをクリアす

る．”検査中止”ボタンがクリックされるとシス

テムを終了する．また，”別の画像の物語を作成

する”リンクをクリックすると（3)aに戻り，”

この物語の作成を終了する”リンクをクリック

すると”検査無事終了”画面に遷移する．

図 5：”『鳥獣人物戯画』検査2物語作成”画面

(4）検査1' 2終了

”検査の最初の画面に戻る”ボタンを表示する． 干

のボタンがクリックされると（1）に移る．

5 おわりに

材高では，絵巻物を利用した心理検査支援システム

について述べた．結果の角特庁は検査1, 2から出力さ

れる物語データを形主靖萌勃庁し， 言語の出現頻度や共起

関係， 言語のつかい方の規員l片生lこついて文章属性データ

を作成する．検査3の数値化された尺度を被験者属性

データとして作成する．文章属性データと被験者の属

性データをデ、ータマイニング、手法を用いて分析し，被

験者の作成した物語と性格の関係を調べる．これによっ
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て，被験者の持つ普遍的要素，独自的要素等の新たな

知見を得る．この検査支援システムを利用し，検査を

遂行する予定である．
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浮世絵を通して見た江戸時代女性の人体表現について

Female Body Shape Expressed on Ukiyoe during the Edo Era 
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日本固有の美意識が反映され描かれている浮世絵には，江戸時代の女性の装いの理想型が表現されており，

その着衣形態は江戸時代の長い年月の中で多様な特徴を見せている．本稿では，江戸時代から明治初期に描

かれた代表的な浮世絵師による作品を取り上げて7グループに分類し 描かれた女性の着衣形態から人体の

青刻犬を推測することによって，立位の女性の人体寸法についてのデータベースの構築と人体育刻犬の特徴につ

いての定量的分析を試みた．その結果， 1 ）異なる絵師であっても同時期においては人体育タ伏の捉え方に共

通性が認められること， 2）人体の部位の捉え方には時期的推移が強く見られる箇所，見られない箇所があ

ること， 3）現代成人実測値と比較して， くびれの少ないずん胴型の人体が描かれていることを指摘した．

Ukiyoe訂 econsidered to be a句rpeof art partic叫紅toJapan and are generally thought to represent the 

typical reflection of the unique Japanese sense of beauty. They also serve as a valuable source of 

information concerning the ideal modes of female dressing during the Edo era, demonstrating that 

women’s clothing styles were characteristically subject to temporal changes throughout the era. In thお

study, the authors selected ukiyoe works by various famous painters representative of the times, 

classified them into seven groups according to their painted time, estimated the body shape of the female 

models based on their clothed figures, are subsequently carried out quantitative analysis of different 

sizes measured on the estimated body shape in order to determine the characteristics of their body 

shape. They built a database which contained p但ntingsof stanぬngfemales, their estimated body and 

their body measurements. The results demonstrated that ; (1) the female body was depicted in a similar 

manner by岨 erentpainters, when they belonged to the same period of time ; (2) some pa巾 ofthe body 

were illustrated in different ways depending on times of painting, while there e氾stedother parts 

expressed in a similar way all through the era ; and （説明iewomen on the p但ntingswere expressed as 

having no waist compared with modern females. 

キーワード：浮世絵，江戸時代，人体育刻犬，定量的分析．

Key words: Ukiyoe, Edo era, Body shape, Quantitatve analysis. 

1.はじめに

筆者らは描かれた装いと人体形状を手掛かりとして，

着物のデザインあるいは着衣形態と体形の相関関係を

記述することを目標に，立位に描かれた女性を対象と

した絵画とそこから推定される人体寸法のデータベー
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スの構築を試みている．対象としているのは小袖が現

れる安土桃山時代から，江戸期と同様の手法による絵

画が存在する明治初期までである．出土する人骨から

は人類学的方法で人体を推定することは可能と思われ



るが，現実には身長以外の推定は行われていないとい

っても過言ではない．この点で，絵画資料の定量的分

析から当時の人体寸法や体形に関して意味のある情報

を提供可能ということになれば，種々の分野で絵画を

表1 資料とした浮世絵作品一覧

作品名および分類番号 作者

A-1 花下遊楽図

ι2 彦根扉風

ι3 舞踊図

8 縁先美人図

c 和国百女 菱川師宣

0-1 虫舗と子供 鈴木春信

0-2 風俗四季寄仙三月 鈴木春f言

0-3 風俗四季寄仙水無月 鈴木春f言

ト4 ほにほろ 鈴木春f言

0-5 当世七福神大黒天 鈴木春信

E-1 吉野川の花いかだ 鳥文斉英之

E-2 青楼芸者撰おふく 鳥文斉英之

E-3 風俗東之錦湯上り 鳥居i膏長

E-4 風俗東之錦菅笠の娘 鳥居，膏長

E-5 色競艶録姿湯殿 鳥居i膏長

E-6 隈因の渡し 書皇居，青長

E-7 美南見＋二候五月 鳥居，青長

E--B 風俗東之錦湯上り三美人 鳥居i青長

E-9 四条河原夕涼綜 鳥居清長

E-10浜町河岸の夕涼 鳥居；膏長

E-11 ＊土頭の見合い 鳥居，膏長

E-12難波屋おきた 喜多川歌麿

E-13風流花之香遊び 喜多川歌麿

E-14すきや 喜多川歌麿

E-15両国橋々詰 喜多川歌麿

E-16両国橋々詰 喜多川歌麿

E-17青後十二時子の喜IJ 喜多川歌麿

E-18青楼十二時五の室IJ 喜多川歌麿

E-19婦人．泊り客之図 喜多川歌麿

E-20青接＋二時 申の刻 喜多川歌麿

F-1 星や霜当世風俗房揚桟 歌川国貞

F-2 隅田川晩夏の景 歌川国貞

F-3 舟送り 歌川国貞

F-4 すみだ川花の景 歌川固貞

F-5 当世美人合・三光きどり 歌川国貞

F-6 浮世名異女図会 東都弐丁町風 歌川国貞

F-7 錫慈の雪伊豆の伊藤ふじ 渓苔英泉

F-8 新吉原八景・浅草寺の晩鐘 渓斉芙泉

F-9 浮世姿美人合 i重苦笑泉

F-10秋葉常夜燈 渓斉英泉

F-11新吉原八景楼上の秋の月 渓斉芙泉

F 12東部呉服屋三中高対 ゑびすや 渓膏芙泉

F-13秋葉常夜燈 渓斉英泉

G-1 仮寝のきぬぎぬ 月岡芳年

G-2 神奈川横浜之風景 月間芳年

G-3 皇国二十四功尾上の召f土お初 月岡芳年

ふ4 庭園の春景 場洲周延

G-5 憲法発布上野賑 揚洲周延

G-6 主ot宣写心競洋行 揚洲周延

活用する可能性が聞かれると考えている．

浮世絵は 16世紀初めから 17世紀中頃までの近世の

初期風俗画を母胎として誕生し江戸時代には複数の
心

流派の多くの絵師たちが活躍した。浮世絵には描かれ

生没年

17世紀前半

17世紀前半

17世紀前半

17世紀中頃

？～1694 

1725～1770 

1756～1829 

1752～1815 

1753～1806 

1786～1864 

1791～ 1848 

1839～1892 

1838～1912 

（作品数49) 

作品年代

A. 1600～1625 

A 

A 

8. 1625～1650 

c. 1675～1700 

D. 1750～1775 

D 

D 

D 

D 

E. 1775～1800 

E 

E 

E 

E 

E 

E 

E 

E 

E 

E 

E 

E 

E 

E 

E 

E 

E 

E 

E 

F. 1825～18切

F 

F 

F 

F 

F 

F 

F 

F 

F 

F 

F 

F 

G. 1850～1875 

G 

G 

G 

G 

G 

ている女性たちの典型

的な容姿が存在し，さら

にこの典型は同じ流派

は勿論のこと，異なる流

派の絵師の間でも同時

期には非常に類似した

容姿が見出される．しか

しそれらはあく までも

鑑賞者の主観的な印象

としての評価であるこ

とが多い． また浮世絵の

人体表現を対象とした

研究では，人体美学の観

点からの頚部形態の研

究ヰ計量的な顔表現の

研究など，主に頭部を分

析の対象と したものが

大半であり，その全身形

状の特徴を定量的に分

析しようとした体系的

研究はない．

本稿ではまず浮世絵

に描かれた容姿そのま

まで，その着衣に内在し

ている人体を想定して，

その人体育刻犬を表出し，

人体各部位の寸法やプ

ロポーションを算出す

るという手法を用いて

浮世絵に描かれている

女性の人体表現につい

て定量的記述を得る．そ

してそれら情報として

含むデータベースを構

築するとともに，その情

報に基づいて浮世絵を

通してみた江戸時代の

女性の体形の特徴を分

析する．
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2.資料および方法

2. 1資料

本報告では， 17世紀前半から 19世紀後半において

描かれた浮世絵49作品について，成人と考えられる女

性の全身が描かれているものを資料とした．選んだ絵

師は，いずれも浮世絵師として各時代を代表する絵師

である．また江戸時代の浮世絵の時系列での推移を見

るために，近世初期の風俗画と称されるものや，幕末

から明治初期にかかる作品までを含め，浮世絵として

分析の対象とした．これらについて，作品が制作され

た時期や絵師が活躍した時期，また生没年を考慮する

と， 表1に示すA.1600～1625, B. 1625～1650, C. 

1625～1650, D. 1750～1775, E. 1775～1800, F. 1825 

～1850, G. 1850～1875，の7つのグループに分ける

ことができる．得られた7つのグループの浮世絵史と

しての流れを概略すると， A,Bは近世初期の風俗画と

しての表現， Cは浮世絵の誕生期， Dは錦絵として浮

世絵の表現の開始期， Eは浮世絵の全盛期， Fは風景

など人物以外の対象が盛んに描かれた江戸後期， Gは

時代の風俗を描く浮世絵としては終駕期とされる幕末

から明治期である．

2. 2方法

浮世絵に描かれている人体の形状を描出するための

方法として，資料とした浮世絵全作品についての着衣

状態を観察し，首や手足など形状が露出して判明して

いる箇所を手掛かりに人体芳対犬のトレースを行った．

次に肩部や肘など比較的着物と密着した状態で描かれ

ている部位を見極めて着衣の上から直接人体の牙タ｜犬を

表わす線を描いた．胴部から腰部など，着衣によって

形状が把握し難い部分は 着物の着付け上の観点から

適切と考えられる帯の位置と人体との関係を判断して

人体形状を表現し，脚部については，床面に描かれて

いる足の大半が片足であったので，現実的に想定され

る複数のポーズを仮定した上で，全体からみて最も自

然なポーズを選択し描いた．なおこれら人体形状線の

描出の際には画家の指導を得た．図 l～4は，このよ

うにして得られた人体青少｜犬の例である．

浮世絵に描かれた人物像の大半は，何等かのポーズ

をとっているため，プロポーションの算出や浮世絵問

での比較が困難である．そこで現実の女性のモデルに

よって浮世絵49作品のポーズを再現し，浮世絵ポーズ

の人体の傾きや伸縮率を求めるための撮影を行った．

撮影に際しては．モデルのウエストの位置にベルトを

着用し，肩峰点、頚前点、頚iP.IJ点、乳頭点、前服点、

後服点、臓点、腸骨稜点、脚付け根の位置で大腿部中

点の位置，膝線の位置，内果点、外果点にマークをつ

けて基準点とし．正面での直立状態と浮世絵ポーズを

デジタルカメラで撮影した．なお正面の直立状態とポ

ーズ蝿影時のモデルの立ち位置，撮影条件は一定にな

るようにした．得られた写真上で基準点，および、人体

形状のシルエットをもとに人体寸法を定規によって計

測し，浮世絵ポーズと正面直立状態との変化の比率を

算出した．この比率はポーズによって生じた浮世絵上

の各部位における描写比である．

次に描出した浮世絵の人体育刻犬について，モデルの

写真と同様に人体寸法を計測し，さきに算出した描写

比を用いて正面直立状態と仮定した場合の浮世絵の人

体寸法を算出した．計測した人体寸法の項目は，人体

形状を把握するために有用であり，かつ浮世絵の人体

表現から計測可能な 14項目を選んだ．計測項目は表2

に，その位置を図5に示す．

データベースには，作品名，絵師名，制作年代など

の資料情報に加え，上述の方法で得た寸法（実寸），示

数（対身長比を%で、表わしたもの）の項目を設定し，

データ取得とともにデータベースに入力した

図5 計測部位

表2 計測項目

項目

8前ウエスト高

9股下高

幅径

10全頭高 ｜全頭高

11よ腕長 ｜四肢長

121前院長

13大腿長

141下腿長
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図1 A-2.彦根扉風

図4 F-4.歌川国貞 （すみだ川花の景）
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図3 E-19.喜多川歌麿 （婦人泊り客之図）



3.結果および考察

3. 1 人体耳タ｜犬の時代的推移

表3は計測項目を A～Gのグループごとに平均した 図 6～図 9には全頭高，幅径，高径，四肢長の各項目

結果である．なお計測値はすべて示数で示した．また についての推移をグループ平均値によって表した．

表3 計測項目の平均 ・標準偏差

A.1600～1625 8.1625～1650 C.1675～1700 D.1750～1775 E.1775～1800 F. 1825～1850 G.1850～1875 浮世絵全資料 現代成人女性

計測項目 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 

肩峰幅 21.24 1.82 19.47 0 18.31 0 18.79 1.41 18.63 2.34 22.45 2.81 19.49 1.63 19.94 2.79 22.06 20.8 

胸部機径 17.02 1.6 17.3 0 16.71 0 15.35 1.94 15.19 1.05 16.19 1.34 16.92 1.22 15.87 1.47 17.14 18.7 

ウエスト幅 16.76 1.84 16.08 。17.59 0 13.37 0.98 14.84 1.01 15.93 1.03 15.46 1.03 15.25 1.4 14.36 18.9 

ヒップ幅 20.69 0.64 20.6 。16.86 0 16.26 0.93 18.46 1.93 20.67 1.19 17.48 1.22 18.85 2.1 20.95 19.6 

肩由華高 83.3 1.12 81.89 0 75.61 0 81.75 1.2 83.46 1.43 81.21 1.63 81.47 1.29 82.24 1.98 80.91 49 

事L頭高 68.14 2.55 69.18 0 65.17 0 70.74 0.96 73.07 1.89 70.93 1.84 71.63 1.66 71.55 2.44 71.11 46.5 

前ウエスト高 56.77 1.73 58.55 0 52.74 0 57.43 1.38 60.72 1.63 57.78 1.26 59.27 0.81 58.98 2.22 61.19 40 

股下志 41.27 0.62 42.38 0 35.95 0 41.73 1.98 45.24 1.51 42.16 1.48 44.32 0.86 43.46 2.37 45.15 36.8 

全頭高 14.48 0.89 13.26 0 13.93 0 14.44 0.75 12.45 1.05 14.81 1.21 13.06 0.41 13.52 1.43 13.98 11.5 

上競長 20.13 2.54 19.69 。19.5 0 19.84 1.49 20.61 1.75 18.94 1.84 18.95 1.78 19.81 1.93 18.53 16.6 

前腕長 16.45 1.48 16.17 。13.85 0 15.73 1.15 15.56 2.26 13.81 1.56 15.17 1.32 15.1 1.99 14.66 17.1 

大腿長 24.32 2.2 26.08 0 23.29 0 25.75 0.6 27.35 1.63 25.61 0.79 25.77 0.8 26.24 1.65 26.4 27.9 

下腿長 17.01 1.48 19.17 。18.2 0 18.58 0.73 19.44 1.3 18.78 0.83 19.85 0.71 19.05 1.25 21.01 21.15 
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図9 四肢長の推移

幅径項目はいずれの項目も AからCへと減少し， D

ではグループを通して最も小さな値となり，以降は再

びGへと増加している．肩峰幅ではFが極めて大きく，

次いで、A,Gの順である．肩峰幅はBを除いてすべて

のグループでヒップ幅よりも大きい．胸部横径とウエ

スト幅は，肩峰幅，ヒップ幅と比較してAから Gまで

の推移の変化が小さい．四肢長については，上肢，下

肢ともにEは大きい値を示し， CとFは低く， Dは中

間の位置にある．全頭高の値は， Fが最も大きく Eが

小さい．四肢長と全頭高との関係をみると，四肢長の

推移と全頭高の推移は，やや負の相聞が見られ，四肢

長の値が大きいグループは全頭高が低く，逆に四肢長

の値の低いグループは全頭高が大きい．高径ではEが

最も大きい値で，次いで、AとBの順になっている.c

は四肢長と同様に高径も小さい．幅径と四肢長の項目

ではEからGでは比較的推移の変化が大きく見られる

が，高径では一定し推移はあまりみられない．

これらの結果から，江戸時代の初期では足が短くヒ

ップの大きい人体が描かれ，その後は幅や高さが小さ

く，四肢も短い人体表現となり， 18世紀中頃からは，

バストやウエストの位置が高く，長いて手足をもった

細身の人体が描かれていたことがわかる．さらに江戸
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時代の後期から幕末になると，顔が大きく肩や腰が張

る一方，手足の短い人体表現になり，明治時代に入る

といずれの項目も他の時期と比べて特徴のない中間的

な人体が描かれたと言える．時代推移の全体傾向を見

ると，肩峰隠とヒップ幅の値の推移の変化は著しく，

胸部横径やヒップ幅の推移の変化は少ない．また全頭

高は．全身汗タ｜犬のプロポーショ ンを把握する際に重要

度が高く，プロポーションの印象を左右するが，グル

ープの中で最も小さい全頭高の値を示すEを全資料か

ら除いて平均すると，その値は現代成人実測値とほぼ

同じ値とな り， 浮世絵の頭部は多くの時代で現実的な

人の頭の大きさに近いバランスによって描かれていた

と言える．

3. 2 同時期の絵師における人体表現

浮世絵では同時期においては異なる絵師であっても，

非常に似通った表現があるが，具体的にどの点が類似

しているのか，また異なる点はどこに見出せるのかを

比較的作品数の多いEの3名の絵師，およびのFの2

名の絵師を取り上げて考察する． 各項目の計測結果の

平均値を表4，表5に示す．



表4 グル プ E,Fにおける絵師の比較

E.栄之 E . ）書長 E. 

項目 平均 SD 平均 SD 平均

肩峰幅 19.60 3. 14 18.53 2. 54 

胸部横径 14.39 0.25 14. 70 0.87 

ウエス卜幅 14. 31 0.06 14.82 1. 02 

ヒップ幅 17. 17 1. 31 18.99 2.02 

屑降局 83.50 1. 40 83.66 1. 73 

乳頭晶 71.84 0.56 73.37 1. 82 

別ウエスト品 60.75 0.96 61.23 1. 38 

股下高 46.06 0.06 45.80 0. 81 

全頭高 12.47 0.02 12.06 1. 48 

上腕長 21.65 1. 52 19.93 1. 56 

前腕長 15.72 0.10 16.20 2.32 

大腿長 26.64 0.82 27.70 1. 49 

下腿長 19. 85 0.58 19.39 1.55 

Eでは上述の 3.1の計測結果から，小さい全頭高と

長い四肢長が特徴であったが， 3名の絵師の頭身示数

をみると Eの絵師はいずれも値が小さい.Eの中では

清長が最も小さく，次いで栄之，歌麿の順となってい

るが，浮世絵の全身の印象として，すらりとした人形

という表現がされることが多いのは栄之である． 栄之

の計測値を見ると，胸部横径，ウエスト幅，ヒップ幅

は清長，歌麿よりも小さく肩峰幅が大きい．頭部寸法

は清長のほうが小さいが，広い肩峰幅を描いている栄

之は，その頭部と肩部の対比によって頭部が小さく感

られ，細身の体形を印象づけている．歌麿は 3名の中

では高径が小さく， 1pfil径やや大きく，特に乳頭幅が大

歌麿 E.英泉 F.国貞

SD 平均 SD 平均 SD 

18.63 1. 83 20.86 2.92 24.30 1. 50 

15. 71 0.93 16.25 1. 16 16.12 1. 43 

14.91 1. 07 15.78 0.80 16. 12 1. 19 

18. 11 1. 75 20. 14 1. 06 21.30 0.78 

83.27 1. 39 80.92 1. 49 81. 55 0.99 

72.93 2.03 71.23 2.10 70.59 1. 47 

60.26 1. 41 57.68 1.83 57.90 1. 10 

44.66 1. 22 42.47 1. 17 41. 80 1. 24 

12. 79 1. 50 14.64 1.61 15.01 1. 55 

21.11 1. 74 18.37 2.28 19.60 0.82 

14.97 2.25 13. 85 0.90 13. 76 1. 96 

27.11 1. 81 25.67 0.38 25.54 1.01 

19.44 1. 12 18. 98 1. 00 18.55 0.63 

表5 グループE司 Fにおける絵師の頭身示数

頭身指数平均

E.栄之 8.02 

E.清長 8.33 

E.歌麿 7.88 

F.英泉 6.87 

F.国貞 6. 71 

きい. 1青長は栄之，歌麿よりも高径が大きく幅径は比 表6 全頭高下端と肩峰高の高さの差

較的小さい．このことから 8頭身の浮世絵と称される

清長は，人体の部位高さと小さい顔が美しいプロポー

ションを感じさせ，表情が豊かであるとされる歌麿は，

他の 2名に対して中間的な顔の大きさと上半身の幅の

広さによって，現実的な理想像としての人体を感じさ

せると言える．

Fでは上述の 3.1の計測結果から，幅径が広く短い

四肢長の人体表現が特徴であった.Fの2名の絵師は，

幅径では国貞が大きく，高径は栄泉が大きいが，計測

値の傾向は非常・に類似している．このFの時期の浮世

絵には，その容姿をたとえた猪首とし寸表現がある．

この点について全頭高下端と肩峰高の高さの差を表6

で見ると， Fでは他のグループと比較してこの差が小

さい．このことは肩の位置と顔面の位置に差が少なく ，
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A. 1600～1625 

B. 1625～1650 

C.1675～1700 

D. 1750～1775 

E. 1775～1800 

F. 1825～1850 

G. 1850～1875 

全資料平均

現代成人女性

全頭高

平均＝

(a) 

14.48 

13.26 

13. 93 

14.44 

12.45 

14.81 

13. 06 

13.52 

13.98 

肩峰高
身長ー肩峰 (c）ー（a)=

平鈎＝
高（b)=(c) 高さの差

(b) 

83.3 16.7 2.22 

81.89 18.11 4.85 

75.61 24.39 10.46 

81.75 18.25 3. 81 

83.46 16.54 4.09 

81.21 18. 79 3.98 

81.47 18.53 5.47 

82.24 17. 76 4.24 

80.9 19.1 5. 12 



表7前頭面に対する浮世絵ポーズの描写比

前ウエス
股下高 全頭高 身長

卜高

A. 1600～1625 1. 01 1. 00 0.92 1. 03 

B. 1625～1650 1. 02 0.99 0.98 1. 03 

c. 1675～1700 1. 00 0.97 0.90 0.93 

D.1750～1775 1. 00 0.98 0.95 1.03 

E. 1775～1800 1. 01 0.98 0.93 1. 03 

F. 1825～1850 1. 00 0.97 0.90 1. 02 

G. 1850～1875 1. 01 0.98 0.96 1. 04 

全資料平均 1. 01 0.98 0.93 1. 03 

頚が短いことを示している．さらに正面直立状態に対

する浮世絵のポーズ各部位の描写比を表7に示す．こ

の描写比は，浮世絵の人体の傾きや伸縮を表わすもの

で， lに近いときにはそれらが小さいことを示す．具

体的に値がlよりも小さい場合には，浮世絵の人体が

直立状態よりも傾斜し小さく縮んで、いることを示し，

lよりも大きい場合には直立状態よりも伸びているこ

とを示す．この表から Fは他のグルーフ。と比較して全

頭高の描写比が大きく，それは下方へと傾いているこ

とがわかる．これらの結果から，これまで言われてき

たFについての猪首とは，見かけ上の頚の短さと頚の

下方への傾きから受ける印象を表現したものであると

言える．

3・3 浮世絵の胴部プロポーションの特徴

女性の胴部のmむ伏において肩部，胸部，腰部の幅や

表8 1岡部幅径のバランス

（ウエス卜幅を 1とした場合）

肩峰幅 胸部横径 ヒップ幅

A 1600～1625 1.27 1.02 1.23 

B. 1625～1650 1.21 108 1.28 

C. 1675～1700 1.04 0.95 0.96 

D. 1750～1775 1.41 1.15 1.22 

E. 1775～1800 1.26 1.02 1.24 

F. 1825～1850 1 41 1.02 1.3 

G 1850～1875 1.26 1.09 1.13 

全資料平均 1.31 1.04 1.24 

現代成人女性 1.54 1.19 1.46 

表9 1同部高径のバランス

（肩峰高と乳頭高の差を 1とした場合）

乳類高ー前ウエスト高
前ウエスト高一股

"F高

A. 1600～1625 0. 75 1. 02 

B. 1625～1650 0.84 1. 27 

c. 1675～1700 1. 19 1.61 

D. 1750～1775 1. 21 1. 43 

E.1775～1800 1. 19 1. 49 

F. 1825～1850 1. 28 1. 52 

G. 1850～1875 1. 26 1. 52 

全資料平均 1. 18 1. 45 

現代成人女性 1. 01 1. 64 

高さのバランスは，寸法では把握できない汗刻犬の具体

的な特徴を表出字る．そこで胴部の幅径項目と高径項

目について，プロポーションを算出し，グループごと

の平均値を現代成人実測値と比較した．

表 8は，ウエス トを基準とした場合の肩峰l隔，胸部

横径，ヒ yプ幅のバランスを示し，表 9は肩峰高と乳

頭高，股下高の位置のバランスを示す．幅径のバラン

スでは，浮世絵の人体はウエスト帽を基準とした場合，

現代人と比べて肩峰幅，ヒップ幅ともに小さい．また

胸部横径とヒップ幅の差も現代人と比べて小さい．高

径項目の位置のハランスを見ると，乳頭高の位置から

ウエスト高の位置までは， A, Bを除いてどのグルー

プも現代人よ りも長い．またウエスト高の位置から股

下高の位置までは浮世絵のほうが現代人よりも短い．

これら幅径と高径のバランスの結果から，浮世絵の胴

部のプロポーションでは 胸の位置からウエストまで

が肩峰高と乳頭高の差よりも極めて長く表現されるこ

とが多かった．すなわち浮世絵の女性の多くはずん胴

型に表現される傾向が強かった．

4. おわりに

本研究では，浮世絵に描かれた人体汗~I犬を手掛か り

として推定される人体の形状を描出し，人体各部位の

寸法やプロポーションを算出するという手法によって

人体寸法のデータベースの構築を試みた.17世紀前半

から 19世紀後半までの浮世絵49作品の女性の人体形

状について分析し，その特徴についての定量的分析を

行った結果，異なる絵師であっても同時期においては

人体形状の捉え方には共通性が見られること，人体の
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部位の捉え方には時期的推移が強く見られる箇所，見 12）篠崎（1998）女性の美しさ （1 ）←ワコールが提

られない箇所があること，現代成人実測値と比較して 案する美の基準「ゴールデンカノンについて」

くびれの少ないずん胴型の人体を描いていることを指

摘した．

このように絵画資料の定量的分析から得られる当時

の人体す法や体形に関して意味のある情報は，生体計

測値や写真などのなかった時代の人体を知る手掛かり

となり，種々の分野で絵画を活用する可能性が聞かれ

ると考えている．本研究では浮世絵の人体育タ｜犬を着衣

の上から推定し，描出する方法を行ったが，より有用

な人体寸法のデータベースを構築するためには，資料

とする作品数を絵師ごとに偏りなく取り上げ，著名な

作品のみならず，より広範囲の作品を対象に加えてい

く必要がある．さらに今後の課題として，着衣で見え

ない部位についてより正確に描出するため，着物およ

び帯の着衣形、｜犬についての分析も取り上げたい．
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縄文語による地名語源の解釈

一山名の倒を中伽に一

Interpretation on the Present Place Names 

in Terms of JOMON Language 

Focus倒 onNames of Moun也ins一
永田 良茂 （縄文地名研究家〉

Yoshishige Nagata CJOMON Place Name Reseacher) 

神戸市北区泉台 2-9-9 

2-9-9,lzumidai,Kita-Ku,Kobe-City，、Japan

あらまし：我が国では地名学が成り立たない。幾世代ち引き継がれてきだ貴重な文化財である地名が、昨

今、簡単に消されたり、根拠のない語感のみで新しく作られる傾向があり、単なる記号としか服われてい

ない。「縄文語は？イヌ語に引き継がれ、原型を残している」という仮定の下に、各地の縄文地名の意味

を明らかにし、地形と照合出来るものであるという多くの結果を得られれば、縄文語・縄文地名の証明に

繋がるはずである。本稿ではその考え方の概要、古代人の自然に対する感じ方やアイヌ語・日本語の関係

などの概要を述べて、アニミズム（人体語〉と言われる地名倒、特に山地名を中山に具体例を地形で示す。

SumπlfilY: In Ja凶 n,T oponymy (study of place-names) has not凶 enestablished. For generations. 

traditional place-names have been 町田ervedand also been precious cultural assets. But. in recent 

days, they are sometimes changed with new nam田 madewith cheep feeling. It looks like that place 

-nam田 arenow considerd as non-cultural symbols. Here, we have a hypothesis that JOMON langu 

-age is taken over to the刈NUlanguage that kee回 primitivemeanings. Based on the hypothesis. it 

could be shown that most of place-names can be interpreted in terms of JOMON language, similar 

to AINU language, by det配 tingcoincidence between each of place-names and description of its 

geographical features in terms of JOMON language. In this paper, a method to compare place-

nam白 withJOMON words is presented. It is also discussed what the ancient JOMON people 

thought of the nature and how it was to 回 relatedto AINU language and the Japanese language. 

Finally the so-called animism is illustrated by some examples of place-names and their geographical 

featur田 ．

キーワード： 縄文地名、アイヌ語、語源、地形、アニミズム、地名学

Keywords :JOMON place-name, AINU language, Etymology, Geographical feature, 

Tooonymy 

1 .はじめに

「縄文文化はアイヌ文化にひきつがれ疋。Jと

梅原猛は著作などを遇して言われている。［1 ] ' 

[2-5］なと

このことは、アイヌ語の地名用語で地名を読み解

き、当時の考え方を想定し、その結果が当時の生

活条件や地理条件に合致するものである多くの例

を提示することで証明出来ると考えている。

故、知里真志保はアイヌ地名を調べる人のため

「地名アイヌ語小辞典」等を残された。［6, 7] 

抱合語であるアイヌ語の語源分析などを通して、

アイヌ語の基本単語としても貴重であり、アイヌ

語語源分析方：去が地名を解読する上で重要であり、

日本語の語源を探る上でも必要であると考えてい

る。

一方、地名に関して日本語語源学の吉田金彦は
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「地名学の三大要素は歴史・地理・言語の三科学

が基本」と述べられ、我が国の地名研究の必要性

を述べられている。［8]

今日までの歴史、言語学の誤った方向、または

未熟な結果が地名研究停滞の一因に思える。

（先生方の敵称は省略させて頂く。）

2.地名の位置づけ、言葉の位置づけなど

(1)地名の位置づけ

狩猟・採集・漁労生活をしていだ古代人にとっ

て、文字のない口こみだけの社会にあって、地名

がどのように名柑けられ、伝えられてきだかを推

定し、現状の地名の位置づけを考えてみよう。

表1.縄文地名の発生と推移の推定’ー’一・一一 一一一一一 ー←・一

1名付けられた当初の地名（縄文地名〉

当時の言葉で詮ちが分かるちの

（口家伝jj;としての地図機能）

生活環境や地形の特徴をよくホレ

、ユニークな甥所を特定できた。

（行動範囲の甥所特定機能〉

1也名用語とレての言葉は広く共通に使われていた。

（共通地名が広く分布している〉

2弥生時代以降の地名の扱いは？

生活・文化の大きな変化l」対しでもそのまま

継続して使われたちのも多かった。

地名の言葉の元の意味は全く失われてしまった。

（縄文語 ・縄文文化は急激に失われた。〉

漢字地名として宛われた地名は当時の音韻を

大事に引き継いだ。 （漢字による当て字表記〉

3現状の地名研究に対する私見

古い文献や伝承をもとl」地名を解釈している。

（ヤマト言葉や漢字による解釈で縄文地名

としては間違った解釈〉

f申名および人の苗字や名前から地名が生ま

れたと考えている例が多い。

（通常は地名が先では？〉

当てられた漢字をちとに地名語源と考えている

爆合ち多い。

(2）古代人の自然感、地名の考え方

縄文時代は約1万3前年に始まり、約1万年平

穏に続いだと言われているが、地理的な変化を考

えるときに、とても平穏無事と思われる状況では

なかっ疋であろう。縄文時代を取り巻く地理的歴

史観から特徴的な事柄を取り出すと、約2万年前

まで氷期の最終段階を迎え、海面は現在より約

100m恒く、日本列島は北は樺太を介して、西

は朝鮮半島を介して大陸とほとんど繋がっていた

が、温暖化が始まり約5干5百年前には温暖化の

ピークを迎え、海面は現在より約10m高く、日

本列島ち細々となっていだ。その後、波状的に温

暖化、寒冷化を繰り返し、現状に至る。

厳しい自然環境の中で、太地、山や川などを手

に負えない人の力の及ばない、どうしようもでき

ない生き物として考えだのは当然と思われる。一

般的にアニミズムや自然崇拝といわれている。

そのような中で、山を頭に見立てたり、岬を7フ

ゴや鼻と見たり、多くの地名でアニミズムの世界

を見ることができる。

(3）縄文文化・言葉の位置づけ

縄文文化が始まる以前の旧石器時代は、大型の

野獣を追って大陸から人が渡ってきだが、温暖化

と共に南から海を渡ってきだ人々の生活と共に縄

文文化が始まったと考えられる。

縄文文化、縄文語を取り巻く歴史経緯は下記の

ようである。

表2.縄文時代を取り巻く文化・言語に関する歴史観
年代 事項 内容 特記事項

旧石器時代

1. 3万年
移動、狩 石器を用い、大型獣を追い求める マンモスハ
猟生活 狩猟生活 ン~ー逮

前まで
大陸とほとんど後続しており、文化・

の到来
言語のポーダレス社会であった。

縄文時代

1 3万年 土器出現
定住生活の始まりと共に縄文土器 縄文土器の
の出現により生活革命が始まる。 各地出現

前から
大陸と切り離され、列島化と共に独
自の文化・言語が発展する。

5千年前 文化の均 温暖化と共に人々の移動で文化・
人口の東

頃 一化 言語の共遜化が促進される。
北・関東地
方への偏在

人々の聞では平和な生活が約1万
2. 3百年 年間続き、好奇心旺盛な人々は土

縄文地名
前まで 地土地に生活や文化や地形特徴を

伝える地名を細かく名付けた。

弥生時代

2. 3百年
水回稲作技術と共に軍事・政治ノウ

前から
倭国大乱 ハウを鎗えた人々の到来は新たな

文化や生活革命を起こした。

数百年間

古噴時代以降

弥生語化 縄文文化・縄文語は早々に消滅し
進展 ていって、忘れられた。

.も古い文献である古事記、日本

1. 7百年
書紀、各地の風土記の地名説話は 縄文地名の

古い文献 とってつけたたわいない説話であ 元の意味の
前から

り、完全に縄文語、縄文地名の意 消滅
昧が消滅したことを伝える。

地名の文 地名の音韻は大事にされ、漢字地
縄文地名の

字化漢字 名化なされたが、意味は事離してし
扱い

化 まったものが多い。
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(4）日本語とアイヌ語

片山龍峯はその著作［9］において、日本語と

アイヌ語の語意において、いくつかの視点から姉

妹語であることを追求されている。

一般的な共通点、相違点は下記のようである。

表3.日本語とアイヌ語比較

共通点

No 項 回 備 考

1語順が同じ 単語の置き換えで棺互互換可能

2単語の母音 5母音
一時期、上代8母音説はあった
カf

3名詞の複数形がない

4多くはないが共通の単 語根の共通性、動詞の共通性
語 は多く指摘されている

相違点（現代日本語に対してアイヌ語の特徴）

No 項 目 備 考

1子音終わり（閉音節）の 方言では閉音節単語は各地に
単語が多い 見られる

2濁音がない 正確には濁音も清音も区別しなl

子音はk,s. t, n, h, 
子音の表し方は異なる方法を

m, y, r, w. p, (ch）の
採られる人もいる10または11種

3動詞の活用形がない 動詞の過去形、未来形などない

片山龍i峰は日本語動詞の未然
形と同じものが多いことを指摘

4一部の動詞は復数形が もともと別の動詞と言われてい
ある る
名詞のニ人称形（強調

5形）では語尾が変わるも 日本語の開音節化と関係ある
のがある（閉音節が開 ヵ、？
音節へ）

日本語古語には語頭の r音
6 ~音頭！こ r 音が立つも は無かった（古朝鮮語など）とす
のが多い るウラルアルタイ語系説も一時

あった
語根レベルの単語に対して知

7単語に二重母音はない 里A志保先生の主張（地名に
おいては重要）
語根レベルの単語に対して知

8単語に二重子育はない 里真志保先生の主張（地名に
おいては重要）

9基本的な語嚢に多くの 日本語でも方冨を含めると多い
単語がある ものがある
頭に対して pa,pake. 

sapa,key,rum.eーなど

10抱合語的特徴

分子の単語に対して、
北方からの混入と言われる

原子の単語から合理的
(kotan：村）、（itanki：腕）、（chasi:

に構成されている。例
(etu：鼻）Iま（e-tu：頭、 砦、柵）などと異なり、古い語源

顔・峰）から
が明確

梅原猛は著書［4］において、日本語古語の動

詞の中で約半叡がアイヌ語動詞と何らかの関係が

あると指摘されている。

地名への摘要に関して、地名用語としてのアイ

ヌ地名用語の基本単語を覚えだ上で、上表との関

係に置いて、次のようなことを留意すると、アイ

ヌ・縄文語への変換を容易に行うことができる。

－地名の漢字に惑わされず、音韻を正確に読む0

・語源分析j去を有効に使う。（相違点IOI頁の応

用〉

－濁音は清音に置き換える。（相違点2の応用〉

．子音終わりの単語の語尾は蛮化しやすい。

（相違点I)

＊子音が取れるもの

＊母音が追加されるちの （相違点5の応用〉

．二重母音の単母音への変化 （相違点7の応用〉

倒 so-nai：滝Jll → so ne：ソネ

ar-moy：もう一方の入り込んだ所

→ arima：有馬

－二重子音の単子音への蛮化 （相違点8の応用〉

例 atuy-ta海の所→ atuta：熱田

inaw-pa：幣揚、祭揚→inaba・稲葉

3.縄文語・縄文地名の理解の仕方

先述の梅原猛、片山龍峯など 「縄文語はアイヌ

語に引き継がれた。」などの言語に関するものであ

る。地名などに関しても著書 ［11 .1 2.1 3.1 4 J 

など各地にアイヌ語地名が多いことを指摘されて

いる。

筆者の方法は下記のような演揮法的な三段論活

である。

・前提1.縄文語はアイヌ語に引き継がれ、原型

を残している。〈仮説） [1 -5. 1 5. 1 6］等

梅原仮説とでも日早べるものであろう。

・前提2.地名は数千年の使用に耐えるものが多

い。

だとえ、文化・言語が変わっても地名はそのま

ま使われる倒が多い。北海道のアイヌ地名などす

っかり日本語地名として定着している。ハワイの

地名ち多くが現地のポリネシア語で貴重に残され

ている。［1 7] 

・結論 ：前提1.および2.の結果、多くの地名

がアイヌ語地名用語で読み解け、かっそれらが

歴史的地理条件まだは歴史的文化条件に合えば

前提1.および2.は認めることができる。

歴史的地理条件とは縄文時代の地形や地理特徴

など、現在に残され保っていると推定出来ること、

また、歴史的文化条件についても、縄文人の生活

や行動様式に照らして当時の状況を推定出来るも

のなどであろう。
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地名をアイヌ語で読み解ける例として、先述の大

友幸男、鈴木健や小島俊一の著書倒があり、地形

などと照合した例は拙書［1 8］でも多くの例を

あげだ。

ここでは縄文時代から地形の特徴を残している

と思われる山名を中山に、言葉の意昧と地形図と

山容などの日視地形とを照合してみよう。

4.地名の具体側、山や岬名を中山に

(1)末地の頭としての山の倒

古代人は太地を生き物と考え、山をその頭と考

えていた。アイヌ語で「頭」に相当する単語は

e-,pa,pake,sapa,key,rum などあり、これらの

言葉を含むと思われる山名倒を男てみよう。

なお、各地名・山名などの説明を以下の順で列

記する。

－地名・山名など 漢字読み

縄文地名相当アイヌ語地名用語日本語訳

その他参考事項

I君所 住所 標高 m 

地形図 20万分のーまたは4万分のーの縮

小地形図

山容 力シバード撮影像

（地形図から復元した疑似目視図〉

地形図、山容図はダン杉本氏の提供されて

いる「力シミール地図」から、フリーソフ

トを活用させて頂いた。

1) eーに関する山の倒

－恵庭E 工二ワダケ [6］から

工二ワ e-en-iwa：頭・尖っている・岩山

下記の他、 e-en の例

山梨県塩山（塩山（I/ザン）市〉市塩ノ山

福井県福井市円山（工河川 1丁目 など

北海道千歳市

孤島十三， > ' r.: '"'n::i.-9AtlJ 
f品平行 ’ ー － I : 

南から男た恵庭岳

・恵比須岳工ピスダケ

エピス e-pis-un：頭・浜（尾〉・ある

（頭が尾を向いている〉

海老の語源と言われ、川の水源ち eー で

あり、水源が浜側にある揚合にち工ビス地

名が多い。工ピス信仰の関連地名と言われ

ているが元々は山、川の地形に起因したも

のだろう。

工ピス地名としては恵比須、恵比春、胡、

実、戎、蛭子、えびすなど、工ピ地名とし

ては海老、江尾、蝦、揖斐、えびのなど

岐阜県大野郡丹生川村 乗鞍岳の北の所

標高2.831m

南から見疋恵比須E

z ・、－ー 『ω ー｛・－－.』
情二千円 ト 一・1うて〔L ・k ・( 表4 エビス山の分布

℃？”村ン 怒隠6 怯;;i''／：司、‘ ＼！ 読み 漢字地名 場所 標高mNo またの名

； d山了o;j·~· 内事長室
T ・’ふ－·－c. ぃ T~ 'I 

/ ' I 『が－，～’ Ill.

岳j ・i ・( 守二 ~＇；＇＇

州ω I L換え
叫抽。 I ご --'-・( 

， 
，~ I 

1工ピλ 恵比須箆山 青森県下北郡佐井村 283 

2 恵比須森
岩手県岩手郡松尾村、

1496 
二戸郡境

3 恵比須峰 二ツ峰
新潟県新発田市、北蒲

1462 
浦郡境

Ii 
交場J 'lt." 

・＇＂＇－
4 エピス大黒の頭

群馬県利根郡、新潟県
1888 

南魚沼郡境、
5 恵比須岳 岐阜県大野郡丹生川村 2831 
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－属帽子山工ポシャマ

工ボシ e-oo-us-i：頭・子供・つく・もの

（山／山頂に小山がある山〕

烏帽子は神主がかぶるものであるが、帽子

の語源と言われている。アイヌ語の

(e-pa-us-i：頭にいっち乗っいるもの〉

から出たものと同じであろう。地名の揚合

帽子の語源よりは上記が正しいのでは。

熊本県阿蘇郡白水村、長陽村境

阿蘇山内輪山、火口の西南、草千里の東

標高1.337m

烏帽子山の南東約1Kmから見疋所

北海道から鹿児島まで、鳥帽子山が43力所

馬帽子岳が58力所確認出来疋。

2）悶，pake，田paに関するちの

－八甲田山ハッコウダサン

／＼ッコウダ

pa-ukaw-ta：頭・重なり合い・所

〈山／山頂が重なり合っている所〉

pa → ha/wa 音韻のゆるみ現象と

言われている。

青森県青森市 標高1.584m
句作童 胃中行軍遭維事調悔•C 133 .C ．事園内予温晶 、
古 ． － R 回代平

主舎 .fi ・ ［＼ 89 

a._..i曹崎 前－ ;・ ・lllS2 ,,1・ 毒 、

西北の上空2.100mから見た八甲田山

戸てτ~~手当常去五桜お誕百
I ＿－：・ぐぷ~［~て＇！:;.r；，：ソ十
~：~t~~~i仇：ト＼：：イ

－博土山ハカセヤマ

ハ力セ pa-kas：頭・越える

（山頂を越える（道のある山〉〉

福島県沼沼郡柳津町、大沼郡境

標高1.482m

記6 ’E十芳仁、 {., .ぺ 11-. . I F ー、 iき
'・¥' r －~~令子 さむじ的v ιdi＇事務 I ~ ＇：·，／ ~ 
－ム 1:.c• ・ , ~ '<. 10:11i；，~ •• ''' f / 

．’； ，／琵古 ) .. ,_ " .-•• .--:・ IL -:・> 
・' I／、’ ／

/,, ‘ “ 博士山.,,.: .. .－~ .-,"'I『 ： 
1·.s.az.a.~博士山 3・~I I ’ 

I •• ...... "# ｛＇＇－ ~ ・·：.. ：＂ゾ、 l’，
一／ 、 a干 自門店 ‘ l ‘ 

J、． ) ～－／匂一 ~ .. '. _,, ,・/ 二． I ，弐匂＂一

•f l 一・－・-- ’ ¥.. 1' ::. ... ~ r【』了牛
.. . ~ ... ‘h ’闘”・ 5

田市1.,¥_ ’い...~， ..守 汗 ｝純子

西から男た博士山山容
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・羽毛山ハゲヤマ

ハケ pake：頭、頭の所

福島県南会津郡伊南柑、槽枝岐（tJIY~）柑境

標高1.347m

－佐和山サワヤマ

サワ sap a：頭、前に出疋頭

沖縄、読谷柑の残波岬、青森県南津軽郡大鰐

町鯖石、福井県鯖江市など
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－筑渡山ツクパサン

ツクパ tukpa：突く・頭

（突き出している山頂）

茨城県つくば市、真壁郡真壁町、新治郡八郷

南から見た筑波山

左山頂が男体山、石が女体山

－稲葉山イナパヤマ

ここでは集落の裏山が祭場に使われた。

関連地名：

イナパ地名稲葉、因幡、稲揚、稲庭、

伊奈葉など

イナオ地名 inaw：幣揚、祭揚

稲尾、稲生など



イナサ地名 inaw-san：幣・棚

稲佐、引佐、伊那佐など

イナリ地名 inaw-ri：幣揚・高台

稲荷、稲成、飯生、伊成、

居也など

表 5.イナウ関連山名の分布

読み 漢字地名 またの名 場所 標高m

イナオ 稲生山 長崎県島原市 820 

イナオ 稲尾岳 鹿児島県肝属郡内之浦町、佐多町境 930 

イナハ． 稲葉山 福島県相馬郡飯舘村 506 

イナハ． 稲葉山 富山県小矢部市 347 

イナハ． 稲葉山 鳥取県鳥取市、岩美郡国府町積 249 

イナハ． 因幡三山 面影山 鳥取県鳥取市、岩美郡国府町境 100 

イナハ． 因幡三山 甑山 鳥取県岩美郡国府町 100 

イナハ． 因幡三山 今木山 鳥取県精美郡国府町 89 

イナサ 伊那佐山 奈良県字陀郡榛原町 637 

イナサ 稲佐山 長崎県長崎市 340 

イナリ 稲荷山 青森県北津軽郡小泊村 30 

イナリ 稲荷山 岩手県盛岡市 322 

イナリ 稲荷山 岩手県盛岡市 233 

イナリ 稲荷沢山 稲荷山 秋図県由利郡、雄勝郡羽後町境 324 

カイナリ 員鳴山 福島県南会津郡田島町 1222 

イナリ 稲荷山 栃木県黒磯町 298 

イナ＇） 稲荷山 茨城県久慈郡大子町 461 

イナリ 稲荷山 長野県南佐久郡臼田町 750 

イナリ 稲荷山 島根県八束郡美保関町 254 

イナリ 稲荷山 滋賀県高島郡新旭町 180 

イナリ 稲荷山 静岡県引佐郡引佐町、細江町犠 75 

イナリ 稲荷山 京都府京都市 233 

イナリ 稲荷山 大阪府泉南郡岬町 60 

イナリ 稲荷山 和歌山県海草郡野上町 319 

イナリ 稲荷山 和歌山県東牟婁郡古座川町 365 

イナ＇） 稲荷山 向山県高梁市 418 

イナリ 稲荷山 岡山県児島郡灘崎町 154 

イナリ 稲荷山 香川県高松市 166 

イナリ 稲荷姫塚 紫雲山 香川県高松市 170 

3）山m に関するもの

大分県別府市 1375m 

南から見た鶴見岳

(4) key に関するもの

・建頭山ケイトウザン

ケイトウ key-tu：頭・峰

key-tu-o:Ll.J峰の裾

（山の峰の山〉

key-tuk：頭・突き出す

岩手県間貫郡大迫町、下閉伊郡川井村境

西のやや上空から男た鶏頭山

？？「
・鶴見岳ツルミダケ 左は毛無森、中央手前から鶏頭山、中E、

ツルミ tu-rum-i:2つ・頭 （双頭山）

-67-



中央が武尊山南から見た武尊山

一副誠

日本武尊（ヤマトタケル〉の伝承か

ら柑けられだ漢字地名

オモシロヤマ

東から見疋面白山

関連地名として、オモロ沢もある

左側に西穂高E、右側に明神E、前穂高E

中央が穂高岳
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oo-ta-ka：子供・切り立つ・上手

（小山が切り立っている上手〉

群馬県利根郡水上町、川揚村境

十〆川吋Wアヂ切司司開明

ド 〆＼’.~；：， ，，~［ ＇~ 
ホタカヤマ－武尊山

ホタ力

山梨県南巨摩郡大島の小室（抗日〉沢の山容

‘ 
-＇ ~誕生噂神社

中央やや下の丸い山の麓がオモ口沢、右手の

小さい山の麓が馬込（マ了メ〉手前は富士川

小室沢 オモロ o－円10「O

川口・岡・多い

ma-kom-e 

小さい・コブ・山

面白内（オモシロナイ） J II地名もある。

マゴメ馬込
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5.地名分類とそれらの代表倒

拙稿［1 9）から例を示す。

表 6.縄文地名例の分類

No大分類地名例 縄文語解釈伊l
分類

1神事に関する地名例

稲佐山など inaw-san 

茶臼山など chasi 

愛宕山など a-tapkop 

金毘羅山など kamuy-pira 

kom-oora 

足立山など a-tat-i <a-ta「i

権現山など kom ke 

二回など (kamuy-) mintar 

2 自然地名~J
-1山（岡）地名

毛無山 kenasi 

<kene-us「

駒ヶ岳など kom-ka-ta ke 

浅間山 asa町、
<a-sam 

字部 humpe 

<hur-oe 

百合 1-hur-1 

-2岬（山崎）地名

江戸地名 etu 

ノツ地名 not 
not-kew 

サパ／サタ地名 sa-pa 

san-pa 

sa-ta 

エサキなど e-san-key 

e-sa-us-1 

長崎など na-ka-san-kev 

-3海（湖）地名

アツミ地名など atuv-muv 

Jレリt也名 rur 

セト地名 sep-t。
静岡 si-to-o-ka 

-4川関連地名

ナ力士也名 na-ka 

ソネ地名 so-nay 

ソベ地名 so-pet 

タタフ地名 tattar 

ワダ地名など wattar 

服部地名 hattar 

トネ地名 to-nay 

-5その他の自然地名

オタ地名 。ta
ウフ地名 ura 

<uta 

サン（ダ）地名 san 
san-ta 

サカ地名など sa-ka 

sa-ka-i/ta 

キサ地名 kisar 

ツシマ地名 tu-suma/sima 

マツt也名 円iatu

3生活・文化地名

相生地名 ay－。－1

イク（タ）地名 i ku ta 

チクシ地名 ch「kusi 

カスガ（イ）地名 kas ka-i 

アピコ地名など apir-ko 

結城地名など 「uk-i

冗の意味 備考

幣・棚 祭場，事l佐、稲佐神社など
砦、館 祭場

重量らが・タンコブ山 祭場，愛宕神社など

神・崖 祭場；金刀比羅、金毘羅、

コブ山・崖 金比羅、金比良、琴平神社など

我ら・踊る・所 祭場；足立神社、安達神社など
コブ山・所 祭場；権現神社など
神の遊び場、庭 ニ回（ミタ）、ニ原、ニ春神社など

川岸の木原、雑木林 毛無森、怪無山、毛根など

ハンノキ・若手生する・所

コブ・上手・切り立つた・所 駒形、駒頭、駒見、昆布山など

奥まった所 浅間神社もある。
我らの・領lj

鯨（岡）

岡・もの

それ（神）・その岡

• 見I］表 参照
顎（アゴ） 野津、野付、能登、野戸など

顎骨 野毛、野木、能畿など
前・頭 佐波、鯖江、佐波江など

前に出る・頭 残波、三波など
前・所 佐回、佐多、佐太、佐田、佐陀など

そ」1－・前に出る・頭 江崎、恵山

頭・前・つく・もの 江差、江刺、枝幸など

水・上手・前に出る・頭 長崎（山）、中崎、永崎など

海／湖・入江 渥美、温海、熱海、安住、安曇など
海／湖 るり沼、瑠璃、瑠濡渓など

広い・海／湖 瀬戸、摂津など

大きい・海・そ』・上手

水・よ手 那珂川、中川、那賀川など

滝・川 曽根、仲宗根、庄内、曽内など

滝・川 楚辺、曽部など

（水流が）踊り踊りする 多々良川、竜田川、多国川など

滝名、海岸名との関連

水のよどみ、j賄 和田、 j度、旦理、j度利など

淵 服部

海・川 利根川、万根山など

浜、砂浜 小田、尾目、織田、太田など

浜、砂浜 各地の浦地名

（大水が）出る ニ肉（丸山遺跡）、ニ瓶川

（大水が）出る・jiJT 三回（サンダ）など

砂浜・上手 嵯織、佐賀など

砂浜・上手・所 堺、坂井、酒田、境港など

耳 伊岐佐、木在（キサフ）、木更津、吉舎など

一つ・岩山／島 対馬、津島など
入り込んだ入江 長崎、佐賀県の松浦地名など

イフクサ・群在する・所 相生地名は都市には多い。

イフクサは古代人の糸、麻布の材料

それ・呑む・所 生田、菊田、菊水など

我ら・越す・所 筑紫（福岡）

古代の交通の難所、橋のない川

徒渉する・上手・所 春日、春日弁など
古代の交通の難所、橋のない川

獣道・所 阿毘縁（アピレ）、我孫子、安孫子など

狩猟場

それ（獲物）・取る・所 由岐、結城神社など
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上記表の中で岬、山崎地名の地名である、工ド

地名は特筆すべきものがあり紹介する。なお、地

形としては現在の皇居、江戸城の辺りの工ド、か

つては古沼内湖／海と呼ばれ、大阪城の辺りに突

き出した岬であったイズミ地名など地形として失

われているちのもある。

表 7.いろいろな『エツ』地名例

e-tu：頭、顔の山蜂・地名としては岬、山崎の代表

エツの変化 e→工、イ t u→ツ、ヅ、卜、ド、トウ、ズなど

読み 地名語源 意味 地名例

エツ／エヅ etu 鼻、出崎 金江津、直江津、江津など

江月、江辻、越地、餌釣、道悦、恵
縁、記k塚（エヅカ）、八重津など

エト／エド etu 易、出崎 江戸（ ／井／塚／崎／川／岡など）など

江渡、恵土、丙（エド）、井戸（右／井／
沢）、芦間（コエトイ）、鐙；車、越戸など

エトウ／ etu 鼻、出崎 江東、江藤、絵堂、江堂、恵堂など

エドウ 越道、笛堂など

エス／エズ etu 鼻、出崎 江洲、画図、絵図、江頭（Jll)など

江住、江須（賀／崎／之Jill、江出
（エズル）など

イツ／イヅ etu 鼻、出崎 w；事＼ ／ 汁 ／ 盲Jl/Jl弘 ζJ、W.!lt.弘
y 

焼津、居土、出雲（イツモ）など

イス／イズ etu 鼻、出崎
伊豆（ ／野／穂／島／木／林／
山／尾／昧など）、伊須など

泉弁、出井、井随、出（羽／目／流
/i剣／後／問／角／灰など）

イスミ／ etu-
出崎・入江

泉、和泉、伊豆見、伊豆美、出水、泉
イズミ 町、uy 美、泉水、出海、弁澄など

実隅｛郡、町、川）、伊住、居住など

出島（イズシマ）、厳原

泉（谷／野／名／平／回／陶／原
／山／寺／宮／池／Ill／郷／窪／
下／ケなど）

（大／藤／有／湊／本／小／今／
聾／平／岩／飯／白／徳／栃／米
／島／福／中／増／祖など）泉など

イズモ eh』一 円wy出崎入江
出雲（ー／崎／壇／井／山しなど）、
出本など

イズシ etu-s1 出崎・大きい 出石、井図子など

（逗子、厨子、図師、都志（つし）など
も同類）

イト／イ
伊都、井登、伊戸、糸（ー／弁／魚

ド
etu 鼻、出崎 ／回／島／永／下／我／厳／谷／

野／満／米など）、井戸、井土など

糸魚（イトイ／イトヨ）、井戸（居／石
／内など）、飯土井など

イトウ／
etu .、出崎 伊東、伊藤、位畳、板生、糸生など

イドウ

伊藤田など

6.おわりに

地図を見ながら地名と地形をを追いかけ、縄文

人の気持ちになって、縄文地名として読んでみる

楽しみを伝えだかった。

多くの地名が縄文語 ・縄文文化の反映として見

ることができるという立場から、いくつかの倒を

見てきたが多くの地名語の語源分析とその意昧に

おける地形との照合が、梅原仮説の正しさを証明

する方法であると確信出来る。

このような地名のデータベース化を進め、多く

の人に理解して頂き、広めることが急務であると

考えている。このことが歴史認識、日本語語源な

どの研究にち役立つだろうと確信している。

最後に本発表に際し、ご紹介頂いた大阪通信大

学小沢先生を始め、機会を与えて頂いた協議会の

皆僚に深く感謝いだします。
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奈良文化財研究所航空写真検索システム（？、~ARS）について
NARS : Nabunken's Aerial Photograph Retrieval System 

森 本 晋

Susumu MORIMOTO 

独立行政法人文化財研究所

奈良文化財研究所

National Research Institute for Cultural Properties, Nara 

あらまし：民問視｜！量会社が撮影した航空写真の多 くを、奈良文化財研究所が保管している。奈文

研はこれらの所有権を有してはいないが、写真を学術利用に供する基礎資料として、データベー

スの作成を行っている。保管写真の駒数は180万駒に及ぶが、このほど100万駒までデータベー

ス化が完了した。これは、航空写真のデータベースと しては我が国最大のものである。

Summary: National Research Institute for Cultural Prope口ies,Nara (Japanese 
abbreviation : Nabunken ) has a collection of aerial photograph which had taken by the 
private companies for measurement. There are more than 1 million 800 thousands 
images. We are making a database about these pictures. More than 1 million records 
are already stored in this database. 

キーワード：航空写真、データベース、入力作業、検索システム

Keywords : aerial photograph, database, data input, retrieval system 

1. 航空写真について

航空写真、正確には空中写真は、ある適切な高

度から地表面を撮影した写真であり、精密で高解

像度のものを地図作成などに利用している。本稿

では、作図や計測などに利用できる高品位の写真

のことを取り上げ、観光用や記念撮影のような写

真は扱わない。航空写真は普通、ヘリコプターか

セスナ機から線影される。測量に用いる大判のフィ

ルムを装填できるカメラは大型で重いからである。

幾分簡易な写真であれば、気球やラジコン・ヘリ

コプターからも撮影可能である。

かなりの装備と技術が必要となるために、航空

写真を撮影することが可能な機関は数が限られる。

地図作成に携わっている国土地理院か民間の航空

測量会社数社である。

航空写真は、ある仕事のために慮影される。撮

影されたフィルムは、とうなるのであろうか。民

間航測会社では、撮影依頼者に何を納品するかに

よって変わってくる。依頼者がフィルムの納品を

要求すれば、フィルムは撮影会社は残らなし、。し

かし、多くの場合、発注者は、成果品として航空

写真から作成された地図や、計測された結果の値

などを求めており、フィルムはそのまま撮影会社

に残されている。いわば中間生成物であるフィル

ムであるが、そこには地表面についての膨大な情
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報が写しこまれている。f最影依頼者のもともとの

意図以外にも、さまざまに利用可能なものである。

多くの航空写真が、大規模開発の前に開発計画

用として撮影された。よってこれらの写真はもと

もとの地表の様子を写した最後の証拠である。地
面にはりついている文化財を対象とする考古学に

とっては、きわめて貴重な資料である。

2. 奈文研による保管

開発は続き、爆影が行われ、フ ィルムは撮影会

社の倉庫にたまってきた。このままでは倉庫はパ

ンクしてしまうし、ほとんどのフィルムは再利用

の予定がない。当然廃棄が検討される。写真測量

学会の折などにこのことが話題となり、開発前の

地表面を写した写真はそれ自体文化財であるとい

うことで、当時の奈良国立文化財研究所からの参

加者が、 「捨てるくらいならうちで預かる」と、

撮影後日にちのたったフィルムの保菅を申し出た。

第二次世界大戦終了後、昭和27年までは日本

独自で国土の上を飛行することはできなかった。

このため航空写真も民間会社が撮影したものはな

く、ようやく昭和29年になって撮影が開始され

る。その後、高度経済成長下で大規模な撮影が続

いた。フ ィルムのうち保管の対象からはずれるの

は、原則として撮影後10年を経過したものであ
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NARS 航空写真検索システム 奈良文化財研究所
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り、倉庫の容量の関係から奈文研では、昭和に撮

影されたもののみを預かっている。

まとめれば、昭和29年から63年に民間測量会

社によって撮影されたフィルムのうち、発注者に

納品されず、かっ撮影会社が独自に保管すること

にしなかったものが奈文研にあることになる。

3. NARSの誕生

さて、貴重な航空写真ではあるが、フィルムを

f寺っているだけでは活用できない。どこをf最景5し
た写真か、いつの撮影かといったデータがデータ

ベース化される必要がある。

原則として航空写真には、標定図が付属してい

る。標定図は、 25,000分の1地形図などに撮影位

置を初めとする情報を記入したもので、航空写真

の検索には基礎となる資料である。はずなのだが、

標定図の書式は統一されていないのと、実際には

標定図の記載が不正確であったり、標定図のない

写真、写真のない標定図が多数存在するなどの問

題がある。このため、標定図をもとにデータベー

スが作成できるのは、全体の半分程度というのが
現状である。

では、どうやって写真の撮影場所を特定したら

よいであろうか。それはまさに、写真そのものか

ら特定するのである。写真の中に、鉄道や高速道

路が写っていれば、場所の特定に有利である。海

岸線は開発による地形変化が大きいことがあり、

必ずしも手がかりとして適当でない場合がある。

作業に慣れてくると、山中の写真であっても日本

のどのあたりかおおよその検討がつくようになる。

とは言うものの熟練者をもってしてもたいへんに

時間がかかる作業であることにかわりはなく、写

真によってはまったくどこを撮影したものかわか
ないので、データベースに入力できないこともあ

るのが事実である。

写真そのものを観察して入力するためには、写

真が取り扱いやすい状態でなければならない。オ

リジナルのフィルムは、ひと駒が普通23cm×

23cmあり、ロール状をしている上に、ネガであ

る。これでは、物理的な取り扱いも困難であるし、

フィルムを観察してもよくわからない。そこで、

まず保管しているフィルムから、ポジのマイクロ

フィルムの作成を行っている。マイクロフィルム

のフォーマットは16mmのロールマガジン型を

採用している。これは、 一度に大量の検索が可能

であり、かっ検索に必要な解像度を確保可能であ

るからである。 1マガジンあたり4500駒を格納し

ている。

奈文研で構築した航空写真検索システムをわれ

われは、 NARS（ナルス）と読んでいる。

NARSは、苦労と工夫の連続からなる長い歴史

を持っている。 1973年から1977年。 20万分のl

の地勢図に重ねた製図用フィルムに撮影範囲を手
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作業で書き込んでいた時期から、 20万分のlの地

図よりディジタイズするようになり、次いで、汎

用機にデータベースを構築し、パソコンをフロン

卜エンドと して利用するようになった。この時に

は、前記の方法で、航空写真そのものを、マイク

ロフィルムのビューアで直接見て作業するように

なった。パソコンも2代にわたって変遺している。

その次の段階では、データベースをパソコンに

構築。全国の5万分のlの地図スキャンしてを3枚

の光ディスクに格納。入れ替えて特別の画面に表
示させ、その上に撮影位置をプロットしていく方

法を開発した。地図とデータベースは別の画面に

表示されていた。

4. NARSの今
現在では、データベースをサーパに構築。検索

はネットワークを介してパソコンのブラウザから

利用。入力には入力用のソフトをインストールし

たパソコンを使うというシステムに進化している。

データベースの各フィールドに入力する画面と、

地図を表示するのとは同じパソコンの同じ画面で

ある。しかし、航空写真そのものは、現在でもマ

イクロフィルムのビューアで観察している。そこ

で、写真をディジタイズして、インデックス用の

画像を同一画面内に別ウイ ンドウで表示できるよ

うにシステムを変更した。ただ、このディジタイ

ズには膨大な作業期間費用が必要である。

現所蔵の航空写真の駒数は、約180万駒。マイ

クロフィルム化したものが約120万駒、データベー

ス入力済が約100万駒、インデックス画像をディ

ジタル化したものが約25万駒となっている。

伊東太作 1991 「航空写真データベース構築
に関する研究」 （『国立歴史民俗博物館研究報

告』第30集 pp.87-106)



兼永本古事記・出雲国風土記抄データベースの構築

Construction of“Kanenagabon Koj出・ lzumonokuniFudokisyo・Database”

松本智子

Tomoko Matsumoto 

国文学研究資料館研究情報部

東京都品川区豊町1-16-10

National Institute of Japanese Literatu陀

Yutakamachi 1-16-10,Shinagawa-ku，τbkyo 142・8585,Japan

あらまし：
『兼永本古事記・出雲国風土記抄jデータベースの構築過程を報告する。これは、国文学活庁究資料館原本テキスト

データベース事業の成果であり、これまでにも諸作品のデータベース化を手掛けているが、今回のデータベースでは、

上代の文献に見られる表記の多t!R性を考慮し、特に固有名詞についてはシソーラスを設け検索の便に備えた。データ

ベース・シソーラスともに利用者参加型の形態を目指して作成されたものである。

Summary: 
I will report the method for procee必ng construction of “Kanenagabon Kojiki ・ lzumonokuni 

Fudokisyo”－database.恒 国 お aresult of the p悶ectat the National Institute of Japanese literature.I n出is

database, we made thesaurus,allowing for diverse expression with same meaning in anαent literature. This 

database and thesaurus was made with the aim of the participa位onmodel. 

キーワード：兼永本古事記、出雲国風土記抄、データベース、シソーラス

Keywo吋s:kanenagabonkojiki, izumonokunifudokisyo, database, thesaurus 

1.はじめに

国文学弔庁究剣斗館では、原本テキストデータベース

事業の成果を「国文学噺究資料館データベース古典コ

レクシヨンjとして、これまで n原丘勅語（絵入）J

仁十一代集H吾妻制『歴史物語（栄花物語・対克・

今鏡・水鏡・増鏡）Jを、そして今回紹介する I兼永

本古事記・出雲国風土記抄jをいずれもCD-ROM 

の形で岩波書店から刊行してきた。

この事業の目的は、信頼できる古典作品のデータベ

ースを、研究者をはじめ学生や寸支読者に広く提供す

ることを第ーとする。同時に、本データベースは、全

データの閲覧・再利用が可能であり、 データ記述仕様

を公開する開放型のデータベースとして、また、利用

者によるデータの改変・追加等の編集、任意の作品デ

ータを追加登録しての利用を許容する参加型のデー

タベースとして企画されており、研究補助ツールとし

て利用することが十分可能である。

本データベース事業は、原則として3年からなる基

本作業の後、 4年目に公開という形をとっている。『兼

永本古事記Jr出雲国風土記抄jも、 ①原本からのテ

キスト入力・②専門の研究者による監｛疹作業・⑩ま監

修（各監修員聞の調整及びデータベースとしての仕上

げ）といった作業を2000年から I年ずつ行い、 4

年目にあたる今年3月の刊行に至った。

今回は『兼永本古事記jf出雲国風土記抄jデータ

ベースの構築に関わった一人として、その構築過程を

報告したい。また、本データベースの特徴といえる固

有名詞一覧 （シソーラス）の作成とその展開について

も述べたいと思う。

シソーラスの作成は、国文学研究剣斗館データベー

ス室と、監修員として今回の事業に携わってくださっ
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た上代文学の専門家とのコラボレ）ションによっ

て完成した。このことは、研究が個人による研究に特

化されがちな国文学界において注目すべき研究成果

のひとつと言えよう。

2.底本について

. r兼永本古事制

『古事記jは、和銅5(7 1 2）年に成立した日本

最古の典籍である。 3巻からなり、上巻は神話、中巻

は神武天皇から応神天皇までの時代、下巻は仁徳天皇

から推古天皇までの時代で構成される。

兼永本は『古事記1諸本のうち卜部系とされる 1本

であり、本文決定において真福寺本と同じく最も重要

な伝本である。成立は不明であるが、諸資料により大

永二年が基点と考えられている。現在翻刻された諸テ

キストの多くは真福寺本を底本とするが、その真福寺

本と同様に f古事副の本文として重要な兼永本のデ

ータベース化は、 f古事記j原本に迫るための資料提

供として大きな智未を持っている。

本データベースでは鈴鹿仁氏所蔵の貴重な写本を

底本として用い、全冊のカラー画像を提供している。

〈『兼永本古事記l第一冊一丁表の画像〉

－『出雲国風土記抄j

『出雲国風土記抄jは、天平5(733）年成立した

地誌『出雲風止記』の最初の注釈書であり、天和3

(1683）年に岸崎時照が著したものである。地名

の詳しい考証に特徴があり、今日なお省みられるべき

点が多い。本データベースで使用した島根大学図書館

桑原丈庫蔵本は伝本のうち三番目に古い本文を持つ。

このような資料的価値の高い島根大学図書館桑原

文庫蔵の2冊本・ 4冊本を底本として用い、全冊のカ

ラー画像を提供する。 4冊本の注釈部分および2冊本

本文はこれまで未紹介のものであり、本データベース

での本書全体の紹介は大きな意味を持っていると言

えるであろう。

〈『出雲国風土記抄j第一冊一丁表の画像〉

3.検索システムについて

古典コレクシヨンデータベースは、古典作品のデー

タ（マスタデータ）とそのデータを検索利用するため

のシステム （散文検索システム・和歌検索システム）

で構成される。本データベースでは散文検索システム

を利用。

マスタデータは次の4つの基本領域から成ってお

り、散対食索システム上での各領域とも自在な閲覧・

検索が可能である。各領域の詳しい内容は次頁のくデ

ータベースの基本的な構成〉参照。
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1.本文領域

2.標準化領域

3.注記領域

4. メモ領域



〈データベースの基本的な構成〉

¥A … 作品名 古事記・出雲風土記抄（四冊本）・出雲風土記紗（二冊本）

¥T … 大見出し等 『兼永本古事記jの場合は「序」「神代」「歴代J、『出雲国風土記抄jの場合は

¥M  …小見出し

¥B…本文領域

y ...冊数名

P・・・頁数

L・・・行数

¥C・・標準化領域

V・・・冊数名

P・・・頁数

L…行数

¥D・・・注記領域

V・・・冊数名

P・・・頁数

し－・行数

¥E…メモ領域

V…冊数名

P…頁数

L…行数

郡名が巻名となる。

I兼永本古事剖の場合は「別天神五組など、『出雲国風土記抄jの場合は郡を

構成する地名などが小見出しとなる。巻名の下位項目に見出しにあたるものがな

い場合は「小見出しなしjとする。

底本本文をできるだけ忠実に翻字する領t丸副｜点・連辞符・傍記を除いた白文の形

で翻字する。誤字もそのままとする。

その巻が底本の何冊目にあたるかをV0 lのかたちで示す。

1丁表をP00 l、同裏をP0 0 2というように3桁で表現する。

LO 1というように2桁で表現する。

本文領域の漢字を書き下し文に整えた領域。 f兼永本古事記jでは、真福寺本との

主要な異同を示している。また、両作品とも必要に応じて意味内容を整えるための

校訂を行った。

¥BのVに同じ。

¥BのPに同じ。

¥BのLに同じ。

底本にある傍記を書き込む領域。漢字の振り仮名にあたる部分の仮名（付訓）や

注記などを底本のまま翻字する。注釈的な傍記には＃印を付け、振り仮名と区別

した。

¥BのVに同じ。

¥BのPに同じ。

¥BのLに同じ。

校異や注釈等を書き込む領域。本データベースでは、主要注釈書等の頁情報を付加

している。

¥BのVに同じ。

¥BのPに同じ。

¥BのLに同じ。

マスタデータおよび検索結果はファイル出力が可

能であり、利用者の自在な利用に対応している。

『兼永本古事記Jr出雲国風土記抄jに加え、たとえ

ば7利用者が『日本書紀jを同時に検索できるようにし

たいと思えば、『日本書紀jデータを本データベース

のフォーマットに即して作成し、マスタ登録を行えば、

本システム上で利用可能となり、横断検索もできるよ

うになる。実際に多種多様な本文をマスタにして同時

に検索することが簡単にできるよ うな支援システム

もある。

そして、最たる特徴は参加型のデータベースであると

いうことである。これまで市販されているデータベー

スは、既存データの改変なと不リ用者の介入できる仕様

になっていないのが寸主的である。しかし、本データ

ベースは、利用者がデータを成長させていく参加型の

データベースを提供するという立場に立っており、シ

ステム自体がそれを可能にする仕様となっている。す

なわち、本システムには、標準・注記・メモの各領域

において「編集」機能が付いており、利用者自らがデ

ータを編集することが可能である。参加型のデータベ

ースという所以のひとつがここにあると言える。また、

〈合字について〉

シフト JI S第一水準・第2水準の範囲内に収まら

ない字体については、「・Jとし、その後 ｜｜の中

に偏傍等を記す形でもとの字体を示した。篇傍を＋、
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冠脚を／等の記号で示した。

上代の文献には特殊な文字が多く使われており、

Uniコードでの入力も不可能である。そういった文字

を篇や芳などの部品でひけるようにするための工夫

である。

4.完成マスタデータ

〈完成マスタデータ（古事記）の一部〉

¥A古事記

¥T序

¥M小見出しなし

¥B本文領域

VOl 

p 0 0 1 

LOI古事記上巻〈井序〉

L02臣安蔦侶、言、夫混元、既凝、気象、未致、無

L03名、無為、誰知其形、然、乾坤、初分、参神作

L04造化之首、陰陽斯開、 二霊為群品之祖、

L05所以、出入幽類、日月彰於洗目、浮沈海

L06水、神祇呈於総身、故、太素杏冥、固本教、

L07間識字土産嶋之H寺、元始綿圃｜之＋（墾一土）｜

、頼先聖、

L08而察生神立人之世、寒知懸鏡吐珠、而

〈中略〉

¥C標準領域

VOl 

POOl 

LO I古事記ノ上巻〈井ハセテ序〉

L02臣安万侶、言ス、夫レ混元、既ニ凝リテ、気象

、未ダ＊効レズ（＊敦）、

L03名モ無ク、為モ無シ、誰カ其ノ形ヲ知ラム、然

レドモ、乾坤、初メテ分レテ、参神

L04造化ノ首メヲ作シ、陰陽斯ニ開ケテ、 二霊群品

ノ祖卜為ル、

L05所以ニ、幽顕ニ出入シテ、日月目ヲ洗フニ彰ハ

ル、海

L06水ニ浮ヒ沈ミテ、神祇身ヲi係クニ呈ル、故、太

素ハ杏冥レドモ、本教ニ因リテ、

L07土ヲ字ミ島ヲ産ム時ヲ識リ、元始ハ綿・｜之＋

貌｜ナレドモ、先聖ニ頼リテ、

L08神ヲ生ミ人ヲ立テル世ヲ察ル、寒ニ知ル鏡ヲ懸

ケ珠ヲ吐キテ、

く中略〉

¥D注記領域

VOl 

POOl 

L 0 1 (3）ムノ／ (7）アハセテ

L02 (2）ヤスマロ／ (6）マウス／ (8）ソレ

L03 (8）ノ／ (16）ムテ

L04 (4）ハシメヲ

L05 

L06 

L07 

〈中略〉

¥Eメモ領域

VOl 

p 0 0 1 

LOI新全集【l6）集成【I7）思想大系【10】

校異［弁序：序井｝

L02新全集（1 6］集成（1 7］思想大系（ 1 0 l 
校異【穀：敦】

L03新全集 I1 6］集成（1 7］思想大系（1 0] 

L04新全集（1 6］集成【17］思想大系（1 0] 

L05新全集【I6］集成 I1 7］思想大系（ 1 0] 

L06新全集（1 6］集成 I1 7］思想大系（ 1 0] 

校異【呈：里11杏：杏】【固：目】注記［「杏」を真

福寺本により「杏jと改める。］（「固」を道祥本によ

り「因」と改める。］

L07新全集（1 6］集成（1 8］思想大系【10] 

注記【「・ ｜之＋ （墾一土）I Jを寛永版本により「・

｜之＋貌IJと改める。】

一以下回←

5.検索システムでの利用

〈特徴〉

・本文の閲覧強索（不一致文言検索可能）

－表示されたテキストに対応する部分の画像がボタン

1つで参照できる。

・マスタデータ・検索結果を出力して利用可能

－検索システム上での標準・注記・メモの各領域のデ

ータの変更・追加が可能であり、利用者自身によデー

タ編集ができる。

・マスタ仕様に従ってデータを作成することにより、

任意の作品を検索システム上で利用できる。たくさん

の作品を登録して利用すると、さながら電子化された

図書館のようになる。
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〈ブラウザ、を開いた画面〉
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議島

〈メモ領域の編集画面〉
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6.シソーラスについて

これまでの古典コレクションデータベースでは、標

準領域において表記や仮名遣いを統一することで検

索の便宜を図ってきた。 しかし、文学作品に登場す

る人名は特に、場面や時間の流れに沿って、人名の呼

称、は異なってくるのである。従って、そうした様々 な

異称に対応可能で、より効率的な検索方法が模索され

た。

n原丘勅語（絵入）』で例えて言うと、作品中、光

源兵に対し、 i原兵の君・大将殿・内大臣・大臣殿.i原

氏の大臣・六条の院といった呼称が用いられており、

作品中に登場する光源氏を全て検索したいという場

合には、上に記した複数の呼称を全て検索文言として

入力しなければならない。また、その前提として、上

に記した複数の呼称、全てを利用者側が認知している

ことが店、要となってくる。呼称が多くなればなるほど、

利用者にのみ依拠した検索では正確な検索結果が得

られないということになる。ただし、 n原よ明抗苦jの

ような作品の場合、固有名調に関しては、上のように

複数の呼称、がある場合でも、ひとまずはひとつの呼称

に限定することができるため、その呼称、で統一するか、

併記することで検索漏れを最小限に抑えることが出

来る。

今回の古事記・風土記など上代文献に登場する人名

や地名などの固有名詞に関していうと、本文が万葉仮

名と不完全な漢文とを混用した本文であることから、

その表記法が多岐にわたっている。例えば、スサノオ

にしても、本データベース中では須佐ノ烏・須佐烏・

須佐乎・須佐男・須佐乃烏・須佐乃乎・須佐乃衰・須

佐之男・須佐能烏・須佐能乎・須佐能男・須佐能衰・

須佐衰・素尊・素斐烏・素斐鳥・素斐鳴素蓋烏のよ

うに 17種類の表記が見られる。それにも拘わらず、

作品によってあるいは研究者によってどの表記を主

とするかについては意見が分かれるのである。このよ

うに上代の文献では、複数の表記に関して各専門分野

においても定説を持たないものは少なくないため、表

記の統ーを図ることには無理が生じてしまう。こうし

た状況下で、全ての表記を漏れなく検索するためには

どうしたらよいかという検討がなされた。その結果、

無理に表記の統ーを図るのではなく、同音異表記およ

び異音異表記で同人・同神・同地名を一覧にしたシソ

ーラスを作成しようということになった。

(1）作成方法

監修員によるデータ校正の際、人名・神名・地名に

関して、監修員の判断で語頭・語末に次のようなマー

キンク．を行ってもらった。

全角・大文字で本文領域に

J 人名・神名 N 

s 地名 x 
の形式でマークする。

〈マーキングの実際〉

注記L03 

本文L0 3 J番仁幌命N、初降子S論千嶺X、J衿倭
夫議潟、経

標準L03番仁岐命、初メテ高千嶺ニ降1人神倭天皇、

メモL03 

注記L04 

本文L04歴子S秋潮服、イ傑出爪、天銅獲於J溺
愈託、

標準L04干大i執毎ニ経歴リ、化熊川ヲ出デテ、天領ヲ

（＊釦）高倉ニ獲、

メモL04校異【叙：銀】注記［爪：）｜｜（岩波大系）］

まず、上のようなデータをもとに、プログラム処理

によって、 J-Nで固まれた部分を人名・神名、 s-
Xで固まれた部分を地名として抽出した。次に、それ

ぞれをエクセルの表にし、表中のデータで並べ替えを

行った後、同じ表記のものはーイ午のみ残し、あとのデ

ータは削除した。

更に、同音異表記のものを寄せるために、この表に

おいて固有名詞の読みを入力するという作業を行っ

た。これは、たとえば日炎島」と「阿挽吉摩」のよう

な同音異表記の地名はコード｝ii買に並び、替えを行って

も離れたところに位置するため、同定作業を行う際見

落としてしまう可能性があるからである。こうした下

準備を経て同定作業に入った。同定作業を終えたデー

タをHTMLファイルにし、古典コレクションに添付

のRβadmeの中に挿入した。

〈読みを入力し、同定作業を終えたデータ〉

アイカヒメ 秋鹿日女秋鹿比売

アオヌウマヌオシヒメ 青沼馬沼押比売
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アオハタノサクサヒコ 青幡佐久佐日古青幡佐草

日古青幡佐草日子

アオミノイラツメ 青海郎女飯豊忍海郎女

アオミノイラツメ 飯豊

アオミノイラツメ 忍海郎女

アカイコ 赤猪子

アカイメノイラツメ 赤比売郎女

アガタヌシハエ 県主波延

以下は、 readmeに示した凡例と固有名詞の一覧表

である。

〈人名・神名一覧凡例〉

1. 『兼永本古事記j f出雲国風土記抄j両マスタ

データの標準化領域から神名・人名を抜き出し

たものである。

2. 〈見出し〉・〈テーブル（＝同神・同人の異表

記を集めた領域）〉・〈備考〉の三項目を並べ

て、一覧できるようにした。

3. 〈見出し〉はコード順に並べた。

4. 〈テーブル〉内は、空白一字を入れて横に並べ

た。テーブル内の項目全てをそのままコピーし、

検索文言入力画面に貼り付けて利用できる。

5. 「伊奨冊」と「伊佐奈美」 （共にイザナミ）の

ような同音異表記のものについては、それぞれ

を見出しに立てることはせず、同テーブル内に

まとめた。

6.異音異表記であるが、同神名・同人名をさすと

考えられる場合は、その中でより寸主的と見な

される呼称、を上位項目として見出しに立て、そ

のテーブルに、下位項目の表記をも含む全ての

表記パターンを掲げた。下位項目についても、

それぞれ見出しを立て、あればその項目の同音

異表記を掲げた。さらに「（上位項目）を参Rむ

という割未で、備考に「→（上位項目） Jと記

した。

7.天皇については、見出しに通行の呼称、を用いた。

よって天皇については、本文中にない表記が見

出しに立っていることもある。

8.ブラウザ左上の「編集j→「このページの検索J

によって、一覧内の検索も可能である。

アクシチベエカゲキヨ 悪七兵景清

アクトヒメ 阿久斗比売

アケタツ 曙立

アザミツヒメ 阿耶美都比売

アザミノイリ ヒメ 阿耶美能伊理毘売

アサヤマシ 朝山氏

アシイノイナキ 葦井之稲置
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偽名一野L例〉

1. f兼永本古事記Jf出雲国風土記抄j両マスタ

データの標準化領域から地名を抜き出したもの

である。

2. 〈見出し〉・〈テーブル（＝同地の異表記を集

めた領域）〉・〈備考〉の三項目を並べて、一

覧できるようにした。

3.見出しはコード！｜｜買に並べた。

4. 〈テーブル〉内は、空白一字を入れて横に並

べた。テーブル内の項目全てをそのままコピ

ーし、検索文言入力函面に貼り付けて利用で

きる。

5. 「椋見」と「久良弥J（共にクラミ）のよう

な同音異表記のものについては、それぞれを

見出しに立てることはせず、同テーブル内に

まとめた。

6.備考に「→OOJとある場合、 00は該当見

出し語と異音異表記であるが、同地と考えら

れる地名である。この時、 00を見出し語と

するテーブルには、当該見出し語を含む全て

の表記パターンを掲げている。

7. 「郷J「村」 日JIJ 「社」等の前に同地名がつ

いている場合は、地名部分のみ全ての表記を掲

げ、テーブル化した。

〈例〉

クタミ 久多美玖i軍忽美

クタミノサト 久多見郷久多美郷玖i車郷

クタミノムラ 久多見村久多美村

クタミノヤシロ 久多美社久多美山大明神

クタミヤマ 久多美山久多美乃山

とある場合、テーブルには、

久多美玖1車忽美久多見久多弥

のように掲げる。



目へジャンプし、そのテーブル部分をコピーして、検

索システムの検索画面の検索文言入力画面に貼り付

ける。（検索システムでは、検索文言入力の際、 一文

字の空白を空け、続けて文言を入力することでOR検

索が行われる）

8.ブラウザ左上の「編集j→「このページの検

索」によって、一覧内の検索も可能である。

( 2）利用方法

Read me中の人名・神名一覧あるいは地名一覧を

聞き、画面上から、検索したい人名・神名・地名の項

〈「神名・人名－Jtj画面で「スサノオ」の全表記をコピーしている画面〉
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( 3）問題点

今回作成したシソーラスは『兼永本古事記jf出雲

国風土記抄jのデータから作成したシソーラスである

ため、本データベースの中でのみ有効であるが、逆に

言うと汎用性に欠けるシソーラスということになる。

すなわち、他作品のマスタデータを登録して横断検索

を行う際には、検索漏れを生じてしまうことが考えら

れ、シソーラスを用いた検索の有効性を失ってしまう

のである。

この問題点を解決するためにはどのような方法が

考えられるであろうか。

(4）本シソーラスの利点

一骨主的なシソーラス辞典は、それのみで完結してお

り、利用者がそこに介入する、すなわち改変・追加す

るという発想を持たないため、そのような仕様にもな

っていない。しかし、本シソーラスは本文データと同

様に参加型シソーラスになっている。先の (1）に解

説したように、マスタデータの固有名詞にマーキング

をし、それを抜き出すという比較的容易な方法を取っ

ており、この作業自体は利用者にとっても問題はない

であろう。またシソーラスはHTMLファイルのため、

ソースを開き、抜き出した固有名調を用いて、データ

の改変・追加を行うことも随時可能である。

従って、マスタデータを更新・作成するのと同じよ

うに、利用者自らがシソーラスを更新・作成すること

を提案したい。

7.今後の課題

ただし、そうした改変・追加に際して、シソーラス

中のどの項目に対して行えばよいかに関しては、ある

程度の専門知識が要求されるであろう。

また、利用者がマーキングを施したデータから固有

名詞を抜き出し、既存のシソーラスに改変・追加を現

在のシソーラスに反映するためには、件数が多くなれ

ばなるほど手作業では困難をきたし、プログラミング

等何らかの技術が£、要となる。

今後こうした問題解決のための支援ツールの開発

を検討したい。

謝辞

f兼永本古事記・出雲国原L土記抄jデータベースの

構築は国文学研究資料館原本テキストデータベース

事業（研究情報部室長中村康夫総受代表）として、

平成11年度から 14年度にかけて行われたもので

ある。

I兼永本古事記jの監修員をして下さった青木周平

氏・神田典城氏、『出雲国風土記抄jの監修員をして

下さった岩下武彦氏・荻原千鶴氏・木村龍司氏にこの

場をかりて御礼申し上げる。

. 84・



心理学入門の Web自習教材として項目反応理論を

適用した項目プール（データベース）の開発

Item Bank (Database) Development for a Web-based Computer Program on 

Introduction Psychology based on the Item Response Theory 
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あらまし：本稿は、心理学の入門レベルの講義を配信する Webベースのコンビュータ教材の一部とし

て、項目反応理論（ItemResponse Theory）を適用したクイズ形式のテストに付随する質問項目データ

ベース作成の開発事例について紹介するものである。項目反応理論を適用したテストは、各テスト受験

者の回答レベルにあった質問が項目プールと呼ばれるデータベースから呼び出される。そのデータベー

スは、前も って対象となる受験者全体の反応パターンから質問の困難度が設定され、受験者の個々の質

問に対する回答結果からテスト受験者の「能力値Jを推定する。現在、 4段階の難易度に分けた質問プ

ールを備えた心理学IIの入門クラスのための Web教材が24時間オンラインで公開されている。

Summary: This paper introduces a case study of development of a Web-based computer assisted 

program by applying to the Item Response Theory using one-parameter model, in which objective 

test items are drawn from a database according to the performance of the individual learner on each 

item. The database, or item bank, is strictly calibrated in order of difficulty as determined 仕oman 

analysis of the response patterns of a representative sample of the population of interest. This 

calibration enables the Computer Assisted Testing system to quickly converge on an estimate of an 

individual’s ability by moving up or down in the item bank. With the IRT model, it is possible to 

rank individual test items in an explicit scale of difficulty, which then directly leads to the value 

calculated as being an individual’s ability. Currently, the item bank with four level of difficulty has 

been provided during 24 hours for the students who enrolled the class of introduction Psychology in 

my university. 

キーワード：項目反応理論、データベース、心理学、 Webベース型CAI教材

Keywords: Item Response Theory, Database, Psychology, Web・based CAI program 
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1.はじめに

本稿は、項目反応理論（It:emResponse ’l'heory) 

を適用したテストを付随した入門レベルの心理学の

Webベース型 ComputerAssisted Instructional 

program教材の作成における事例研究であるが、この

教材によるアクセス状況とその結果としての各受講者

の学習効果については、後日報告したい。科高では、

そのテストを作成するにあたって、 600問の質問を選

択し、作成したが、その開発過程について報告する。

筆者は過去 12年間、理系大学における教養科目で

ある通年の心理学の講義を担当してきた。この心理学

のクラスには、毎年の300名から 700名の履修者して

いる。このクラスの授業目標は、広く心理学的知識を

紹介し、心理学的な知識を実生活で直面する様々な問

題行動に適用できるようにすることである。授業：弔面

は、前・後期の試験だけで、出席等は全く加味しない。

試験は、 20聞から 25問の複数回答の選択肢から番号

をマークするマークカード形式で行われる。質問の問

題内容は、講義で説明した心理学の基礎的な知識を応

用して、実生活の場面で生じる人の行動について、そ

れがL、理学用語では、どう言われるかを選択するもの

である。回答選択肢には類似した概念を表す複数の用

語を与えることで、きちんと心理学用語の意味と概念

を理解しているかをテストするものである。採点はマ

ークカードリーダーで行い、質問数カ｛25問のときは、

一間 4点、 20問のときは、一間 5点を配点し、 100

点中 60点を合格としてきた。毎年の学生の平均点は

60点前後で、全体で7割が合格している。よって、テ

ストとしては一見適切であるかのように見えるが、そ

の回答率の分布をみると 40点と 70点周辺にピークが

あるこつの山ができ、履修者間の学力差を示されてき

た。毎年、学生の履修者が多く、教室と時間割りの関

係から心理学の講義は従来どおりの一方向型の講義し

かできない状況であるため、不合格になる学生を減ら

す手立ての 1つとして、心理学の自習教材を Web上

で配信する試みを行うことにした。

Web教材を作成するにあたって、学生が自分のベー

スで、自分の理解度を常にフィードパックを受けるこ

とで、 学習意欲を失うことなく、 学習を進めることを

重視した。そのためには、学生が何度も講義を聞きな

おすことができ、かつ理解度を試す詞験問題を樹共す

る必要があったため、講義のビデオ画像と講義内容の

パワーポイントが提示され、かつテストを併用するこ
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とにした。しかし、従来の古典的テスト法では、学習

効果が少ないと予測されたため、学習者の理解度に合

わせた荷車な問題が干創其される

項目反応理論を応用したテストを作成した。

2.項目反応哩輸を用いたテスト

項目反応理論とは、テスト作成・実施・制面・運用

するための実践的な数理モデルであり、理論を適用し

たテストは、古典的テストと区別され、 TOEFLや

TOEICなどの語学テストや、アジア諸国の統一試験

の運用にも広く適用されている。しかし、日本におい

ては古典的テスト理論に基づくテストが主流で、いま

だ項目反応理論は一般的ではない。区妹の心理学の分

野では学力テストだけではなく、性格テストや、

Quality of Lifeを測定するテストなどに広く適用され

ている。

豊田 （2002）は、古典的テストと比較して、項目反

応理主命を用いたテストは、 1）複数のテスト間の結果

比較が容易である、 2）測定精度をきめ細かく確認で

きる、 3）平均点をテスト実施前に制御できる、 4)

テスト得点の対応表をテスト前に作成できる、 5）受

験者ごとにあ直な問題を瞬時に選び、その場で出題で

きる、ことを挙げている。実際にIRTテストをコンピ

ュータ上で行うことにより、より効率的に、受験者は

自分の 「能力値jを知ることができ、またテストを与

える側も従来テストよりも高い精度で受験者の理解度

を知ることができる。

なぜなら、項目反応理論では、個々の問題（項目）

の項目困難度と項目識別力難易度のパラメータを付与

し、個々の回答結果によって受験者の「能力値」を推

定するからである。

以下に、項目分析理論の基本的な算出方法を示す。

(1）項眼般論

本事列では、項目反応理論の1母数モデル（one

P町 ame白rlogistic model)を用いた。項目反応理論を

用いたテストでは、特定の項目のセットに依存しない

尺度値0を推定することで、異なった項目から構成さ

れるテスト間受患鯨吉果の比較がされる。

1母数モデルは以下のように記述される。

pメfJ)=

1 + exp( -Da（θ－ b)) 



ここで、項目を jとし、 b1は項目 jの難しさを決める

母数である項目困難度（item必血culty）、 aは全ての

項目に共通の値である。 Dは尺度因子で、。は受験者

集団に依存しない潜在特性と規定される。

(3）項目プール

項目反応理論の長所を生かすテストを運用するた

めに最も重要なことは、母数が推定される数百の項目

があらかじめ用意されていることである。このような

項目を項目プール（ItemB田ik）とよぶ。また、この

項目母数群が相互に比較可能な等価である必要がある

が、 12年間にわたる心理学のテストの内容は大きく変

化しておらず、講師も同じためそこで用いた質問項目

は近似的に等価と見なすことが可能で、あった。項目プ

ールの実際の作成は、Web教材開発過程の 1っとして、

すべての教材が完成した時点で開始した。

3. Web教材作成の開発過程

今回より魅力的な Web教材を作成するために、鈴

木（2003）が推奨する InstructionalDesign (ID）の

考え方に基づき、以下の5つの点を考慮して開発にあ

たった。 5つの点とは、 1）対象者・目的・利用環境、

2）システム設計、 3）コース設計、 4）学習支援設

計、 5）動機付け設計、である。以下に、 Web教材の

開発について解説をする。実際の講義画面とテスト画

面は図l～ 7に示す。

IDの開発手続きに加え、紛オ作成で特に自由意した点

は、学習における行動分析学の基本的な手続きとして、

即時フィードパックを付与することで、あった。そのた

め正答した場合は、即座にOに正答と表示され、誤答

した場合は×と正解のためのヒントが表示されるよ

うにプログラムした。

1）対象者・目的・利用照寛、

対象者は、今年度後期の心理学 IIを履修している

400名の2部学生のうち、教材にアクセスを希望した

約 140名である。学部生には心理学IIの最初の講義で

あるガイダンス時に独学用の Web教材にアクセスを

希望する学生を募り、希望した学生のメールアドレス

を入手して、メールで再度確認を行った。

Web教材作成の目的は、時間的制約があるために講義

になかなか出席できず、しかも文科系学問を不得意と

する理科系ニ部に所属する学生に対し、24時間アクセ

スができる心理学の講義とそれに関連した演習問題テ

-87・

ストで構成される Web教材を配信することである。

講義内容をできるだけ平易にわかりやすく構成するこ

とで、学習意欲を高め、演習問題テストによって理解

を深めることで、心理学の基本的な知識を身につけ、

日常生活でのあらゆる場面でその知識を適用すること

ができるようもっていくことを最終的な目的とする。

学内の LANは Firewallに入っているため、

Firewall外にサーバを設置し、学生は学内LANから

も学外からも好きな時間帯に教材にアクセスができる。

ビデオ画像配信にはDynamicCBIというインターネ

ット放送型 e・learningを実現するシステムを用いた。

Dynamic CBIは、専用のアプリケーションがなくて

も、Windows瑞寛ならば講師の動画と黒板の講義内容

が同時にブラウザで見られるものである。演習問題テ

ストは項目反応理論を用いることで、様々なレベルに

ある学生の学力に適した問題カ守剥共される形を取った。

アクセスを希望した学生は、担当者から IDとパス

ワードが与えられた。学生の講義を再生したアクセス

頻度、時間および、テストの得点は毎回記録され、各

個人の記録として、データベースに保管される。回答

者のデータベースは SQLサーバーを用い、項目プー

ルのデータベースと、学生の IDで連結している。学

生は毎回アクセスするたびに、今までの自分のテスト

結果を確認することができる。

2）システム設計

このプロジ、ェクトは、大学内の有志の教員とともに

進めたものである。最初に学内の Web教材開発やE

ラーニングに興味のある教員に呼びかけ、実際の授業

に適用するために、関係各所の確認をとる必要があっ

た。また、開始時に参加している教員間で、このプロ

ジ、エクトの目的と、各自の対象とする学生や講義内容、

また対象となる学生がもっ問題点から考えたシステム

のあり方を考えて、いくつかの業者のプレゼンを経て、

アクセシピリテイやユーザピリテイ、信頼性などを考

慮し、システム設計を行い、ソフトやハードウエアの

機種の選定を行った。今までに、単に講義画像を配信

しただけでは、 学生のアクセスが少ないことを経験し

ているため、それぞれの教員が何かしらアクセスを増

やす工夫を凝らすこととし、共通事項として、各自の

講義は配信する画像の重さから長くても 20分とし、

教材を提示するのに、パワーポイントか、シミュレー

ションソフトを使うかは教員各自の裁量とした。

心理学の Web教材の内容は、後期の心理学の範囲



である 1）感情・情動、 2）態度と影響力、 3）ライ

フサイクルにおける人間の発達、 4）幼児期－児童期

の発達、 5）思春期・青年期・成人期・高齢期の心理、

6）心の問題と精神疾患、の6つの単元である。図l

にあるように、筆者が講義している動画が左上に提示

され、教材がPowerPointで連動する形式になってい

る。

3）コース設計

心理学のコースは、正規の講義で使用している孝文科

書の流れに沿う形で、講義を行っている。この教科書自

体が干士会心理学と発達心理学の基礎知識を系統立て提

示しているため、シェ－ピングに近いとは思うが、普段

の講義は様々な OHPや例をあげて、周辺領域の最新

知識などを盛り込んでできるだけ興味釘｜くような内

容にしているため内容の割りに時間がかかっている。

ビデオ画像では、20分の講義時間しか与えられないた

め、重要で応用の利く最低限の知識を紹介するにとど

めた。最初に講師がその章に関連のある日常生活につ

いての問題提起を行い、それに答える形で、 PPT画面

で表示される一つ一つの言葉の概念定義と関連等につ

いて説明するようにシナリオを作成した。内容の紹介

にあたってわかりやすい概念から難しい概念へとシェ

ーピングするように構成されている。その後、実際の

心理的場面の適用方法について話をする形式を取った。

4）学習支援讃十

各章毎に、演習テストとして三択のクイズが 20問

ずつ与えられる。この演習テストには、項目反応理論

を適用して、最初の2問の正誤によって後続の質問の

難易度が学習者のレベルに合わせてランダムに選択で

きるようになっている。学習者が回答した場合、その

回答の正誤についてのフィードパックがすぐに与えら

れ、正解の場合は正解、間違った場合は、不正解の表

示とともに正しい解答と簡単な解説が加えられる。不

正解の問題については、内容が同じで、レベルが1段

階低い問題が偽続の問題に出てくるようにプログラム

を組んだ。問題が全て終ると、学習者の回答から叩ieta

Valueカf計算され、それまでにアクセスした学生の平

均値と回答者自信の値が表示される。その値が1を超

えた場合、合格という表示がでる。これにより、自分

自身の学力が即座に認識できるように設計した。

図lは、最初のカリキュラム選択画面、図2は、学

生のログイン画面、図3は講義画面（左上に講義ビデ

オ画像、右に PPT）、図4はテスト項目提示画面、図
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5は正答した場合に次に提示される画面、図6は誤答

した場合の次に提示される画面、図7は算出された

官ietaValueが示されている画面、図8は1つの章に

合格した場合に表示される画面を示す。このテストの

ための項目プールの作成は後述する。

また、章の最後に自由の形式で日常場面の問題につ

いてどのように解釈をするかを問う問題をおくことで、

このプロジ、エクトの最終目標である心理学の知識を日

常場面で適用できるようにガイドした。

5）動機付け設計

このプログラムに参加する学生の内発的な動機はも

ともと高いと推測される。なぜなら、教養の心理学の

単位は、卒業単位に関係がなく、試験も 40%が落ちる

ことから決して楽勝科目ではないので、心理学自体に

興味のあり講義に参加する学生が多いからで、さらに

プログラムに登録するために、少し面倒な手続きを踏

むことで、ある程度やる気のある人が簡にかけられた

と思う。殆どの学生は2部の限定された時間枠の中で、

満杯の授業日程をこなしている。その授業日程をさい

て学内や学外から Webにアクセスしてもらうために

は、外発的な動機づけが必要だと考え、最終的にすべ

ての章に合格した場合、 20点を配点し、後期の説験に

加算することにした。これは何年も心理学を落として

いる学生にとっては、非常に強い動機付けになるであ

ろう。またクイズが自分のレベルに合わせてさまざま

な問題が出てくることで、エラーレス学習に近い形に

なることで、回答に対する正の強化を受けやすく、不

正解でも解説がでてくるので学習動機が維持されやす

いと予測される。しかし、 学習者間の相互作用につい

ての配慮が欠落していたので、来年度は掲示板などを

つけて、学生間で情報や意見が交換できるようにした

いと思う。

6）自己管理学習支援

環境から考えるとプログラムに参加する学生の学習

環境は決して恵まれたものではない。心理学の講

講師の前提知識と学生の前提知識があまりにかけ離れ

ていると思われるので、理解があいまいになるように

思われるし、質問があっても講義の後、講師への質問

でできる列に参加せずに、次の授業のために急いで席

を取りにいく学生が殆どである。そういう意味で学外

からでもいつでも学生がアクセスでき、学習志五品が確

認できる点は、自己学習支援としては重要な点だとい

えよう。
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図4 テスト項目提示画面
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図7 結果表示の画面
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4.項目プ｝ルの作成手続き

過去 12年間の質問項目は、 250項目を超え、受験

者は 6500名を超えている。前述したようにすべての

質問はマークカードで処理され、複数の選択肢から回

答を選択する形式で、あったことと、内容に殆と変化が

ないため、すべてのデータをそのまま用いることがで

きると予測された。しかしあまりに膨大な量になるた

め、初めに、今年度の前期前験を使って、項目反応理

論の困難度が算出する試みを行った。

今年度の前期試験の受験者は617名で、質問は全部

で20問あり、その平均値は72.. 5点、標準偏差は 12.5

で、あった。 Iの問題は5問の問題に対し、 9つの選択

肢が与えられる 2つの問題から構成され、 IIの問題は

それぞれの質問に3つの選択肢が与えられた。

表1 2002年度の質問例

I. ( ）に当てはまる適切な語句を選択肢か

ら選び、その番号をマークカードに記しなさい。尚、

問題番号はマークカードの上の番号と一致している。

Ql 

心理学実験において、完験者が統制できる刺激条件

を（ ）という。

Q2 

人の感覚器官が受け止める刺激の最小値を

（ ）という。

Q3 

黒板の文字が認識できるのは（ ）による。

Q4 

上から見たときの形が異なって見えても、カップと

認識するのは、知覚の（ ）による。

Q5 

暗闇で光点を凝視していると勝手に光点が動き出

すように見えるのを（ ）と呼ぶ。

（選択肢） 0.刺激頂、 1.従属変数、 2.自動運動

3.誘導運動 4.両眼視差 5.輯鞍 6.刺激闘

値 7.恒常性 8.独立変数 9.図と地

Q6 

実験台の上でモルヒネを打たれた犬が実験台を避

けるようになるのは（ ）が生じたためである。

Q7 

何か望ましいことを達成したとき、自分で自分を誉

めることを（ ）という。

QB 

美しい人は能力も高いと判断しがちなのは、

（ ）という。

Q9 

小さい頃に何があったかを覚えているのは

（ ）言E憶があるという。

QlO 

碁や将棋の解説者は記憶の （ ）に優れてい

る。

（選択肢） 0.エピソード 1.自己強化 2.過大

評価 3.レスポンデント条件づけ 4.再認 5. 

オペラント条件づけ 6.模倣学習 7.再構成 8. 

意味 9.光背効果

II 以下は理科大太郎君の行動です。行動を説明でき
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る5拘を（

ドで記しなさいo

Q11 

）から選ぴ、その番号をマークカー

太郎君は筋肉質でしつこい性格である。これはシェ

ルダンの体型論からすると（0.内匹葉型、 1.中佐

葉型、 2.外粧葉型）といわれる。

Q12 

太郎君は自分が困ると人にせいにして嘘ばかりつ

く。これは自我防衛機制としては（0.退行、 1.現

実否認、 2.合理化）といわれる。

Q13 

太郎君は英語が大の苦手である。どうやってもでき

ないと最初から勉強もしないが、これは（0.スチュ

ーデントアパシー、 1.学習性無力感、 2.自己ハン

デイキャッピング）によると説明される。

Q14 

大学で花子さんと会うと、彼女と学食で話しをする

か、英語の講義にでるか迷うことが多い。これは葛藤

における（0.接近接近、 1.接近回避、 2.回

避一回避）型といわれる。

Q15 

太郎君は試験直前にならないと勉強しない。つまり

試験直前の勉強量は半年分に相当する。これはオペラ

ント行動における（0.定時隔、 1.定率、 2.変時

隔、 3.変率）スケジ、ュールで、説明される。

Q16 

5鵡鮪t、不安になると、やたらぺこちゃん焼きを無

茶食いするが、これはフロイト的には（0. 口唇期型

パーソナリティ、 1.日工門期型パーソナリティ、 2.

情緒不安定型パーソナリティ）と呼ばれる。

Q17 

しかも太郎君は頑固である。これはフロイト的には

(0.男根期、 1.ij工門期、 2.児童期）に厳しいし

つけをされたためだと思われる。

Q18 

週末、市ヶ谷の釣堀で、ぼおっと釣り糸をたれるのが

好きである。これはオペラント行動における（0.定

時隔、 1.定率、 2.変時隔、 3.変率）スケジ、ユー

ルで説明される。

Q19 

花子さんとデートするときだけは、なけなしのお金

でご馳走して、必ず何かしら彼女を誉めることにして

いる。これは心理学の先生が言っていた（O.正の強
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化、 1.負の強化、 2.自惚れ）の効果を信じている

からだ。

Q20 

それで花子さんにも振られたが、諦めきれずに花子

さんの携帯電話にしつこく電話をかけてさらに嫌わ

れた。これは（0.回避行動、 1.消去抵抗、 2.代

理強化）が強いと呼ばれる。

項目分析

テスト項目の最も基本的な性質である通過率は N人

の受験者の中で項目 jに正答した受験者がkjいると

すると、通過率はpj=kiIN で定義される。

反応パタン Uj は0・1データであるから、0・1反応の

項目／の分散は、

pj(l-pj) となる。

1）これに基づき、表lの質問項目についての透過率

を算出し、それぞれ表2に示した。あまりに易しすぎ

る項目と極端に難しい項目は、ここでは、通過率が0.9

を上回る項目や 0.1を下回る項目は母数が推定しにく

くなるため除いた。よって、項目 7、14、16、19は

削除された。これからどの項目も非常に通過率が高い

ことがわかった。つまり易しい問題が多いということ

である。

表2 2002年度のテストの項目通過率 （p)

項目 pj 項目 P1 

1 0.75122 11 0.809756 

2 0.81626 12 0.739837 

3 0.70081 13 0.788618 

4 0.77561 14 0.939837 

5 0.81626 15 0.679675 

6 0.757724 16 0.910569 

7 0.938211 17 0.723577 

8 0.834146 18 0.734959 

9 0.881301 19 0.965854 

10 0.881301 20 0.855285 

2）次に合計得点と項目得点との積率相関係数を算出

し、表3に示す。 0.3を下回る項目は削除する必要が

あるが該当しなかった。

3）残った項目の母数を l母数モデルで推定した。

推定には Xcliberという専用ソフトウエアを使用し、



困難度を算出した。この結果、困難度 2以下をかな

り易しい項目、－ 2から－ 1をやややさしい項目、

lから＋1を少し難しい項目、 1以上を難しい項目とし

た。

表3 1母数モデルの項目母数の周辺最尤推定値

項目 困難度 項目 困難度

1 -1.233 10 -1.245 

2 -1.168 11 -1.053 

3 -1.160 12 -1.345 

4 -1.282 13 -1.345 

5 -2.315 15 -1.053 

6 -1.453 17 -1.345 

8 -2.584 18 -1.387 

9 -2.433 20 -2.453 

表3からもわかるように、やややさしい項目ばかりで、

少し難しい項目や、難しい項目が今年度の質問には全

くないことが示されたので、過去5年間の問題に限定

し、特に正答率の低い項目を収集した。

4）ここで、各章毎の概念を整理し、簡単な概念から

難しい概念に移行する Shapingにはまるような質問

構成を考えた。

5）集めた質問を各章ごとに振り分け、それぞれ4つ

のレベルに質問が適合するものはそれを使い、足りな

いものは、新たに質問を作成し、項目プールを完成さ

せた。難しい問題はほぼ 30間近く書き足す必要があ

った。

6）最終的に各章につき、 60問ずつ、全体で 360問

の質問を準備した。

7）その後、実際のサーバーに載せ、実際の動作確認

を行い、問題がないことを確認し、サーバーを学生に

公開した。

5.今後の展開

今回は最初の試みであり、項目反応理論の推定値を

算出するソフトを使い込むのに時間がかかった。これ

から、実際にアクセスがされることで、プールした質

問項目が本当に妥当なものであるかを検証されると思

う。この一学期が終わった時点で、各学生の平均アク

セス数、アクセス時間、頻度、回答率、合格率を確認

し、テストの学習効果を探る予定である。学生がアク

セスすればするほど困華街支の精度が高まるので、より

魅力のある講義配信を改めて録画するしなおす必要も
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出てくる可能性がある。

このデータベースにより多くの学生にアクセスし

てもらって、さらに困難度がまんべんなく散っている

項目プールを確立し、最終的には、洗練されて無駄の

ないテストを完成させたいと考えている。

誰もがいつでも好きな好きな時間に学習できる環

境を整えることは、今後の生涯学習場面では前提条件

となると予測しているので、今後も学習意欲を高め、

心理学を生きた学問として少しでも理解してもらえる

ようなWeb教材の開発を模索したい。
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本論文では、感性の主因子を用いた動画検索システムに生じる新たな!l!JJj函データに対応できない問題を解消する

方法について述べる。感性の主因子はSemanticDifferential法と因子分析によって求められる。 感性の主因子を

用いた動薗検索システムは因子得点を使用しているため、想定された動画データにしか適用できないとしづ問題が

生じる。この間題を解消するために、 つまり、想定されていない動画データにも対応した感性にも基づく動画検索

システムを実装するために、動画データの特徴量と感性の主因子との関係を導き出す必要がある。そのために、 本

論文ではどのような特徴量を使用するかについて考察する。

On the Video Retrieval Based on Kansei 
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This paper describes how to solve the problem which cannot treat new video data in the Video Retrieval 

System Based on Kansei by using the human sensitivity factors. These factors are obtained by using the 

Semantic Differential Method and the Factor Analysis. The Video Retrieval System can only treat the video 

data examined in the Semantic Differential Method because this system uses factor scores of these video data. 

In order 句 solvethi目problem,the correlation between the feature values of video data and the main factors of 

sensitivity must be obtained. This paper studies what kinds of feature values of video data are used in the 

Video Retrieval System. 

1.はじめに

近年、スケッチ画像をキーとする類似画検索、内容

を表現する一種のネットワークを用いる内容検索、特

徴量空間における所望の範囲を指定する検索、感性語

を用いた検索などのマルチメディアデータに対する

検索の研究が盛んに行なわれている。しかし、現在の
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マルチメディア検索は、一般ユーザーが簡単に扱える

適切な検索方法がないため、操作方沖主主唯になり、 初心

者が容易に利用できるまでには至っていない。

そこで木研究では、マルチメディア検索方法の中で

利用者が理解しやすく利用しやすい『l~性語を用いた

検索』を試みる。しかし、マルチメディアデータを扱



う場合、そのメディアの種別や来換に依存したq微量

を用いており、多種多様なデータを扱う場合好ましく

ない。

このような問題を解決する手法として『人間の感性

の主因子』を利用する方法が提案されている。この手

法では、対象となるデータから『人間の感性の主因子』

の因子得点を抽出し検索に利用している。ここで、人

間の感性の主因子は、 SD法と呼ばれる心理学で使用

される方法で、マルチメディアデータの印象を定量化

し、これを因子分析して得られるものである。現在ま

での研究で、画像デー夕、自然音デー夕、音楽デー夕、

動画データを対象とした感性に基づくマルチメディ

アデータ検索システムが実現されている。また、画像

デー夕、自然音デー夕、ならびに、音楽データに対し

ては、これらのt間数量からそれぞれの因子得点、を推定

する方法が検討されている。従って、画像デー夕、自

然音デー夕、ならびに、音楽データに対しては、任意

のデータを検索の対象とすることができる。

しかし、これまでのJ脅性に基づく動画検索では因子

分析で得られた因子得点を使用しており、想定したモ

デル（動画データ）にしか適用できない。つまり、新

たな動画データが加えられたとき、それに突ける因子

得点を使用することはできない。これを解決するため

には、（1）新たなデータを加えて再度評価してもらい

因子分析を行う、（2）現在の因子得点とデータの特徴

量の関係から推定するという二つの方法が考えられ

る。再度評価してもらう方法は非常に手聞がかかり、

非常実的である。

そこで、木研究では特徴量から因子得点を推定し、

新たな動画データにも対応した感性に基づく動画検

索システムを実現することを目的とする。特に本論文

では、 MPEG形式の動画を対象とし、動画データの

特徴量としてどのような特徴量を使用するかについ

て考察する。

以降、 2.では、動画の感性の主因子とこれを用

いた感性語による動画検索システムについて述べる。

次に、 3.で、 MPEGについて概説する。そして、

4.で、使用する特徴量について考察する。最後に、

5.でまとめる。

2.動画の感性の主因子

2.1 感性の主因子

心理学の研究では、印象語が表す1樹主的な性質はい

くつかの基本的な因子（感性の主因子）によって表現

されることが明らかとなっている。これはSemantic

Differential(SD）法とし、う手法を用いて解析した結果

得られるものである。 SD法とは心理学者 C.E. 

Osgoodが考案した手法で、複数の反対の意味を持つ

印象語の対を尺度とし、その聞をいくつかの段階に分

けである対象物を被験者に評価させるものである。図

1は「父Jについてどのような印象を受けるかを評価

した例である。この例では、 7段階で評価している。

例えば、 happy-sadでは、いくぶんhappyであり、

hard-softでは、かなり hardであるといった具合で

ある。

happy ：一 ：一 ：X：一 ：一： 一：－

hard : X: 

z

q

t巾
ふ

巾

泊

ω
日
目

i

S

F
引

μslow :X: 

図 1:SD I去の例

これらの印象語対がそれぞれ単一次元の特性を抽出

すると仮定し、因子分析を適用すると、次元の少ない、

より簡潔なものとすることができる。因子分析では、

n 個の観測対象に対するp変量のデータの行列を X

とすると、 Xをした式のように表現する。

X=FA’＋E 

ここで、 Fはn×nPJ行列、 Aはp×n的行列Aの転

置行列、 Eはn×pの行列であり、mをで、きるだけ小

さくとり、かっ、 Eをト分小さくなるように分解し、

FとAを求める。 Fは因子得点行列、 Aは因子負荷

量行列、 Eは残留子列と呼ばれる。変量の数pよりも

かなり小さいmを用いることで潜在的な因子を求め

る。

ここで、Eを十分小さくするにはいくつかの方法が

ある。 Eの分散・共分散行列を UヒE'Eとすると、 U

の各要素の2乗和を最小にする方法は主成分分析法

と呼ばれ、 Uの非対角要素の2乗和を最小にする方

法はMinres法と呼ばれる。

また、因子負荷行列 Aは一意に決定できるもので

はなく、自由度がある。通常は、ある変量は絶対値が

大きく、他の変量は絶対値が小さくなるような回転を

施し、説明をしやすくするのが一般的である。よく利

用される方法にパリマックス法がある。

また、因子得点行列 Fも一意に決定できるもので

はない。よく知られている方法には以下の方法がある。

F1 = XR-lA ( 1) 
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F2 = XWA(A’WA)・1 ( 2) 

ここで、 W は重み行列である。この因子分析を SD

法によって求まった得点に適用すると、ものや4此念に

内在する因子が得られる。これを感性の主因子と呼ぶ。

2.2 動画の感性の主因子

動画に対して、 SD法により評価し因子分析した。

被験者がSD法により、 2, l, 0、－ 1、－ 2の5

段階で評価し、このデータを各動画、各印象語対ごと

に平均を求め、 Minres法により因子分析を行って得

ている。ここで、使用した形容詞対の数は16 （図2)

である。また、因子は、 1より大きい固有地を持つ因

子を採用することにして得ている。さらに、因子負荷

行列は、パリマックス回転を行って得ている。

対象の動画は、 Moonpocketから販売されている

「ビデオ素材時点」から42個、おのおの、約10秒

前後である。被験者は男子大学生10名である。

さらに、感性の主因子の意味を説明する変数を、因

子負荷量行列の因子負荷量の大きい印象語刻がその

因子を表しているとしづ従来の考え方、ならびに、他

の因子と比較して特に重みの重い印象語対を選択す

るようにして決定している。この方法により得られた

印象語対を表1に示す。

2.3 動画検索システム

本研究の検索システムでは、因子分析の結果得られ

た因子負荷量、指定された感性語の重み、ならびに因

子分析から推定された因子得点によって検索を行う。

ここで、あらかじめ因子分析により因子負荷量を抽出

し、全ての動画データにおいて因子得点を推定してお

く。検索は以下のように行う。

1.ユーザーはWWW上より検索に用いる印象語を1

つ以上選択する（図2）。但し、相反する形容詞

（例：「速い」と「遅し、J）は同時に選択できない。

2.選択した形容詞の重みを決定する。

3.選択された形容詞の因子負荷量・重みと動画デー

タが持つ因子得点の積をとり、検索支橡となって

いる全てのデータごとに和を求め評価値とする。

ここで、重みをかけることにより重み付けを行い、

微妙なニュアンスのデータの検索に対応してい

る。

4.評価値の大きいものから 10個を検索結果として

出力する（図3）。
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表1：感性の主因子

主因子 形容詞対

明’険性 美しい醜い

明るいー暗い

愉快な不愉快な

力量性 動的な ー性的な

大 胆 な 繊 細 な

迫力のある迫力のない

活動’性 規則的なー不規則的な

複雑な単純な

軽重’性 軽快なー重厚な

堅鋭性 i直線的ー曲線的

c1;:t1~1v蜘お両知り®1ヨ；q;i 叫

すきな動蘭を選んでみましょう
11£書i唱を選んでクリヅフしてtださい！ ' 

理び続わフたら’Ok ＇ をイ~I) 1-;1 やり紅白 1.ll'CLE~匹。をヲりッヲ
とj

図2：検索実行画面



frame prediction）符号化画像で、ある。この画像は、マ

クロブロックごとにIntra符号化と In旬r符号化が選

択できる画面タイプである。 Inter符号化とは、入力

画像と、以前の再生画像との差を符号化することであ

る。この差（ずれ）は動きベクトノレと呼ばれる。最後

にBピクチャは双方向予測符号化画像である。この

画像は、過去のIまたはPピクチャを予測に使うだけ

でなく未来の I,Pピクチャをも予測に使うことがで

きる画像である。

SH : Sequence Header 
GOP: Group of Picture 

スライス

スライス

。
白

スライ

y 

プロック

8 

y 

8 

墨田顧問問醐四四四轍叫

トJo.1 : vd配泊17.mpg

国公明Z判例

司匹 、も

1
8
i
E
 

F
 

lmSco時三川河7

No. 3 : vdeo013 ffiPll 

ー一一…一己

図3：検索結果画面

3 . MPEG(Moving Picture E却 er旬Group)

3.1 動画像データ

動画像データは画像データの並びであり、画像サ

イズと画像レートで表される。画像データは画素値の

2次元配列である。画素値は通常8bitのデータであ

り、0から 255の値をとる（255が最も明るい画素を

表し、 0が黒を表す）。

画像が白黒の場合はこのような輝度画像のみで十

分であるが、カラー画像はRGBの3つの値または3

つの画像で表される。これを線形変換して、輝度(Y)

と2つの色差（Cb,Cr）で、表すと、色差画像の空間分解

能を減らすことができる。

3.2 デ｝タ構造

画像データは図4に示すように、シ｝ケンス、グル

ープ・オブ・ヒ。クチャ（GOP）、ピクチャ、スライス、

マクロブロック（MB）、ブロックの6層の階層構造か MPEGlの階層構造

3.3 DCT（離散コサイン変蜘符号化の計品

入力画像は、まず8×8画素のブ、ロックに分割され

る。このブロック単位にDCT演算を行い、得られた

DCT係数を DC成分、 AC成分で独立して量子化す

る。量子化に用いる量子化テープ〉レには規定値は前王

図4

ら戸えっている。

GOP内の画面（Picture）はタイプをもっ。主要なピ

クチャタイプは、つぎの3穏である。まず、 Iピクチ

ヤはフレーム内（Intraframe）符号化画像で、ある。この

画像では、すべてのマクロブロックがIntra符号化さ

れる。つぎに、 P ピクチャはフレーム間予測（Inter
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せず、個別に設定される。 一般には、図に示した量子

化テーブノレ値が多く周し、られる。量子化したDCT係

数のうち、 DC係数は、直前のブロックのDC係数を

予測値とした差分値を符号化する。残りのAC成分は、

ブロック内でジグザグ・スキャン（図）によって並び

替えた後、符号化する。

図5:DCT符号化方式の符号器

表2：；量子化テーブル

8 16 19 22 26 27 29 34 I¥ 

16 16 22 24 27 29 34 37 

19 22 26 27 29 34 34 38 

22 22 26 27 29 34 37 40 
8 

22 26 27 29 32 3f 40 48 

26 27 34 32 35 40 48 58 

26 27 29 34 38 46 56 69 

27 29 35 38 46 56 69 83 I 
三 -

8 

表3：ジグザグ・スキャンJI国表

1 2 6 7 15 16 28 291、
3 5 8 14 17 27 30 43 

4 9 13 18 26 31 4~ 44 

10 12 19 25 32 41 45 54 
8 

11 20 24 33 40 46 53 55 

21 23 34 39 47 52 56 61 

22 35 38 48 51 57 60 62 

36 37 49 50 58 59 63 641, - -
8 

4.特徴量について

4.1 動画ファイルについて

検索対象に用意した動画像データのファイルタイ

プはQuickTime形式であったため、WWW上で容易

に閲覧できるように、 Macintosh上のフリーの

MPEG変換ツールと、 PanasonicのMPEG変換プ

ラグインをインストールした AdobePremiereで

MPEGlファイルに変換した。

動画の例を図6と図7に示す．図6は木星の動画

で，円弧を描いて木星が近づいてくる動画である．図

7は風景画の動画で，風で枝が微妙に動く動画である．

図6：動画1 （木星接近）

図7：動画2 （風にそよぐ樹木）

4.2使用する特徴量

どのような特徴量を使用する必要があるのかを検

討するにあたり、表1に見られる5つの感性の主因子

を考慮する。まず、明快性では、美しいー醜い、 明る

い一階い、愉快な 不愉快なという形容詞対が見られ

るため、画像の色に関する特徴量が必要と考えられる。

そこで、 明度、輝度を使用することと した。次に、力

量性、活動性、軽重性、堅鋭性では、動画本来の動き

に関する特徴がみられる。そこで、動きベクトルから

何故が得られると考えた。また、動画データには始ま

りと終わりで雰囲気が変わる場合もあるため、全体、

ならびに、全体を三つに分けた開始部分、中央部分、

終了部分の合計4パターンに対して特徴量を得るこ

ととする。ここで、明度、輝度に関する相ノ数量はIピ
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クチャから獲得し、動きベクトルに関する特徴量はP

ピクチャから獲得する。

また、特徴量として各特徴量の平均と標準偏差を

求めることにする．ここで，動きベクトルは全てのマ

クロブロックに対して存在するとは限らないので，存

在するもののみで平均した場合と全マクロブロック

で平均したものを求めることとした．さらに，前後画

像の差も求めることとする．

使用する特徴量は、明度，前後画像の明度の差，

輝度，前後商面の輝度の差，全マクロブロックを対象

とした画像内動きベクトルの大きさ，その前後画像の

差， Inter符号化マクロブロックのみを対象とした画

像内動きベクトルの大きさ，ならびに，その前後画像

の差のおのおのの平均と標準偏差である。これを，全

体、ならびに、全体を三つに分けた間企節目分、中央部

分、終了部分の合計4パターンに対して得るので，合

計64の特徴量を得ることになる．

動画1の特徴量を表4, 6, 8, 1 0に示す．ま

た，動画2の特徴量を表5,7,9,11に示す．

表4: !lllJ画1の全体の特徴量

特徴量 平均 標準偏差

明度 27.37 21.20 

前後画像の明度の差 9.73 14.25 

輝度 52.54 35.88 

前後画面の輝度の差 17.19 25.11 

繭像内動きベクトル 9.74 8.73 

（全MBを対象）

前後画像の差 3.30 3.84 

画像内動きベクトル 22.22 9.65 

Inter符号化MBを対象）

前後画像の差 6.18 5.65 

表5：動画2の全体の特徴量

特徴量 平均 標準偏差

明度 33.73 8.47 

前後画像の明度の差 2.53 7.52 

j節度 76.74 19.29 

前後画面の輝度の差 5.97 17.06 

画像内動きベクトル 1.04 0.76 

（全MBを対象）

前後画像の差 0.13 0.18 

画像内動きベクトル 1.64 0.70 

Inter 符号化MBを対照）

前後画像の差 0.14 17.06 

表6：動直i1の開始部分の特徴量

特徴量 平均 標準偏差

明度 11.56 2.82 

前後画像の明度の差 1.87 0.85 

輝度 26.16 4.91 

前後画面の輝度の差 3.20 1.48 

画像内動きベクトル 3.00 2.73 

（全MBを対象）

前後画像の差 同0.34 13.94 

画像内動きベクトル 19.11 9.16 

(Inter符号化MBを対象）

前後画像の差 -0.86 24.57 

表7：動画2の開始部分の特徴量

特徴量 平均 標準偏差

明度 34.40 0.12 

前後画像の明度の差 ・0.03 0.20 

輝度 78.36 0.46 

前後画面の輝度の差 0.18 0.58 

画像内動きベクトル 0.34 0.22 

（全MBを対象）

前後画像の差 ・0.50 3.76 

画像内動きベクトル 1.14 0.25 

Kinter符号化MBを対n日）
前後画像の差 ・1.12 8.57 

表8：動画1の中央部分の特徴量

特徴量 平均 標準偏差

明度 24.44 8.80 

前後画像の明度の差 8.04 5.60 

輝度 48.54 15.26 

前後画面の輝度の差 12.20 8.95 

画像内動きベクトル 7.37 4.01 

（全MBを対象）

前後画像の差 0.00 0.00 

画像内動きベクトル 18.13 8.54 

(Inter符号化MBを対象）

前後画像の差 0.00 0.00 
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表 9：動画2の中央部分の特徴量

特徴量 平均 標準偏差

明度 33.53 0.62 

前後画像の明度の差 -0.12 0.70 

輝度 76.20 1.76 

前後画面の輝度の差 -0.50 1.66 

画像内動きベクトル 1.35 0.71 

（全 MBを対象）

前後画像の差 0.00 0.12 

画像内動きベクトノレ 1.83 0.72 

Inter符号化MBを対照）

前後画像の差 0.02 0.25 

表 10：動画 1の終了部分の特徴量

特徴量 平均 標準偏差

明度 40.63 28.78 

前後画像の明度の差 ・15.76 63.33 

輝度 72.41 49.97 

前後画面の輝度の差 ・26.26 61.70 

画像内動きベク トル 18.96 8.46 

（全 MBを対象）

前後画像の差 0.00 3.81 

画像内動きベクトル 29.62 6.43 

Kinter符号化MBを対象）

前後画像の差 0.00 2.66 

表 11：動画2の終了部分の特徴量

特徴量 平均 標準偏差

明度 26.55 13.31 

前後画像の明度の差 ・6.74 39.02 

輝度 60.41 30.26 

前後画面の輝度の差 -15.20 35.07 

画像内動きベク ト／レ 1.44 0.66 

（全 MBを対象）

前後画像の差 0.02 0.51 

画像内動きベク トル 1.95 0.70 

Inter 符号化MBを対照）

前後画像の差 0.01 0.44 

4.3 考察

今回の試みで使用した特徴量には、違いがはっきり
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とみられ、適当であると考えられる。 しかし、似通

ったもの、単純なものが多く、多種の特徴量をもっと

噌やしていく必要があると考えられる。これにより、

より複雑な動画データに対しても十分対応できると

考えられる。また，データセットに関しても、より複

雑な（途中で内容が多綴に移り変わる）動画データの

使用も必要と考えられる。

5.おわりに

厄期生に基づく動画検索、ンステムにおいて、新たな!WJ

岡データにも対応可能とするための動闘データの特

徴量について検討した。この結果、明度，輝度，なら

びに，動きベク トルを利用することとした。

しかし、今回は使用する特徴量の提案に留まり、

特徴量の評仙が行われていない。また，特徴量からの

因子得点の推定も行っていない。今後は、推定した特

徴量の評価を行い、本来の目的である新たな動画にも

対応する感性に基づく動画‘検索システムの実現を行

う予定である。
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付録

使用した動画データの一覧を示す。

( 1) 光玉



(2) ~'t 

(3) 光の波紋

(4) オーロラ

(5) 業火

(6) 暗雲

(7) 地球（回転）

(8) 木星（回転）

(9) 木星（接近）

( 1 0）小惑星軍

( 1 1）銀河（離反）

( 1 2) フィルム

( 1 3）壁

( 1 4）フュージョン

( 1 5) ノイズ

( 1 6）水

( 1 7) 三角群

( 1 8）梅

( 1 9) ラベンダー

( 2 0）花畑

( 2 1）菜の花

( 2 2）風にそよぐ樹木

( 2 3）竹林

( 2 4）吹雪

(2 5）吹雪 （夜）

( 2 6）夕日

(2 7）木々にさしこむ光

( 2 8) ツリー

(2 9）車

( 3 0）東京タワー

( 3 1）ダンス

( 3 2）晴天

( 3 3）不気味な雲

( 3 4）夕日 2

( 3 5) 山脈

( 3 6）雲に突進

( 3 7) 浅瀬

( 3 8）波

( 3 9）せせらぎ

(4 0）滝

( 4 1）泡

(4 2）水
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・公開シンポジウム「人文科学とデータベース」 1995年プログラム

1995年12月25日（月曜日）、 26日（火曜日） 大阪電気通信大学（寝屋川キャンパス）

古地震データと活断層（pp.1-4)

寒川旭（通産省地質調査所）

特別講演

一般講演

Intelligent Padシステムを用いた歴史学研究支援データベースの構築（pp.5-12)

赤石美奈・中谷広正・伊東幸宏・阿部圭一－田村貞雄（静岡大学）

4次元歴史空間システムにおける地理情報処理について（pp.13-18)

小林努・加藤常員・小沢一雅（大阪電気通信大学）

視点に依存する属性付け機構をもっ木簡研究支援システム

構造化型データベースの概念一（pp.19-28)

森下淳也（姫路猫協大学）・上島紳ー（関西大学）・大月一弘（神戸大学）

古典籍と JIS漢字

ーテキストの本文校正とのかんけいについて一（pp.29-36)

嘗山日出夫（花園大学）

手書き文字時系列筆跡パターンのー解析と今後の計画（pp.37・42)

東山孝生・山中由紀子・津田紳ー・中川正樹（東京農工大学）

絵画DBとイメージ検索

一浮世絵の線画表現とデータ圧縮効果一（pp.43-48)

j賓裕光・志賀直人（大阪市立大学）

画像データベースの自然言語インターフェースについて（pp.49・54)

伊東幸宏・中谷広正（静岡大学）

多視点距離データを用いた 3次元形状モデリング（pp.55・60)

横矢直和（奈良先端科学技術大学院大学）・増田健（電子技術総合研究所）

ハイパーメディア・コーパスの構築と言語教育への応用について（pp.61・66)

上村隆一（福岡工業大学）

「歌物語J語葉の数量的分析と研究（pp.67-74)

西端幸雄（大阪樟蔭女子大学）

高次辞書データベースのための語葉知識自動獲得システム（pp.75・82)

亀田弘之（東京工科大学）・藤崎博也（東京理科大学）

社会調査結果の視覚化データベース（pp.83-88)

吉田光雄（大阪大学）

「間jに関するデータベースの構築（pp.89・98)

中村敏枝（大阪大学）

方言音声データベースの作成と利用に関する研究（pp.99・104)

田原広史 ・江川清・杉藤美代子・板橋秀一（大阪樟蔭女子大学）
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・第2回公開シンポジウム「人文科学とデータベースJプログラム

1996年12月21日（土曜日） 大阪電気通信大学（寝屋川キャンパス）

招待講演

三浦梅園の主著『玄語Jのデータベース化と解読の試み

一江戸時代のハイパーテキストを読み解く (pp.1-10) 

赤星哲也（日本文理大学）・北林達也（三浦梅園研究所）

江戸図データベースの作成と今後の課題（pp.11・22)

黒川隆夫（京都工芸繊維大学）

一般講演

Shape from motionを応用した什器類の立体データ作成（pp.23-34)

中島重義・岡本次郎・ j賓裕光・細川省一（大阪市立大学）

古地図に描かれた内容のデータベース化の試み（pp.35・44)

出田和久・正木久仁・小方登－山近博義（奈良女子大学）

考古学のためのデータベースシステム（pp.45・54)

宝珍輝尚・中田充・白井治彦・都司達夫（福井大学）

インターネット・イントラネットにまたがる分散型図書館目録データベースの構築と運用

(pp.55・56)

芝勝徳（神戸市外国語大学）

音楽における印象語検索システムの開発とその有用性（pp.57・66)

原田章 ・吉田光雄（大阪大学）

『方言認知地図』プログラムと統計処理地図（pp.67-78)

ダニエル・ロング（大阪樟蔭女子大学）
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・第3回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」プログラム

1997年 12月20日（土曜日） 大阪電気通信大学（寝屋川キャンパス）

招待講演

「邪馬台国大和説を科学する」

倭人社会と卑弥呼の王権（pp.1・10)

吉田晶（岡山大学名誉教授）

前方後円墳成立の歴史的意義

－『邪馬台国時代』における首長と農民層の共同幻想一（pp.ll-17)

広瀬和雄（奈良女子大学）

一般講演

歴史学研究支援システムの構築（pp.19-30)

三浦崇 ・伊東幸宏 ・小西達裕・田村貞雄（静岡大学）・赤石美奈（北海道大学）

中谷広正・阿部圭一（静岡大学）

地理情報を利用した遺物データベースシステムについて一（pp.31・38)

宝珍輝尚・都司達夫付高井大学）・河合秀夫（大阪電気通信大学）

木簡研究支援データベースとシステム

知見と仮説に基づく再構造化一（pp.39-46)

森下淳也・大月一弘（神戸大学）・上島紳一（関西大学）・大庭惰（皇事館大事）

杉山武司（姫路濁協大学）

短編推理小説の論理構造の分析（pp.47・54)

西島恵介・神山文子・藤田米春（大分大学）

形状分析ツールの開発とその応用

一浮世絵に描かれた役者の同定と分類一（pp.55・64)

モハメド・アミラン・ブイヤン・阿古弥寿章・漬裕光（大阪市立大学）・松平進（甲南女子大

学）

3次元形状入力へのおさそい

一人文科学の道具として一（pp.65・72)

i賓裕光（大阪市立大学）

技術紹介
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・第4回公開シンポジウム「人文科学とデータベースJプログラム

1998年 12月9日（土曜日） 大阪電気通信大学（寝屋川キャンパス）

招待講演

邪馬台国は北九州甘木市付近にあった（pp.I・22)

安本美典（産業能率大学）

選挙研究とデータベース（pp.23・24)

三宅一郎（関西大学）

特別講演

一般講演

中期インド・アリアン聖典のデータベース（pp.25・34)

逢坂雄美・山崎守一（仙台電波工業高等専門学校）・宮尾正大（室蘭工業大学）

高地性集落遺跡データベースからみた弥生時代の情報通信（pp.35・42)

加藤常員（大阪電気通信大学）

データベース倫理について（pp.43・52)

江津義典（関西大学）

階層構造グラフによるデータモデルの適用例：木簡データベース（pp.53・59)

杉山武司（姫路濁協大学）・森下淳也・大月一弘（神戸大学）・上島紳ー（関西大学）

遺物破片の計測

一照度差ステレオ計測装置の製作と計測一（pp.61・70)

結城宏和・宝珍輝尚・都司達夫（福井大学）・河合秀夫（大阪電気通信大学）

技術紹介

地場工芸品立体展示システム

人文科学の道具として一（pp.71・78)

橋本隆之・青木功介・釣裕美（インテツクシステム研究所）
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・第5回公開シンポジウム「人文科学とデータベースjプログラム

1999年12月18目（土曜日） 関西大学総合情報学部

招待講演

顔の認知研究における顔データベースの利用（pp.1-10)

加藤隆（関西大学）

Recent Research on Paleolithic Arts in Europe and the Multimedia Database (pp.11-22) 

Cesar Gonzalez, Roberto Cacho Toca (University of Cantabria, Spain) 

一般講演

Photo VR考古資料データベース『北スペインの旧石器洞窟美術』

一日本・スペイン産学共同プロジェクトの実現と諸問題 (pp.23-34) 

深沢武雄（テクネ）

バーチヤルリアリテイによる遺物探訪 3DArchaeo・Copter(pp.35・38)

中村健・小沢一雅（大阪電気通信大学）

照度差ステレオ法を用いた遺物の表裏形状の計測（pp.39・46)

結城宏和・宝珍輝尚・都司達夫（福井大学）

文字データベースのための文書の構造化と意味管理（pp.47-58)

横田一正・ 三宅忠明・国島丈生（岡山県立大学）

劉湖江（岡山理科大学）・田槙明子（リョーピシステムサービス）

相対インデックス法を使った文構造分析（pp.59・66)

雄山真弓・岡田孝・黒崎茂樹（関西学院大学）

仮想電子辞書システムの設計と構築（pp.67-78)

芳野学・都司達夫 ・宝珍輝尚件直井大学）
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・第6回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」プログラム

2000年12月20目（土曜日） 静岡大学情報学部

特別講演

「ええじゃないかj研究を振り返って（pp.1-2)

田村貞雄（静岡大学）

一般講演

文化資源情報における TopicMapの適用と評価

－ 『源氏物語』画像DBを使ったモデル作成の試み一（pp.3・10)

長瀬真理（静岡大学）

文字冗長度による日本文学分析（pp.11・16)

福田宏（静岡県立大学）・山下泰弘（科学技術振興事業団） ・勝矢光昭（静岡県立大学）

広領域分野資料の横断的アーカイ ブ論に関する基礎研究（pp.17・26)

八重樫純桔拭静岡大学）

ジャイナ教聖典のデータベース

一特殊フォントで表現されたデータの PDF一（pp.27・34)

逢坂雄美（仙台電波工業高等専門学校）

パスカルデータベースシステム（ 1 ) (pp.35・42)

白石修二（福岡大学）

吾妻鏡データベースの構築（pp.43-52)

安道百合子（国文学研究資料館）

全国遺跡データベースの構築（pp.53-62)

森本晋（奈良国立文化財研究所）

地理情報システムを用いた城下町の復元的研究

一彦根城下善利組足軽屋敷地図を中心として一（pp.53-72)

生方美菜子.~賓崎一志（滋賀県立大学）

考古学データベースにおける検索エンジンの研究(pp.73・80)

三浦宙明・小沢一雅（大阪電気通信大学）
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・第7回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」プログラム

2001年 11月17日（土曜日） 関西学院大学情報メディア教育センター

特別講演

感性情報研究の動向とデータベース（pp.3-10)

井口征士（大阪大学基礎工学部）

一般講演

広重の版画と江漢作らしい油絵

一二つの「東海道五十三次jについて (pp.11-27) 

荒木啓介（科学技術振興事業団） 資料提供、大畠洋一（東海道研究家）

古文書文字列に対するキャラクタスポッテインク＇＇（ pp.29-38) 

橋本智広・梅田三千雄（大阪電気通信大学）

日商簿記検定問題の電子化（pp.39-46)

福田宏・小津稚加子（静岡県立大学）

米国におけるテレビニュースデータベース構築の歴史的・法的経緯と現状について

(pp.47-50) 

魚住真司（関西外国語大学）

画像・音声の超高再現性PCの開発（pp.51-63)

片岡裕（大谷大学）

全国遺跡データベースの構築 2001年度の動向（pp.65・68)

森本晋（奈良文化財研究所）

日本語キエルケゴール文献データベース（pp.69-72)

平林孝裕・橋本淳（関西学院大学）

前方後円墳データベース検索システムと地理情報処理（pp.73・80)

西上昌治・小津一雅（大阪電気通信大学）

貝類のマルチメディアデータベースの構築（pp.81・88)

高田茂樹・雄山真弓（関西学院大学）
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・第8回公開シンポジウム「人文科学とデ｝タベースJプログラム

2002年 12月21目（土曜日） 帝塚山大学

特別講演

・空間コンテンツの検索とプレゼンテーション

田中克巳（京都大学）

自由論題報告

－尾張藩士・朝日文左衛門の生活行動空間

-GISを用いた『鶏鵡寵中記Jの分析一

村田祐介（名古屋大学研究生）

. 3次元空間を共有するマルチユーザcscw環境と

仮想考古遺跡ウォークスルーへの応用

坂田義則（立命館大学院生）・八村広三郎（立命館大学）

SYMPOSIUM“人文科学における空間情報の利用”

I.古地図・衛星画像の分析と利用

－高精細絵図画像データの利活用 一阿波国絵図・徳島城下絵図を例に一

平井松午（徳島大学）

－分散型 GIS「GLOBALBASEJの実装

森洋久（国際日本文化研究センター）

II .考古学における GIS利用

－古環境復原のための考古学情報クリアリングハウスの構築

-Java ScriptとDynamicHTMLを使用して一

河野一隆（九州国立博物館（仮称）設立準備室）・塚本敏夫（元興寺文化財研究所）・

魚津知克（大手前大学）

－平安京における空間情報システムの整備と条坊復原

宮原健吾（京都市埋蔵文化財研究所）・内田賢二（ライカジオシステムズ）

－中世都市の景観と構造

鋤柄俊夫（同志社大学）
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